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　あれから、一か月以上経たった。

　もう七月だ。毎日が暑い。

　何事もなく、過ぎていく日。




　……あの人は、元気だろうか？

　ちゃんと飯を食っているだろうか？

　酒ばかり飲んでいないだろうか？

　……気が付くと、そんなことばかり考えている。

　どうして、俺おれはこんなにもあの人のことが好きなんだろう。

「いや、人じゃないよ」

　……そう言うかもしれない。でもやっぱり。

　俺は好きなんだ。




　会いに行くことはできた。電話をかけることもできた。

　でも、できなかった。

　きっと、俺は拒絶される。

　俺が〝二重雑種ダブルブリツド殺し〟だから。

　あの人のたった一人の〝同種〟を殺したから。

　……でも、俺は後悔なんかしない。俺が殺さなかったら、あいつはあの人を殺していた。

　だから、殺したんだ。

　……いや、それだけじゃない。

　俺は怖かった。あいつに、あの人を取られそうな気がした。

　……俺のものじゃないんだから、取られるも取られないもあったもんじゃないのにな。

　俺はただ、あいつを殺したかったんだ。

　この世から、存在そのものを消したかった。

　そして俺は、あいつを殺したことを全然後悔していない。

『人殺しだから殺していい』。……俺はそう思って、俺のやったことを正当化している。

　ただ、そのことであの人に嫌きらわれるのが嫌いやなだけで。




　俺おれは、最低の人間だ。




　大おお田たが俺のことを恐ろしいと言ったのが、今ではわかるような気がする。

　俺のような奴やつが周りにいたら、俺は絶対友達にはなりたくない。

　俺自身でさえ、俺のことが嫌きらいになりそうだ。

　こんな俺を、誰だれが好きだっていうんだ？

　……いや、誰に嫌われてもいい。

　誰が俺を嫌ってもいいんだ。

　たった一人だけ。

　その人にだけ、好きになってもらえれば。

　俺は。

　………………。

　自分勝手な言い草だ。

　所しよ詮せん、俺は俺のことしか考えていない。

　俺は、俺が幸せになりたいから、あの人に好きになってほしいのか？

　……じゃあ、あの人の幸せはいったいどこにある？

　俺にわかるわけがない。




　それでも、俺は。







[image: 第一章　古都に集う者たち]






















　それには首がなかった。

　それの体には、穴が開いていた。

　ただ。

　まだ死んでいなかった。

　指の先端が、ほんの少しだけ動いている。

　握り締しめようとしたその指は、空むなしく水を摑つかんだ。

　水は、太い指の間をすり抜けて流れていく。

　それもまた流れていく。

　再び開いたその指は、動かなくなった。

　それは死体になった。




「あー、涼しい」

　それが新幹線から降りて京都駅に立った帆ほ村むら夏か純すみの第一声だった。足元にバックパックを置くと、興きよう味み深そうに周辺を見回す。

「東京よりは南にあるからもっと暑いかと思ったのに、たいして変わらないのね、優ゆうさん？」

　夏純は背後から来るであろう連れに声をかけたが、しばらく経たっても返事がなかったので振り返ってみた。しかしそこには、新幹線の出入り口前に立ちはだかる夏純を迷惑そうによけていく人間たちしか見当たらない。

「……優さーん」

　名前を呼んでも、返事はない。夏純はその場に立ったまま、首を傾かしげた。『迷子になったと思ったら、その場を動かないように』と言われたことを思い出し、そこから一歩も動かずにじっと新幹線を見つめる。

「夏純ちゃん、出入り口近辺で立ち止まらないの。降りる人の邪じや魔までしょうが」

　新幹線から降りる客たちの最後尾から姿を現した連れを見て、夏純は顔をほころばせた。

「よかった、迷子になったのかと思っちゃった。優さん、ちっちゃいから見付けにくいし」

　片かた倉くら優ゆう樹きは困ったように夏純を見上げた。優樹の身長が百五十センチ強であるのに対し、夏純は百七十六センチという女性にしては長身の持ち主だ。

「あたしが夏純ちゃんを見付けられるからいいけど……あまりはぐれないようにしてね。万が一そういうことがあったら、あたしの携帯に電話して」

「はーい」

　そう元気よく返事をした夏か純すみだったが、すぐに「あ」という声をあげた。

「番号わかんない」

「……新幹線の中でメモして渡したでしょ」

「そのメモ、あたしどこにしまったか、優ゆうさん覚えてる？」

「…………ベルトに付いてる煙草タバコ入れの中」

「ああ、そうそう。煙草吸ってもいい？」

　優ゆう樹きは何も言わずに、十メートルほど離れた場所にある喫煙コーナーを指し示した。

「じゃ、行ってきます」
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　バックパックを担ぐと、夏純は早足で喫煙コーナーへと行ってしまった。優樹は軽くため息をつくと、旅行鞄かばんを肩にかけてベンチに近付いた。大きく息を吐きながらそこに腰掛ける。まだ午前中とはいえ、気温は既すでに三十度近い。それでも優樹は汗ひとつかいていなかった。夏の暑さもまったく体感してはいない。体温調節や暑さに対する皮ひ膚ふ感覚を鈍くさせることくらい、優樹には容易なことだ。

　喫煙コーナーに目を向けると、夏純が煙草を美味うまそうに吸っている。あんな煙たくやに臭いものをどうして夏純が好んでいるのか、優樹には理解不能だ。

「優さーん、もう一本吸ってもいい？」

　やや低音だがよく通る夏か純すみの声が、京都駅に響ひびき渡った。優ゆう樹きは軽く手を振って『了解』の合図を返すと、アルコールを求めて周囲を見回す。新幹線の中でもビールを二、三杯飲んだが、最近はいくら飲んでも満たされた気がしなかった。いつも持っているミニボトルは、今は鞄かばんに入っているので、取り出すのが少々面倒くさい。しかし視界には酒類を売っていそうな場所は入ってこず、しかたなく近くにあった自動販売機で缶かんコーヒーを買った。

　二人が乗ってきた新幹線が新大阪に向けて出発してからさらに五分後、夏純はちびちびと缶コーヒーを飲んでいる優樹の元へと帰ってきた。

「お待たせでしたー」

「うん」

　彼女たちは知るよしもなかったが、二人ははたから見るとかなり奇妙なコンビだった。帆ほ村むら夏純は、外見は二十代後半の女性である。すらりとしたその細身は、長身と合わさって見目のよい体形を誇っていた。顔立ちは可愛かわいいというよりはどこか凜り々りしいという印象を他者に与えがちだ。切れ長ではあるもののやや目じりがつり上がっているのが、その原因だろう。そんな彼女はストレートパンツにＴシャツ、そしてその上に白いサマージャケットという格好をしていた。あまり彼女の外見には合っていない。ベルトには小さなポーチが六つほど装着されており、そのごてごてとした様さまは少々センスが悪い。背中の半ばまである髪の毛を無造作に束ね、その頭の上には彼女が応援しているらしいプロ野球チームの帽子がのっているのが、ひどく似合っていなかった。

　かたや片かた倉くら優樹は、夏純の隣となりにいるとまるで子供のようにしか見えない。背の低さと幼く見える容姿が原因なのだが、被かぶっている真新しい麦わら帽子がさらにそれを引き立てていた。長なが袖そでのブラウスの上にベストを、さらにその上から秋口に着るようなジャケットを羽は織おっている。ブラウスの下に着ているタンクトップと合わせて計四枚という夏らしからぬ厚着だ。

　この二人、明らかに夏純の方が年上に見えるのだが、実際は優樹の方が十歳以上年長者であるのだから、人は見た目ではわからない。しかしこの二人が実は人間ではないことは、同じ京都駅のホームに立っている誰だれもが知りようのないことだった。

〝怪アヤカシ〟。正式名称を特異遺い伝でん因子保持生物というそれは、古くは化け物としてしか認識されておらず、その存在など誰も信じてはいなかった。しかしヒトの歴史は二十世紀半ばから大きく変わり、今ではアヤカシの存在を知らない者の方が少ない。

　世界でただ一か国、化け物であるアヤカシがヒトと同等の権利を持つことができる国、日本。その行政府たる内閣府から、人と変わらぬ外見と知性、人間社会への適応性を持ったアヤカシとして甲種指定生物と呼ばれている優樹と夏純だが、法的にはその立場は異なっている。優樹は内閣府にその存在を公認されているが、夏純は内閣府外局である特異遺伝因子保持生物管理委員会に身分登とう録ろくをしているだけだ。

　だが二人の最大の違いは、夏純が純粋なアヤカシであるのに対し、優樹には人の血が半分混じっている。正確に彼女を示す単語は二重雑種ダブルブリツド。公式には世界でただ一人しか確認されていない存在だ。

　現在は片かた倉くら優ゆう樹きしか二重雑種は存在していない。そのことは優樹自身がよく知っていた。もう一人の二重雑種は、彼女自身が荼だ毘びに付していた。実際に手を下したのは優樹ではなく、彼女の友人であったが。

（………………）

　優樹は軽く左目を押さえながら、ほんの少しだけ一か月前のことを思い出していた。

「優さん、京都ってジタン売ってると思う？」

　その夏か純すみの唐とう突とつな質問に、優樹は反応が遅れてしまった。

「……ジタン……ああ、夏純ちゃんの吸っている煙草タバコの銘柄ね」

「コンビニとか自販機にはあんまり入ってないの。三十個ほど買いだめはしたけど、なくなったらどうしようかなって思って」

「三十個あれば充分じゃない。一日一箱なら一か月もつでしょうが。いくらなんでも、一か月はいないよ」

「あたし、一日に二箱くらい吸うわ。競馬や野球を見てる時はもっと吸うもの」

「……夏純ちゃん、京都に何をしに来たかは言ったと思ったけど……あたしたちは何しに来たのかな？」

「喧けん嘩か」

　即答した夏純に、優樹は思わずうなだれてしまった。

「違ったの？」

「……いや、喧嘩沙ざ汰たにはなるかもしれないけど……京都で競馬や野球は見ないから、煙草タバコはもつね。うん」

「じゃ、ラジオで聞いてもいい？」

　夏純があまりに悲しそうな顔をしたため、優樹は困ったように白い眉まゆをしかめた。眉に限らず、麦わら帽子に隠れたその短い頭髪も真っ白である。彼女のあだ名である『白髪頭』『白髪犬』などの原因になっている。

「ラジオで聞くくらいならいいけど……」

　夏純は先刻とうってかわって晴れやかな顔を見せると、ベルトに付けたポーチの一つを軽く叩たたいた。

「よかった。ああ、馬券は買わないから大丈夫よ。競馬場がどこにあるかわかんないし」

「……ギャンブルで生計をたてるっていうのは、ちょっとねえ……せっかく就職できたのに」

「だって、クビになっちゃったんだから、しょうがないもの。それに生計はたててないわよ。貯金あるもの。ただの趣しゆ味みよ、趣味」

　優樹は缶かんをもてあそびながら、左目を細めて夏純を見上げた。

「ねえ、優ゆうさん。右目大丈夫？」

「ん……ああ、大丈夫」

　優ゆう樹きの右目は白い包帯に巻かれて隠れている。その言葉に偽りはなく怪け我がをしているわけではない。包帯の上から手を置いてみる。その感触がまるで自分のものではないような気がした。

　事実、自分のものではないのだから。

「さて、そろそろ行こうかな……」

　立ち上がって持とうとした旅行鞄かばんを、夏か純すみが持ち上げた。

「あたしが持つわ。優さんの左腕ってこの間切れたんでしょ？　ちゃんと繫つながってないかもしれないじゃない」

「ああ……大丈夫、肉も神経も繫がったから平気だよ」

　そう言って夏純の腕から鞄を取り返そうとしたのだが、夏純は既すでに肩にかけてしまっている。

「あたしの方が力持ちなんだから、持つわよ」

　歩き出そうとした夏純だったが、すぐに足を止めた。

「……で、どこに行くの？」

「わかんないなら、歩き出しちゃ駄だ目めでしょうが。……待ち合わせは京都タワーなんだけど、時間がまだ早いんだよね……」

　左手首の腕時計は、午前九時三十分を示している。待ち合わせの時間は正午なのだ。

「夏純ちゃん、とりあえず外に出て喫茶店でも見付けて時間潰つぶそうか。……ああ、その前に荷物をコインロッカーに預けておこうね」

「はーい」

　立ち止まっている夏純を追い越すと、優樹は駅の外へ向かう階段へと歩き出す。

　二人の長くて短い京都行きは、こうして始まった。




　その二日前、夏の太陽がアスファルトを焼き、大量の人間がさらにその熱を高めている渋しぶ谷やの街を、優樹はゆっくりと歩いていた。周囲の人間が夏の暑さに対して少しでも涼しくしようと薄うす着ぎをしているのに対し、優樹は春物のブラウスやカーデガンを着ていた。夏物を出す気力がないため、相変わらず春の格好をしていたのだ。

　久し振りの外出であるような気がした。今日とて特異遺い伝でん因子保持生物管理委員会から呼び出されなければ、自分の職場兼住居である捜査第六課で一日を過ごすつもりだった。警けい察さつ官という職に就いて給与を貰っている以上、優樹には従う義務がある。

　しかし優樹は、直接には委員会のある内閣府に向かわず少しだけ寄り道をすることにした。優樹は外出する時は必ず帽子を被かぶるのだが、今はない。持っていた帽子の大半が使い物にならなくなってしまったからだ。白髪頭が直射日光に晒さらされて熱を持っている。それ自体は大したことではないが、外にいる時に帽子がないとどうも落ち着かない。

　目に付いた近場の百貨店に入ると、真っ先に帽子売り場を目指す。店内は冷房が効いており外の暑さとは雲うん泥でいの差があるが、暑さ寒さに対していくらでも鈍くなることのできる優ゆう樹きには意味がない。

　種々様々な帽子から気に入った物を選ぶのだが、その日だけは優樹の視線はある一つの帽子から離れることができなかった。それは、優樹が一か月前に燃やしてしまった麦わら帽子とまったく同じものだった。

（ああ、あれもこの店で買ったんだっけ……）

　不意に、思い出さないようにしていた記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　ガソリンの臭におい。巻き上がる炎。燃えているのは麦わら帽子と、そして。

　二重雑種ダブルブリツドの死体。

（………………）

　優樹は右手で[image: 拳]こぶしを作ると、それで自分の頰ほおを殴り付けた。力は無意識に抜いていたが、それでも痛いことには変わりはない。痛覚は、あえて遮しや断だんしなかった。

　そして一つしかない麦わら帽子を摑つかむと、値札も見ずにレジへと早足で向かった。




　真新しい麦わら帽子を被って内閣府にやってきた優樹は、いつものように委員長室に入った。たいていの場合そこには委員長である土つち谷や伸のぶ夫おがいるのだが、その日は違っていた。

「お久し振りです、お嬢じようさん」

　ソファーから立ち上がって自分に向かって頭を下げたその男が誰だれか、最初優樹はわからなかった。だが彼の顔を正面から見た時に、すぐに思い出すことができた。

「……ああ、飯いい田ださん！　ほんと、久し振りですね」

　飯田と呼ばれた男は、ぎこちない笑みを浮かべた。

「お元気そうで何よりです」

　この飯田敦あつ彦ひこは、日本の立法機関である国会の衆議院議員を務めている。だが彼の正体がアヤカシであることを知る者は数少ない。人間としての容姿を二つ持っている飯田は、国会では七十歳近い老人の姿をしており、与党に属して何度か大臣の座に座ったこともある。優樹の目の前にいる現在の飯田は、四十歳前後の中年男性の姿だったが。

「今日の話は、とても重要なことなのです。飯田にも関係があるので、来てもらったのですよ」

　窓の側そばに立っていた浦うら木きもまた、優樹に礼をした。浦木は飯田よりも器用なアヤカシであり、変えられる容姿のバリエーションも広い。もっとも優樹は、土つち谷や以外に化けた浦木を見たことはなかったが。

「どうぞお掛けになっていてください。今コーヒーをいれてきます」

　浦木が隣りん室しつに入っていくのを見送ってから、優樹は帽子を取って飯田の正面に腰掛けた。それを見てから、飯いい田だもまた腰を下ろす。

「最後に会ったのは、七年くらい前でしたよね」

「はい、捜査第六課を作った時にお会いしてからは、ろくにご挨あい拶さつにも伺えませんでした……申し訳ないです」

　飯田が大きな体を縮ちぢこまらせて恐きよう縮しゆくしてみせた。

「飯田さんが謝あやまることはないですよ。議員の仕事って忙しいんでしょう？　先月国会解散したから選挙の準備で大変みたいじゃないですか」

「まあ、落ちたら落ちたでどうにでもなることですから」

　小山のような飯田と対面すると、優ゆう樹きは押し潰つぶされてしまいそうな圧迫感に陥ることがある。彼の身長は百七十五センチほどだが、肩幅が異様に広く腕や足も優樹の四倍くらいありそうなほど太い。太く短い首の上にはこれまた大きな顔がのっており、岩のようにごつごつとした面構えをしている。一本に繫つながって見える眉まゆ毛げとその下にある丸い目に、どこはかとなく愛あい嬌きようを見み出いだすことができそうだが、それでも飯田の容よう貌ぼうはかなりの強面こわもてだった。

　しかし優樹は、飯田のことを恐ろしいと感じたことはなかった。気が利く方ではないが、実直で優しいアヤカシだと優樹は昔から思っている。子供の頃ころ、彼に遊んでもらった記き憶おくがとても懐なつかしい。子供の頃の記憶で大切にしたい思い出など、母親と飯田に関する記憶しかなかったが。

「ところでその右目は、一か月前の傷ですか？」

　飯田が優樹の眼帯を見てそう言った。優樹が高たか橋はし幸こう児じという名の二重雑種ダブルブリツドと戦い、そして彼の死体を始末したことを知る者は数少ない。高橋の死体は行方ゆくえ不明ということで、委員会が処理したのだ。むろん、それは優樹が浦うら木きに頼んだことである。

　彼は三月に死んだ。そしてそれは、公式に〝事実〟として定着しているのだ。

「……まあ、そんなところです」

　優樹の返答に飯田が何か言おうとした時、浦木が戻ってきた。盆をテーブルの上に置くと、優樹と飯田の前にコーヒーカップをすすめた。そのまま浦木は、飯田の隣となりに腰を下ろす。長身瘦そう軀くの浦木が飯田の隣に座ると、その対比は優樹から見てもなかなか面白いものだった。

「飯田、どこまで話を進めましたか？」

「……まだ何も進んでいない」

　浦木の問いに飯田がぶっきらぼうに答える。この二人が一緒にいるのを見たことはあまりないが、浦木と飯田は仲がよくないのではないかと優樹は感じていた。飯田は浦木に対してだけはひどく素っ気ない態度をとる。浦木が飯田をどう思っているかまでは優樹にはわからない。

「飯田さん」

「はい、何でしょう、お嬢じようさん」

　飯田は声のトーンを少し上げて優樹の方を見た。

「で、話って何なんですか？」

「は……えー……」

　飯いい田だは困ったようにコーヒーを一口飲み、目をきょろきょろさせてから何度も瞬まばたきした。彼が政治家としての弁舌をふるっているのを優ゆう樹きは国会中継で見たことがあるが、その時とはまったく違う。

「飯田は口くち下手べたですからね。では、途中までは私がお話しましょう」

　その浦うら木きの言葉は飯田にとっては助け船であったのだが、それでも彼はじろりと浦木のことをねめつけた。そんな飯田の態度を意に介さず、浦木は単刀直入に用件を切り出す。

「優樹様には京都に行っていただきたいのです」

「……それはまた……」

　目の前にあるコーヒーには手をつけないまま、優樹はそれだけ言った。六課に勤務して七年、関東圏以外の事件に駆り出されたことはなかったのだ。少々不安にならないこともない。

　今、彼女は一人なのだから。

「京都の鴨かも川でアヤカシの死体があがったのです。発見された時間帯が早朝であったため、あまり人目につかなかったのが、まあ幸いと言えないこともありませんが」

「アヤカシの死体……ですか」

　優樹はそれだけしか言えなかった。あらゆる疑問がわいてくるが、とりあえず今は浦木の話を最後まで聞くことの方が重要だ。

「はい。その死体には外傷がありました。彼は殺されたのです。犯人が誰だれかを見付け、捕まえていただきたい」

　優樹は黙だまってコーヒーに口をつけた。『殺された』というからには、他殺であることは疑いようがない。問題は、その犯人が人間かアヤカシであるかということだ。人間がアヤカシを殺す理由は、見付けようと思えばいくらでも見付けられる。だがその手段は大変限られており、人間によるアヤカシ殺害という線はあまり考えられない。第一人間であれば、死体を放置していくわけがない。アヤカシの死体は、人間にとって価値のあるものなのだから。

「死因は、なんなんですか？」

　それが銃器によるものであれば、犯人の絞り込みも容易にできる。だが優樹のその問いを、浦木は反問で返した。

「優樹様、アヤカシを殺す時はどうすればいいと思います？」

　そんなことはあまり考えたくなかったが、それでも優樹は、自分がどんなことをされたら死ぬかを思い浮かべた。

「……心臓と脳を潰つぶす……かな」

　きっと死ねるだろう、たぶん。まだ死にたくはないが。

「それで死ぬアヤカシもいますが、出血多量だの窒息だのという人間の死因にアヤカシをあてはめるのは非常に難しい。彼の死体は内臓が潰つぶれていたそうですし、そうなると血も大量に流れたことでしょう。そのどれが直接の原因かなど、判別のしようがないのです。ただ死体には大量の穴が開いていたそうです。直径一センチから五センチ強の穴が五十三個、全すべて貫通していますが、銃弾によるものではないそうです。そして首から上は切断されており、頭部は未いまだ発見されておりません」

「……はあ……」

　優ゆう樹きは大きくため息をつくと、ソファーによりかかって天井を見上げた。警けい察さつという組織に身を置いている以上、事件があれば動かなければならない。それは当然のことだ。だが、優樹はあまり動きたくなかった。ここ一か月近く、渋しぶ谷やの捜査第六課分署の一室に閉じこもっていたが、まだ時間が足りなかった。

　考えていたかったのだ。自分と、自分の異母弟と、彼を殺した自分の友人について。

　終しゆう焉えんが決してこない思考の輪を、優樹は回り続けていた。そして、もうしばらくはその輪の中にいたかった。

「でも浦うらさん、これって京都府警の管かん轄かつじゃないんですか？　殺人……じゃなくて殺アヤカシですけど、刑事事件でしょう？　私が出張ってもいいんですか？　京都府警からの依頼なら文句はありませんけど」

　優樹がそう言ったのは、京都に行きたくないという理由からではない。出向いたところで警察の協力がなければ困るし、かといって共同捜査という形を取られても動きづらい。優樹はよくも悪くも仕事に対する責任感を持っていたので、自分の精神が不安定だからといって仕事をしたくないなどとは言い出さなかった。

「その点についてはご心配なく。京都府公安委員会も京都府警察本部も、この件に関する全権を警視庁刑事部捜査第六課に委任するということで納得しています。彼らの方から依頼してきたのですから、当然です。ただ、今回の件では警察よりもう一方の連中の方が厄やつ介かいなのです。そのため、優樹様に出向いていただく必要があります。……飯いい田だ、これから先はあなたの出番ですよ」

「わかっている……ではお嬢じようさん、私が少し京都のアヤカシについて説明させていただきます」

　飯田は軽く頭を下げると、先ほどとは違い流りゆう暢ちように話し始めた。

「日本には、比較的多くのアヤカシがいるということはお嬢さんもご存じでしょう。人間ともアヤカシとも関かかわらずに生きている者の方が多数派なのですが、人の姿を借りて生きている者ももちろんいます。彼らは彼らなりのコロニーを形成しています」

「……で、そのアヤカシたちが、今回の事件の犯人に対して怒っているんですか？」

　それはそうだろう、と優樹は思う。友人であるアヤカシたちが殺されたら、自分もきっと怒るに違いない。一か月前に殺された二重雑種ダブルブリツドのことが脳裏をかすめたが、それは無理やり振り払った。

「そうです。彼らは犯人を自分たちの手で殺そうとしています。確かにそれはアヤカシとしては正しい。彼らの立場なら、私もそうするでしょう。しかし、それでは間違いなく人間側との軋あつ轢れきが発生します。アヤカシは復ふく讐しゆうのためには手段など選びませんから。幸い、私は彼らの一人と面識があるのでそれはやめてほしいと頼んでみました。納得はしてもらえませんでしたが」

　優ゆう樹きは黙だまって飯いい田だの言葉を待ったが、そこに口を挟んだのは浦うら木きだった。

「人間の作った法に従うというのは、プライドの高いアヤカシには屈辱に近いものがあるのです。私や飯田などは積極的にその法の中に入り込んでいるので、あまり抵抗感はないのですが。優樹様には、京都のアヤカシたちが派手に動く前に事態を終息させていただきたい。飯田の名前が後ろにあれば、年のいったアヤカシたちは大抵おとなしくなります。ただ百歳程度の若じやく輩はいは飯田のことを知りませんし、血の気も多い。それによそ者を嫌きらう傾向があるので、捜査の協力は望めません」

「はあ……飯田さんって、京都では有名なんですか？」

「ええ、そうですよ。かつてはその勇名を京のみならず……」

「浦木、くだらないことをお嬢じようさんに吹き込むな。昔のことだ、昔の」

　飯田が浦木を睨にらみつける。浦木は黙ったが、その表情は飯田が怒っているのを楽しんでいるようだった。

「……詳しいことは、現地で聞かれた方がよいでしょう。殺されたアヤカシは委員会登とう録ろくをしていました。彼の人間としての身分は、こちらをご覧らんください。現在彼に関して判明していることは、全すべてこの中に入っています」

　飯田の手からファイルケースを受け取ると、優樹はそれを自分の横に置いた。

「わかりました。……今日にでも行った方がいいんですか？」

　さすがにそれは困るなと思った優樹だったが、浦木が否定してくれた。

「いえ、早い方がいいですが、用意も必要でしょう。明後日あさつての新幹線をとっておきますから、それまでに用意を終わらせていただければ幸いです」

「わかりました。じゃ、がんばって行ってきますね」

　残っていたコーヒーを一気に飲むと、優樹はすぐに立ち上がった。

「お嬢さん、話をつけておきますので、京都に行ったら一度向こうのアヤカシに会っておいてください。それと私の携帯番号がそのファイルケースに入っていますので、何かあったらご一報を。京都に足は運べませんが、助言はできると思いますから」

「ありがとうございます、飯田さん。それでは、行ってきます」

　二人の男が立ち上がって深々と頭を下げるのを背に、優樹は委員長室を出ていった。

　それからたっぷり一分後、飯田はソファーに腰を下ろすと立ったままの浦木を見上げた。細められたその目には静かな威い嚇かくが込められていたが、浦うら木きは知らぬ顔で笑っている。

「……どうして、わざわざ俺おれを呼んだ。俺の口から京の説明をしなくても、お前が言えば済むことだろう。俺はこれから地元に戻るから忙しいんだ」

「あなたが忙しいのは、我らの〝主〟が解散を決められたのが原因ですよ。不満がおありですか？」

「……あのお方のなさることに、俺は口を出さん。だが、なぜ今なんだ。今はこの国を少しずつ変えていくことの方が重要であるはずなのに、なぜそれを遅延させるようなことを主はなさるんだ。……浦木、お前は疑問を持たんのか？　主のなさることに」

「私は、主のご命令を貫くのみです。……コーヒーはお嫌きらいのようですね」

　飯いい田だは、出されたコーヒーを一口しか飲んでいなかった。

「俺が緑茶の方が好きなのはお前も知っているだろうが……。お前は確かに主に忠義を誓っているし、その忠義は本物だと俺は思っている……だからこそ、進言するべきだ。それとも、お前の忠義は見せかけか？」

　その質問に、浦木は答えなかった。

「あなたが進言をなさればいいではないですか。あなたの方が、主従関係は長いのですから。だからこそ、主はあなたを特高の局長に任じているのでしょう？」

　浦木が楽しそうに問い返すのを見て、飯田は腹立たしげに舌打ちをした。

「……進言はしたさ。だが聞き入れてくださらなかった」

「ではそれで終わりです。あなた以上に発言力のある者はいませんよ」

「それは嫌いや味みか？」

「いいえ」

　浦木から視線を逸そらすと、飯田はしばらくの間テーブルの上にあるコーヒーを見つめていた。そして、いきなりカップを持ち上げるとコーヒーを一気飲みした。

「……で、お前は京の件に関してどう考えているんだ」

「それはもう優ゆう樹き様にお任せしたことです。私たちの関与できることはほとんどありませんよ」

「俺が聞いているのはそんなことじゃない。よそ者が入り込んで俺たちの国を荒らしているのなら、俺は許せんぞ」

「あなたは、彼を殺したのが他国のアヤカシだと考えているのですか？」

「当たり前だ。死体の始末もつけられんアヤカシが、この国にいるとは思えん」

「動機は何でしょうね」

「……そんなことまで俺が知るか」

「確かに。私も知りません」

　手に持っていたカップを少し乱暴にテーブルに置くと、飯田は腕を組んでソファーによりかかった。浦うら木きは先ほどまで優ゆう樹きがいた場所に座り、飯いい田だを正面から見る。

「飯田、ネジを京都に行かせてください」

「何だと……確かに手が空いているのはネジしかいないが、行かせてどうする。お嬢じようさんの手伝いなどさせられんぞ。あいつの調子も万全ではない」

「いえ、私が心配しているのは優樹様ではありません。なにしろ、あの方には埋め込まれているのですから」

　浦木の言葉に、飯田が顔をしかめた。

「……俺おれは気に入らんよ、浦木。何もお嬢さんに埋め込まなくとも……」

「それを主に言いましたか？」

「言った」

「主は何とおっしゃられましたか？」

「何も」

「ではそれで終わりです」

　数十秒前に言った台詞せりふを同じ口調で繰くり返すと、浦木は飯田のコーヒーカップを持ち上げた。

「お代わりはいかがですか？」

「……浦木、やはり俺にはお前の考えが解げせんよ。先ほどのお嬢さんには、間違いなく埋め込まれた影えい響きようが出ていたぞ。お前は、それでいいと思っているのか？」

「主のなされたことです」

「確かにそうだ、我らが主のなされたことだ。だからといって、疑問を持ってはいけないわけじゃない。お前だって、お嬢さんのことは嫌きらいじゃないだろう」

「あの方はですね、飯田」

　浦木は空のコーヒーカップをもてあそびながら、口元を歪ゆがませて笑みを見せた。

「私に、自分の父上のことを尋ねないのですよ……どうしてでしょうね」

「……そんなこと、俺が知るか」

「そうですね、私にもわかりません」

「……もういい」

　顔をしかめて吐き捨てるように言うと、飯田は話を戻した。この浦木というアヤカシが何を考えていようとも、偉大なる〝主〟の前では彼もまた忠実な部下であり飯田の仲間なのだ。

「で、ネジを京都に行かせていったい何をさせるつもりだ？　首はだいぶ繫つながったが無理はさせられんぞ」

　浦木は白はく濁だくした左目を飯田に向けると、右目と口元の笑いを消した。




　麦わら帽子と共に捜査第六課分署に帰ってきた優ゆう樹きは、帽子を置くと自分の真新しい机を見た。一か月前に壊こわされたが、一通り買い直したので外見上はほぼ元通りになっている。相あい川かわ虎とら司じに担いできてもらった小型冷蔵庫の中からビールを取り出すと、優ゆう樹きは引き出しの中に財布を放り込んだ。

　そのままソファーへ足を運ぼうとした優樹だったが、足元で小さな音がしたためそちらに視線を向ける。そこには、中身を少しずつ床に散らしながら転がる缶かんビールの姿があった。それがほんの数秒前に自分が持っていた缶であることに気が付いた優樹は、ぼんやりと左手を見た。

　震ふるえていた。

「……あ」

　優樹は慌てて缶ビールを拾い上げると、台所に駆け込んで手近の湯のみ茶ぢや碗わんに中身を空けた。それから改めて床を拭ふき、落ち着いてからビールの入った茶碗を手にソファーに座る。

　自分はいったいどうしてしまったのだろう。数秒間だが、自分が何をしていたのか思い出せない時がある。酒量もかなり増えた。いつも飲んでいる酒を不味まずく感じるようになった。

　その現象は、一か月前から始まった。そしてその理由を、優樹は知っている。

　優樹は茶碗の中身を一気にあおって勢いをつけると、机の一番下の引出しを開けた。そこに入っている物は二つしかない。

　よれてしまった小さな箱と、鞘さやに入った大振りのナイフ。

　その左目が見ていたのは箱だったが、右手で取り出したのはナイフの方だった。鞘からナイフを抜き、眼帯を外す。しかしその右目は閉ざしたままだ。

　優樹は自身の顔を見ない。一か月前に比べれば右目の異物感は消えているし、大きさも縮ちぢんだような気はする。自分のものではないはずなのに、この目は恐ろしいほどによく見えた。事実、ひどく恐ろしかった。

　以前にも優樹はこの目を取り出そうと試みた。瞼まぶたの中に指を入れて摑つかみ出そうとしたが、筋量増幅ブーストをした彼女の力でも引き剝はがすことはできなかった。半ば諦あきらめていたが、このような不可解なことが続くのは耐えられないし、何より自分の〝目〟ではないことにも不快感を感じる。

　しかしいくら再生するとはいえ、目を潰つぶして抉えぐり出すということには多大な覚悟を要した。出血にも慣れた。怪け我がにも慣れた。体の一部を失っても、時間をかければ新たに再生する。

　それでも『傷付いた』『失った』という事実までもが、消え去ってしまうわけではない。痛覚を断つことができても、優樹はいつも『苦痛』を感じていた。

　その『苦痛』を受けいれる覚悟をするために、優樹は三分の時間を要とした。

　床に座り込み、出血を減らすために右目付近に流れる血の量を減らす。ゆっくりと左目を閉ざしてから、久し振りに右目を開いた。血の気が失せて視界が暗くなっているはずなのに、その影えい響きようはまったくない。

　鈍く輝かがやいているナイフの刃を右目で見ると、左目では見えなかったものが見えた。拭ぬぐっても決して消えることのない血の痕こん跡せき。

「………………」

　自分の腕さえ切り裂くそのナイフを両手で握ると、優ゆう樹きは一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいを振り切り。

　自身の右目に突き刺した。




　その光景を優樹は右目で見ていた。

　ナイフの鋭するどい先端が間違いなく右目にめり込んでいる。なのに、痛みはない。血も出ない。

　どんなに力を込めても、それ以上は進まない。

　弾力のあるゴムを刺し貫こうとしているような手ごたえしか返ってこない。




「優樹、やめた方がいい」

　ナイフが右目からそっと離された。優樹は左目を開けたが、視界が暗くぼやけている。だが自分の側そばに誰だれがいるかは理解することができた。

「ナイフから手を離して。……僕ぼくはもう刃を摑つかんでいる。そのまま離していいよ」

「……はい、先生」

　大おお田た真さね章あきがそこにいた。優樹は少し頭を振ると、すぐには立ち上がらずに右目を押さえる。

〝笑って〟いた。自分のものではない右目が。

「……包帯でも巻こうか、その右目は」

「お願いします」

　彼は何も聞こうとはしない。今の優樹にはありがたいことだった。

　常備してある救急箱を持ってくると、大田は優樹の閉じた右目の上にガーゼを置きその上から包帯を巻き始めた。白髪頭の上に包帯をかけ丁てい寧ねいにしっかりと巻き終わると、大田はその包帯の上から優樹の右目に手を置く。包帯とガーゼの厚さに阻まれて優樹にその感触は伝わってこなかったが、大田の手は右目を撫なでているようだった。

「終わったよ、優樹。あまり外さない方がいいね」

「ありがとうございます……」

　そう言って顔を上げた時、初めて優樹は大田の顔を見た。大田は珍しく眼鏡めがねをかけていない。ワイシャツの胸ポケットに彼愛用の眼鏡が入っているのを見付けた優樹だったが、その理由を尋ねたりはしなかった。

「やあ、優樹、元気かな？」

「元気ですよ」

　大田は大きく頷うなずくと、優樹の机の上にのっていた新聞を取りソファーに身を沈める。

「しかし夏は暑いものだね、優樹。君や夏か純すみあたりは夏の暑さも気にならないのだろうが、僕は暑くて困るよ。寒いのも苦手だけどね。しかしこの四季の変化がいいとは思わないかい、優樹？　暑い暑いと人は言うが、夏は暑いからこそ夏だ。だが最近は暖冬が続いていて僕はつまらない。交通が麻ま痺ひしてしまうほどの大雪は困るが、たまには雪だるまやかまくらを作れるくらいの雪が東京にも降ってほしいと考えるのは、僕ぼくだけだろうか？」

　救急箱を片付けながら、優ゆう樹きは右目のことから大おお田たのことに思考を移した。なぜ彼がここに来たかは知らないが、そんなことを聞いてもろくな答えは返ってこないに決まっている。相変わらず彼の考えはよくわからない。だいたい、この夏の盛りにそんなことを考えるのは大田くらいだろう。しかしそんなに暑いならエアコンをつければいいのではないかと、優樹は思う。この部屋にはエアコンがあるのに、なぜか大田はそのスイッチを入れようとしない。

「ああ、どうして僕が冷房を入れないのか、不思議に思ったね？　いや、僕としては今すぐにでもつけたいんだ。だが、この冷房がさらなる温暖化を生むのかと思うと、気が引けてならない。今さら僕一人が暑さを我慢したところで、どうしようもないだろう。しかし……」

　優樹は箱を元の場所に戻すと、冷蔵庫から二本の缶かんコーヒーを取り出した。続いてソファーに座り、テーブルの上にあったエアコンのリモコンを取ると冷房のボタンを押す。

「……つけたね、優樹」

「つけましたよ、先生……缶コーヒーでよければどうぞ」

「ありがとう」

　大田はそう言うと、二袋の落花生と大きめの紙袋をテーブルの上に置いた。

「君にあげよう」

「……ありがとうございます」

　二人はしばらくの間、落花生を食べコーヒーを飲むことに集中した。優樹は殻からを剝むくのだが、大田はそのまま口に入れる。エアコンの稼か動どう音と二人が落花生を嚙かみ砕く音が三分ほど続いた後、大田が口を開いた。

「優樹、ところで、今日は君に渡す物があるんだ」

　大田はポケットから一枚の絵え葉は書がきを取り出して優樹に渡した。落花生を剝く手を休めた優樹は、葉書の表を見て困惑する。日本語が書いてあるのはかろうじて理解できるのだが、何が書いてあるのかさっぱり読むことができない。ここまで下手へたな文字を見たのは初めてだ。しかたなく、裏を見てみることにする。そこには大阪城の天守閣が大きく写っていた。もっとも片隅に『大阪城』と印刷されていたからそれとわかっただけで、見ただけでどこの城かわかるほどの知識は優樹にはない。

「……これ、誰だれからですか？」

「確かに日本語は判読できないが、署名だけは彼の母国語で書いてあるから読めるよ。フレデリック・アシュトン・クロフォードからの葉書だ」

「……ああ、クロフォードさんですか」

　三月に出会った墺太利オーストリア出身の吸血鬼、通称をフレッドというアヤカシには、腕を折られたり血を吸われたりと色々な目に遭あわされたが、それも今となっては懐なつかしいと言えないこともない。別れ際には日本を離れると聞いていたが、また来たのだろうか。

「それにしても、先生がクロフォードさんと文通するほど仲がいいとは知りませんでした」

「文通というほどではないさ。彼には一度だけ会ったが、その時僕ぼくの住所のメモを渡したんだよ。彼は旅行者だから、旅先から絵葉書を出してくれるように頼んだんだ。僕は絵葉書が好きだからね。ああ、その葉書は君宛てだよ、優ゆう樹き。僕宛ての封書の中にそれが入っていて、君に渡すように書いてあった」

「……先生、よく読めましたね」

「僕宛ての手紙は独逸ドイツ語で書かれていたからね。彼は日本語は流りゆう暢ちように話すが、文字の読み書きは少々苦手らしい。日本語は難しいからね」

　優樹はもう一度文面を見た。ひらがなはそこそこ見当がつけられそうだが、漢字を使っている部分はどうあがいても読めそうになかった。

「……読めないんですけど」

「彼が懸けん命めいに書いたのだから、その努力だけは認めてもいいと思うよ。努力が必ずその実を結ぶとは限らないがね」

　結局読むのを諦あきらめてしまった優樹は、テーブルの上にその葉書を置いた。

「そして彼から送られてきた物がもう一つある」

　大おお田たは紙袋から箱を取り出すと、その蓋ふたを開けて中身を見せた。羊よう羹かんが五本並んでいる。

「僕は羊羹が嫌きらいだから、君にあげよう」

「……私も、甘い物はあまり好きじゃないんですけど。ところで、大阪の名物に羊羹ってあるんでしょうか」

「さあ、僕は大阪に詳しいわけではないからね」

　箱の蓋を閉じて優樹に羊羹を押し付けてしまうと、大田は再び落花生を食べ始めた。しかしすぐに顔を上げて優樹の顔を見る。彼の視線は右目の包帯に注がれていたが、口から出たのはそれとは関係のない話題だった。

「ところで優樹、また委員会から呼び出されたのかい」

『よくわかりましたね』という言葉を優樹は口にしなかった。大田というのはそういうアヤカシなのだから。

「ええ、そうですよ。ちょっと京都まで行くことになりました」

　公務員としての守秘義務を大田相手に守ることもない、そう思った優樹は正直に言った。

「京都か、それはまた急な話だ。危ない橋を渡ることにならなければいいんだが」

「大丈夫なんじゃないですか」

　こともなげに言う優樹を、大田は細い目をさらに細くして見つめた。眉み間けんに皺しわを寄せて自分のことを見ている大田に、優樹は何を言えばいいのかわからなくなる。

「……先生？」

「優樹、夏か純すみが暇なのは知っているかな？」

「はあ？　……就職したんじゃないんですか？」

「彼女は君よりはるかに勤め人としては向かない性格だからね、解雇されたんだよ」

「それは……大変ですね」

　確かに大変だが、なぜいきなり帆ほ村むら夏か純すみのことが話題に出てくるのだろう。夏純はかつて捜査六課に所属していたのだが、ある事件をきっかけに辞めてしまっていた。最後まで、優ゆう樹きにもさかんに退職を勧めていた若いアヤカシを彼女は好きだったが、京都とは何の関係もない。そう思った優樹だったが、大おお田たの目を見て彼が何を言いたいのかわかったような気がした。夏純を連れて京都に行け。大田はそう言いたいのではないだろうか。

「競馬場や球場ばかりにしか足を運ばないようでは、夏純が社会人としてまともに生きていけるか非常に疑問だ。ただ生きていくなら何の問題もないかもしれないが、少しは見聞を広める手伝いをしてあげたらどうかな」

「……夏純ちゃんを、京都に連れていくんですか？」

「僕ぼくはね、優樹。君に色々と考えてほしいと思う。君は、君自身と君の友人たちをもう少し知るべきだ」

　大田はいきなり立ち上がると、電話に向かって歩いていった。そして受話器を取り上げると、躊躇ためらいもせずにダイヤルを回す。

「頼むから、僕を傍観者のままでいさせてほしい。おせっかいは、これを最後にさせてほしいよ……ああ、夏純。僕だよ、大田だ。久し振りだね、元気にしていたかい？……うん、そうか。ところで優樹が京都に喧けん嘩かをしに行くんだ。君も暇なら……そうか、それはよかった」

　喋しやべりながら電話を持ち上げると、大田は絡まっていたコードをほどきながら優樹の方へ歩み寄った。コードを限界まで延ばすと、テーブルの上に電話を置く。

「……そうなんだよ、まったく大変でね……ああ、今優樹に代わるよ。詳しいことは彼女に聞くように」

『優ゆうさん、優さーん。元気？　あたしは元気です！　喧嘩？　喧嘩？　喜んで行くわよ！』

　大田が優樹に受話器を渡す前から、夏純の元気な声が静かな六課に反はん響きようする。優樹は受話器を受け取りはしたが、耳からは遠ざけて口だけを近付けた。

「……夏純ちゃん、声が大きいよ」

『ああ、優さん！　ほんと久し振り！　で、いつ行くの？　一度そっちに行った方がいい？』

　夏純があまりにもはしゃぐので、優樹は何と言っていいかわからず少し戸惑った。

「あー……明後日あさつての朝に新幹線に乗るから、明日までに旅行の準備してこっちに泊まってけば？　それで一緒に東京駅まで行こうか……あ」

　ドアを開ける音がしたのでそちらを見ると、部屋を出ていく大田の背中が映った。止めようか、と逡しゆん巡じゆんしている間に大田の足音は遠ざかっていく。

『ねえ、優さん、聞いてるの？』

「あ？　ああ、聞いてるよ……」

　テーブルの上に残された羊よう羹かんと絵葉書、そして大量に残った落花生を見ながら、優ゆう樹きは夏か純すみとの会話を続けた。

『ところで優ゆうさん、旅行ってしたことないんだけど、何持っていけばいいの？』

「ん？　ああ、そうだね……着替えとか。夏純ちゃんは、まだ煙草タバコを吸ってる？」

『もちろん。あ、買いだめしておくわ。ライターのオイル入れて……発火石や芯しんはこの間取り替えたから大丈夫。じゃ、すぐ用意始めるね、用意終わったらすぐそっち行くから！』

　ひどく興こう奮ふんした口調で喋しやべると、夏純の方から電話は切られてしまった。

「………………」

　つーつーという音を発する受話器を握り締しめたまま、優樹は首を回した。




　旅行の用意などすぐに終わってしまったが、優樹にはもうひとつやらなければならないことがあった。

「……というわけで、羊羹です」

　江こう東とう区にある対アヤカシを専門とする特殊部隊、緊急捕ほ縛ばく部隊の訓練所にやってきた優樹は、その隊長である赤あか川がわ大だい介すけと対面していた。応接室のテーブルの上には、優樹が大おお田たに貰もらったばかりの羊羹が置かれている。

「いきなり訪ねてきたから何かと思えば……。君は、わざわざ羊羹を渡しに渋しぶ谷やから江東区の外れまで来たのか」

　少し呆あきれ顔をしながら、赤川は優樹にお茶を出した。

「ええ、それだけじゃないんですけど……ちょっと明後日あさつてから京都に行ってきますから、何かあったらがんばってください」

　赤川は不思議そうに優樹を見ながら、自分もソファーに座った。顎あごに生えた髭ひげを撫なでると、羊羹の一つを何気なく手にとる。

「君の性格からして、観光ではないんだろう？　またアヤカシ絡みか？」

「まあ、そんなところです。京都で……」

「巡査部長、軽々しく自分の任務内容を話すべきではない」

「最初に聞いたのは赤川さんじゃないですか」

「私は『アヤカシ絡みか』と聞いただけだ。京都で何があったかは聞いてはいない」

　赤川は一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄せたが、結局は何も言わなかった。一か月前のことも、右目の包帯のことも、自身がほんの少しでも『知りたい』と思うことを、赤川は何も聞かなかった。そして、三か月間の出向を終えて帰ってきた自分の部下のことも、赤川は口にはしなかった。

　彼が口にしたのは、まったくどうでもいいことだった。

「午後三時。間食の時間だが、羊羹を食べるか？」

「赤あか川がわさん、勤務中なのにいいんですか？」

「よくはないな」

　赤川はポケットから小さなナイフを取り出して、ビニールパックに包装された栗くり羊よう羹かんを真ん中から切断した。半分を優ゆう樹きの前に置くと、もう半分は自分の手元に引き寄せた。そのまま包装を取り除き始める。

「ナイフ、いつも持ち歩いているんですか？」

「小さいが、鋏はさみも持ち歩いている。あると便利だぞ」

「そうですか……」

　栗が丸ごと入った羊羹の断面をしばらく眺ながめていた優樹だったが、赤川の真似まねをして包装を剝むこうとした。

　羊羹が潰つぶれた。

　無造作にビニールを引っぺがそうとしたのが災いし、羊羹は優樹の手の中で無様にひしゃげていた。

「………………」

「巡査部長……」

「ちょっと失礼」

　優樹は立ち上がると、赤川から見えないようにソファーの後ろにしゃがみ込んだ。羊羹とビニールがくっついているので、そのまま口に入れて嚙かみもせずに飲み込んでしまう。手と口をポケットに入っていたティッシュで拭ふき、何事もなかったかのような顔で元の位置に戻ると茶を口にした。

「あとでビニールは吐いた方がいいと思うぞ」

「そうしますよ……」

　見ると赤川は、ちゃんと羊羹の形を崩さずにビニールを剝き終わっていた。自分がひどく不器用な気がして、優樹はぼんやりと赤川の羊羹を眺めてしまう。

「……食べるか？」

「結構です」

「まあ、あれだ。街角でクレープを買ったら、クレープの薄うす皮かわが紙にくっついて、紙を剝はがそうとしたら皮が破れて身が出てきて、寂しい思いをすることがある。別に君がことさら不器用であるわけではないと思うぞ」

「赤川さん、街角でクレープ買ったりするんですか？」

　髭ひげ面づらの大男である赤川がクレープを買う様さまを想像して、優樹は何となく笑ってしまう。

「……買うのは私だが、食べるのは私ではない」

　ああ、子供に買ってあげたのか。優樹はそう思って納得することにした。せっかく赤川が慰なぐさめてくれたのに、それを揶や揄ゆで返すのは失礼だ。

　だから優ゆう樹きは、黙だまって赤あか川がわが栗くり羊よう羹かんを食べるのを見ていた。だがそれも何となく飽きたので、ハンガーにかけてあったハーフコートに近寄るとその内ポケットにある携帯用ミニボトルを取り出した。今日の中身は安物のウイスキーである。飲む酒のバリエーションを広げてみようと買ってみたのだ。

「酒の持ち込みは禁止されている」

　赤川が優樹を振り返って注意する。その声には迫力があったが、口の中に栗羊羹が詰まっているため効果は半減していた。

「じゃ、用も終わったし帰りますね」

　考えてみれば、ここに留とどまる理由はない。優樹はボトルをしまい直すとコートを着て麦わら帽子を手に取った。

「巡査部長」

　羊羹を半分食べた赤川が声をかけた。

「あまり無理をしないように。私は役に立てないが、電話はいつでも受け付ける」

「ありがとうございます。それじゃ行ってきます」

　軽く会え釈しやくを返すと、優樹は応接室を出た。所内の廊下は静まり返っている。この辺りは一般の隊員とはあまり縁えんのない場所なので、人の往来は少ない。だから優樹は、誰だれとも会わずに帰ることができると思っていた。

　誰と会ってもよかったが、たった一人、山やま崎ざき太た一いち朗ろうにだけは会いたくなかった。

　憎んでいるわけではない。嫌きらっているわけでもない。

　会ったら何を言えばいいのか、どんな顔をすればいいのか。

　何も言わなければいいのか、無表情でいればいいのか。

　それさえもわからなかった。

　だから優樹は、彼に会いたくなかった。そしてその願いは、半分だけかなえられた。

　歩き出して数歩もたたないうちに、後方の曲がり角から誰かが歩いてきて、立ち止まった。この建たて物もの内にいる大抵の人間たちに恐れられているのだから、最初は優樹も気にしなかった。

　だが、歩いているうちに背後からの視線を感じてつい立ち止まってしまう。麦わら帽子は手に持ったままなので、優樹の白髪頭は相手にも見えているはずだ。この白髪頭はよくも悪くも優樹のトレードマークのようなものだから、自分が『内閣公認甲種指定生物、片かた倉くら優樹』であることは相手も理解しているだろう。

　それなのに背中に突き刺さる視線には、優樹が慣れてしまった嫌けん悪おや畏い怖ふの念が感じられない。まるで挑いどむような、この視線の持ち主は。

　優樹は一度左目をきつく閉じた。のろのろとした動作で帽子を被かぶりながら、再び歩き出す。

　決して、振り返らなかった。

　そして、彼女は帆ほ村むら夏か純すみを引き連れて京都へと旅立った。




「優ゆうさん、京都って都会なのね！」

「ああ、そうだねえ……」

　京都駅の前に立った優ゆう樹きと夏か純すみは、軽い驚おどろきを持って周囲を見回した。夏純は東京以外の場所に行ったことがなかったし、優樹は京都に対して『古い街』という漠ばく然ぜんとした偏見を持っていた。

　人間の数は、これでもかというほど多い。観光客や外国人の姿もある。目の前にはバスロータリーがあり、ほんの少し離れたタクシー乗り場には何台ものタクシーが客待ちをしていた。見回せば高いビルが視界に飛び込み、ロータリーの向こうには京都タワーがそびえ立っている。東京タワーより小さいな、と平凡な感想を持った優樹であった。近くで『献血にご協力を』と呼びかけては無視されまくっている青年と目が合ってしまい、慌てて目を逸そらす。

「で、これからどうするの？」

　夏純は煙草タバコを咥くわえたまま器用に喋しやべる。その先端に火はついていない。歩き煙草はいけないことだ、と優樹に教育されたからだ。

「じゃ、時間潰つぶしに」

「おい」

　背後からやや高い少年の声が聞こえたが、優樹も夏純もそれが自分たちに向けられたものだとは気が付かなかった。

「喫茶店でも探してみようか」

「ゲーセン探しちゃ駄だ目め？」

「おい、東京者の白髪頭」

　白髪頭という聞き慣れた単語が聞こえてきたので、優樹はまず自分の周辺を見回した。たくさんの人間たちがいるが、白い頭髪を持った存在は自分しかいない。

「いつまでぼけっとしてるんだ」

　優樹が振り返ると、そこには仏頂面をした十五歳くらいの少年が立っていた。優樹よりほんの少しだけ背が高いが、目線の位置は同じだ。目め尻じりがやけにつり上がっているが、それが意図的なものではなく生せい来らいのものであると気が付いたのは、しばらく経たってからだった。顔は縦たて長ながで、鼻は高く口がやや横に広い。もう少し柔らかい表情をすれば、ちょっとは可愛かわいく見えるのに、と優樹は他人ひと事ごとながら思ってしまった。

「お前が、東京からきた警けい察さつの犬なんだろ」

　少年はわざと首を傾けて、下から覗のぞき込むように優樹を見た。まるでちんぴらが因いん縁ねんをつけているような態度だ。とりあえず優樹は、耳を澄すませて彼の内臓の音を聞いてみる。リズムが人間とは異なることは確認できた。彼はアヤカシなのだ。

「優さん、こいつ殴っていい？」

　しばらくの間周囲を見回していた夏か純すみが、軽い口調で言い放った。それは夏純にとっては『煙草タバコ吸っていい？』と聞くのと大差のないことだった。そんな夏純を、少年がねめつける。

「駄だ目めだよ、夏純ちゃん」

　優ゆう樹きが見上げると、それだけで夏純はまた周囲を見物し始めた。

「ええ、私が警視庁刑事部捜査第六課巡査部長、内閣公認甲種指定生物の片かた倉くらです。こっちは私の連れで帆ほ村むらです」

「……来くる栖すだ」

　それだけ言うと、来栖と名乗った少年はついてこいと言わんばかりに歩き出した。

「夏純ちゃん、行くよ……えーと、あなたが飯いい田ださんの知り合いなんですか？」

　歩幅は優樹と大差ないので、そう苦労もせずに彼の後を追えた。来栖は無言でバスロータリーを縦じゆう断だんすると、立ち止まって優樹を振り返った。

「飯田とかいう奴やつの知り合いは爺じじいだ、俺おれはお前らを福ふく尾おの爺じいさんのところに連れていくだけだ、爺さん動くのが嫌きらいだからな、お前らの乗った新幹線が九時二十分には京都に着くっていうから、予定を変更してやったんだ、ありがたく思え、もう聞きたいことはないな、俺に話し掛けるな」

　息継ぎもせずにそれだけを一気にまくしたてると、来栖はまた歩き始めた。どうやらだいぶ嫌われているようだ。初対面のアヤカシにここまで嫌われたのは初めてである。人間には嫌われなれている優樹ではあったが、少しショックだった。

「ねえ、優ゆうさん。あいつ殴っちゃ駄目？」

　夏純が優樹と歩調を合わせながら、再び聞いた。夏純は、ある意味では非常に危険なアヤカシである。年長者の言うことは素直に聞くが、ほんの少しの怒りで攻こう撃げき的になる。制止すれば止まってはくれるものの、彼女の怒りは持続するのだ。

　今、夏純は来栖に対して怒りを感じている。来栖が優樹に対して侮ぶ蔑べつ的な発言をしたからだ。夏純にとっては、優樹を侮辱されることは自分への侮辱より罪が重い。相手が人間なら、まだ許せる。『所しよ詮せん人間』に、優樹のすばらしさがわかるわけがないと夏純は決め付けていた。来栖がアヤカシだからこそ、夏純は怒っていた。この怒りを静めるためには、来栖が優樹に謝あやまるか夏純が来栖を殴るかのどちらかが必要だった。

「怒っちゃ駄目だよ、夏純ちゃん」

　優樹は歩きながらそっと夏純の腕を引っ張った。

　布地の上からでも、夏純の異様に熱い体温が指先に感じられた。




（……もう、あたしはこういう仕事には向かないのに……）

　ネジはぶつぶつと口の中でぼやいた。彼女がいるのは京都タワー近くのとあるビルの屋上だった。人間がいない場所をなんとか探してここまで来たが、さすがにこれ以上移動しようとすると目立ってしまう。夜まで待つために、ネジは給水タンクが作る影に入った。もっとも、彼女の体長は四メートル近くあるため、少し影からはみ出してしまったが。

　ネジは、鵺ぬえとも呼ばれている。猿の頭、狸たぬきの体、虎とらの手足、蛇へびの尻尾しつぽを持つ異い形ぎようの怪物である。古典では時の帝みかどを脅かしたとされているが、ネジにはそんなことをした覚えはない。人間に嫌きらわれるようなことをした覚えはあるが、それらの大半はもう忘れてしまっていた。

　彼女にとって大事なのは、現在であって過去ではない。

　ネジは、首の回りに幾いく重えにも巻かれた包帯を見た。一か月ほど前に半ばまで切断された首は今ではしっかりと繫つながっている。それでも傷きず痕あとはくっきりと残り、彼女が自慢している柔らかい長毛はまだ完全に生えていなかった。

　この京都に来た理由は、実はネジにもよくわかっていない。ただしばらくの間京都にいるように、と言われただけだ。人間に見付かりさえしなければ、何をしてもいいらしい。何もしなくともいいようだが。

（浦うら木きってのは、よくわかんない奴やつよね……）

　特別高等治安維持局の命令権を持っているのは局長である飯いい田だであるが、今回は浦木の要よう請せいでネジが動く羽目になった。飯田は浦木を敬遠しているが、彼の言うことは大抵聞き入れる。特高のブレインは浦木だと言っても過言ではなかった。飯田と浦木は対立しているわけではないのだが、局内では飯田派と浦木派という派閥のようなものが何となく出来上がっていた。

　組織内に閥があるのは好ましくないことだとネジは思う。だからネジは、飯田の命令も浦木の要請にも不満を持たずに働いている。飯田も浦木も、ネジの敬愛する〝御大将〟の代理人であることに変わりはないのだから。

（……あと少し、あと少し西に……）

　ネジは首を振る代わりに、捩ねじれた蛇の尻尾を振った。今はまだ、〝復ふく讐しゆう〟の時ではない。もっと舞台が整えられるのを待つ必要がある。待つのは、そう苦手ではない。

　だからネジは、前足の上に首を乗せて目を閉じた。

　ネジは、夢を見た。

　幸せな夢だった。




　午前七時十分に東京駅を出た新幹線こだまが京都駅に着いたのは、午前十一時をほんの少し回った頃ころだった。車内アナウンスを聞きながら、細長い布袋と小さな鞄かばんを持って片かた倉くら晃こうは立ち上がる。その手には、名な古ご屋やで降りた親子連れがくれたスナック菓子があった。正面に座ったその親子は一人で京都へ行くという晃にいたく感心し、飲み物や菓子を半ば強引に分け与えたのだ。口では礼を言ったものの、晃にとっては苦々しいものでしかなかった。

　ごく普通に見えるその親子は、幸せそうに見えた。だが親も子供もそれが当たり前すぎて、自分たちが幸せであることに気が付いてさえいない。それが、晃こうにはひどく妬ねたましかった。

　自分には、永遠に手に入れることのできないものだ。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」
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　口の中で声に出して呟つぶやくと、晃は胸を張って歩き出した。新幹線から降りると、むっとした熱気が晃を襲おそう。車内の冷房が懐なつかしく感じられるが、立ち止まるわけにはいかない。一度ベンチまで歩くと、着ていたジャケットを脱いだ。車内で散々飲み物を飲んだが、結局晃は自販機で冷たいレモンティーを買いベンチに腰を下ろす。

　レモンティーを飲みながら、メモ帳を開いてルートを確認する。彼の目的地は京都府ではなく奈良県なのだ。まずは近鉄京都線に乗り換えなければならない。これからまた二時間以上電車に揺られなければならないのか。そう思うとほんの少しだけ、晃は気が沈んだ。不特定多数の人間に長時間囲まれているということが、晃にとっては苦痛だった。

　不意に『ボレロ』のメロディーが、ジャケットの中から聞こえてきた。晃はすぐに携帯電話をポケットから取り出すとボタンを押す。

『晃、私よ。まだ京都よね？』

「ああ、鈴すず香かさん……」

　自分と共にクロスブリードという組織を支える三角の一人、上うえ村むら鈴香の声に晃は少しだけ安あん堵どした。彼女の正体がアヤカシであろうと、晃にとっては大切な同志だ。

「今京都に着いたところです。路線の確認をしていました」

『……奈良へ行く必要はなくなったわよ、〝鬼おに斬ぎり〟は京都に移動したわ』

　晃こうはレモンティーをベンチに置くと、布袋を手元に引き寄せた。

「それは、確かですか？」

『残念ながらね。……そして、既すでにもう動いている。一人、殺されたわ』

「特高は、誰だれが？」

『今は表側の仕事の方が忙しいはずよ。自由に動けるのは、ネジくらいのはず』

「……だといいんですが。あの鵺ぬえだけなら、充分対処できます」

『そうでしょうね……。晃、気を付けなさい。どこでもよそ者は嫌きらわれるわ』

「孤立無援、ですか」

『誰か呼ぶ？』

「いえ、結構です。一人の方が何かと便利ですから」

『晃、気を付けて』

「はい、そちらをよろしくお願いします」

　短い会話を終わらせると、晃はジャケットを着直して携帯電話をしまった。レモンティーを一気に飲み、荷物を持って立ち上がる。だが、先ほどベンチに無造作に放り出したスナック菓子のことを思い出した。

「…………」

　結局、晃はそれを鞄かばんの中にしまうと、眉み間けんの皺しわを撫なでながら歩き始めた。




　古都、京都。

　死から幕を開けた舞台に、役者たちが集う。
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　それは偶然だった。

　三か月間に亘わたる出向の成果を報告書として提出するように言われて一か月、隊長である赤あか川がわに何度も注意されてやっと完成したレポート用紙の束を抱えて、山やま崎ざき太た一いち朗ろうは赤川を捜していた。隊長室に赤川の姿が見当たらなかったので、とりあえず事務室の方に顔を出してみた。別に今すぐ渡さなければならない物でもないが、せっかく書いたのだから早く提出して楽になりたかった。

『隊長は接客中』と事務員に聞いたが、それはどうでもよかった。ここに来る客など、どうせ暇な役人だろう。それとも、自分たちのことを『税金の無む駄だ遣い』『金食い虫』と示唆するような記事を載せている、鼻持ちならぬ雑誌記者でも来ているのだろうか。誰だれが来ているのかという太一朗の問いに事務員が答えなかったところを見ると、ろくでもない来客に違いない。

　応接室の真ん前にいて、その来客とやらを睨にらみつけてやったら相手はどんな反応を示すだろうか。最近の太一朗は、そんなことを考えてしまうほど好戦的だった。

　その来客が、彼女であることなど考えもしなかった。偶然だったのだ。

　廊下の角を曲がった時、誰かの後ろ姿が見えた。誰だか、すぐにわかった。一か月前までは、ほぼ毎日のように見ていた銀の頭髪。真夏だというのにハーフコートを着込み、ゆっくりとした歩調で進む、人ではない人。

　片かた倉くら優ゆう樹き。

　会いたかった。だが、同時に怖かった。

　何を言われるのか、どんな顔をされるのか。

　何も言われないのだろうか。ただ、無表情に自分を見返すのだろうか。

　それでも、顔を見たかった。自分を見てほしかった。

　背中を見つめる。願いを込めて見つめる。

　歩みが止まった。

　優樹が立っている。三秒で歩み寄ることができる距離にいる。声も届く。

　だが、太一朗はその場から動くことができなかった。声を出そうとして息を吸った時に、麦わら帽子を持った優樹の手がゆっくりと上がった。

　白髪頭が隠れると同時に、彼女はまた歩き出した。

　その後ろ姿を、太一朗は見つめ続ける。小さな背中はどんどん小さくなっていき、そして角を曲がった。

　応接室の扉とびらが開く音がするまで、太た一いち朗ろうはその場から動くことができなかった。

「……そんなところで何をしている、山やま崎ざき」

　紙袋を持った赤あか川がわが、廊下の中央に立ちはだかっている太一朗に声をかけた。

「あ、隊長……報告書ができました……」

「そうか、だいぶ時間がかかったな。添てん削さくするから、覚悟しておけ。上の方に回すんだからな」

　赤川が差し出した大きな手に、クリップに挟はさまれたレポート用紙をのせる。三月一日から五月三十一日までにあった出来事の半分くらいが書かれた報告書だ。彼が捜査第六課にいる間に起きた事件の大半は、その報告書に書かれてはいない。高たか橋はし幸こう児じとの遭そう遇ぐう、欧州から来た吸血鬼、奇妙な少年との不可解な戦せん闘とう、そして。

　再び現れた高橋幸児と彼の永遠の死。




　自分が、殺した。




「……山崎、何をぼんやりしている。お前にはお前のやることがあるだろう、早く戻れ」

　怪け訝げんそうな顔をした赤川が、太一朗を見下ろしていた。百八十三センチという長身の太一朗だが、赤川はそれを上回る背丈を誇る。あまり見下ろされた経験のない太一朗には、これもまた赤川を苦手とする原因のひとつだった。

「あ……えーと……今、お客さんが来てたんですよね……」

　いつもの太一朗なら、そんな回りくどいことは言わずに名前を言ったことだろう。だが、今は彼女の名前を口の端にのせることさえためらってしまう。

「片かた倉くら巡査部長か、それがどうかしたか？」

　赤川はいとも簡単にその名前と階級を口にした。だが彼の眉まゆが少しだけしかめられたことに、何となく床を見ていた太一朗は気が付かない。

「あの……何の用で来てたんですか？」

「お前には関係ないだろう。聞いてどうする」

「……ただ聞いてみたかっただけです。……失礼します」

　自分はどうかしていたようだ。きっと彼女は大切な仕事絡みでここに来たのだろう。そうでなければ、電話で用を済ますに決まっている。また事件が起きたのだろうか。それとも、夏に行うという捜査第六課と緊急捕ほ縛ばく部隊との合同訓練の話でもしに来たのだろうか。

　話の内容などどうでもいい。あの人はこの場所に来て、自分という存在をまったく無視して帰ってしまった。

　それが悲しかった。

「待て、山崎」

　回れ右をした太た一いち朗ろうを、赤あか川がわが呼び止めた。

「……はい」

「羊よう羹かんは好きか？」

「……好きです」

　何だかよくわからないが、正直に答えた太一朗である。

「お前に一本やる」

「ありがとうございます」

　紙袋から出された羊羹を受け取った太一朗は、素直に礼を言う。羊羹の裏を見ると、製造元は京都の有名なメーカーであった。

「誰だれか、京都に行ったんですか？」

「ん、その羊羹は京都の土産みやげだったのか？」

　赤川は少し目を細めたが、それ以上羊羹の話題は口に出さなかった。

「山やま崎ざき、左腕の調子はどうだ？」

「あ、はい。動かしてもあまり痛くありません」

　太一朗の左肘ひじから手首の辺りまでは、包帯に覆おおわれている。一か月ほど前の骨折だ。ギブスはもう外しているが、激しく動かすとまだ痛みが走る。あまりおとなしい方ではない太一朗は、医者の言いつけを守らずに腕を動かしては調子を確かめていた。

「完治しないのに動かすから、治りが遅いんじゃないのか？　少しくらい休みを取ってもよかったんだぞ」

「他ほかの部分は問題なく動きます。怪け我がしたところに合わせて怠けていたら、他のところも鈍ります」

「あまり無理するな。医者にはこまめに行け」

　それだけ言うと、赤川は隊長室の方に向かって行ってしまった。その場に一人で突っ立っていても意味がないので、太一朗も仕事に戻ることにした。仕事といっても太一朗の第一班は、現在は待機任務中である。

　有事に備えての待機任務ではあるが、何もやることがないわけではない。自主訓練や銃器類の点検なども仕事のひとつだ。対特とく遺い生物戦用防ぼう護ご服の点検でもしてみよう、そう考えて歩き始めた太一朗であるが、途中にあった喫煙所で足を止めた。

「木き島じま先せん輩ぱい……また煙草タバコ吸ってるんですか？」

　皮がだいぶはがれてしまっている貧相なソファーと灰皿しかない喫煙所に、同じ班に所属している二年先輩の木島がいた。彼はばつの悪そうな顔をしたが、相手が太一朗だとわかるとすぐに開き直って煙草を咥くわえ直した。

「何だ……山崎か……驚おどろかせるなよ」

　緊急捕ほ縛ばく部隊の中で煙草を吸う人間は少ない。隊長である赤川が禁煙を推奨しているからだ。応接室でさえ禁煙である。この喫煙所は来客用だ。来客用にしてはみすぼらしい喫煙所だが、別にどこからも苦情は来ていないので問題はない。

「見付かったら怒られることがわかってるのに、よく煙草タバコ吸う気になりますね。禁煙すればいいじゃないですか」

　煙が漂ってこない方向に立って太た一いち朗ろうが話し掛けると、木き島じまは恨めしい顔をした。

「……長年の習慣は、そう簡単にはやめられないんだ」

「すごいですね」

　太一朗が『すごい』と評したのは、木島がそこまで煙草に執着しながら律りち儀ぎにこの喫煙所まで煙草を吸いにくることだ。隊には喫煙者がそこそこいるが、所内にひとつしかない喫煙所まで吸いにくる人間はいない。隠れて吸っているのを隊長に見付かれば、平手打ちの往復くらいは覚悟しなければならないが、かといって喫煙所で吸ったところで怒られずに済むわけでもないのだ。結局、喫煙者たちの多くは隊長に見付からないように日々努力しているわけだが、唯一木島だけはこの喫煙所にやって来る。

　木島曰いわく「どうせ怒られるなら、隠れてこそこそ吸うより喫煙所で堂々と吸った方がまし」だそうだが、煙草を吸わない太一朗は『いっそのことやめればいいのに』という感想しか浮かんでこない。

「でも煙草税、また上がるかもしれませんよ」

　太一朗が言うと、木島は心底から嫌いやそうな顔をして灰皿に灰を落とす。

「……今度の選挙では、煙草税を上げようとか主張している奴やつには入れないようにしないとな」

　吸いかけの煙草を一度灰皿に置くと、木島は太一朗を見上げた。

「ところで、何でお前はこんなところにいるんだ？　また隊長に怒られたのか、それとも白髪頭に何か言われたのか？」

「先せん輩ぱい、巡査部長に会ったんですか？」

　思わず勢い込んで身を乗り出した太一朗だったが、慣れていない煙草の煙と臭においにすぐ引いてしまった。

「……そんなに嫌がることはないだろう」

「自分は煙草と酒の臭いが嫌きらいなんです……で、巡査部長は元気でしたか？」

「顔なんか見なかったからな。一応挨あい拶さつはしたし、向こうもこんにちはくらいは言ったと思うけど、それだけだ」

「そうですか……」

　しかし、木島は声を聞くことができたのだ。それだけは羨うらやましいと感じてしまう。そんな太一朗の翳かげりのある表情を見て、木島は煙草を口から離した。

「何だ、お前……あ、お前もしかして、出向中に白髪頭にいじめられたのか？　で、その仕返しでもしてやろうとか考えていたんだろ。お前、がさつで物忘れ激しそうだけど、執念深いからな」

「……どこからそういう発想が出てくるんですか」

　自分がそんな目で見られていたとは、ひどく心外である。それに、優ゆう樹きにいじめられた覚えなどない。

「そういう自覚のないところが、お前のいいところだよ」

　皮肉めいた木き島じまの言葉にも、太た一いち朗ろうは反論しなかった。軽く頭を下げるとその場を立ち去ろうとしたが、それを木島が呼び止める。

「おい、山やま崎ざき」

「何ですか？」

「左腕は、もう大丈夫なのか？」

　赤あか川がわと同じことを木島が言った。

「ええ、大丈夫ですよ」

　木島は煙草タバコを手に取り、深く煙を吸い込んでから吐き出すと煙草と太一朗を見比べた。

「なあ、山崎……お前、出向から戻ってきてから少し変じゃないか？　飯の量が減ったし、訓練だって前に比べて調子が落ちてるぞ。出向中に何かあったんじゃないかって、皆が気にしてるぞ。お前に聞いても、ろくな返事しないしな……」

「……別に何もありませんよ」

　太一朗のぶっきらぼうな返事を聞くやいなや、木島は煙草を乱暴に灰皿に擦こすり付けて火を消した。睨にらみつけるような視線で、太一朗を下から見上げる。

「なら、そんなぼさっとした顔で隊の中をうろつくな！　お前みたいに猪いのししで大飯かっくらっていつも全力疾走してる奴やつがぼけっとしてると、隊の士気に関かかわるんだよ！　いっそのこと、休みでもとってどっか行っちまえ！」

　木島の静かな怒声が、喫煙所に響ひびき渡った。大きな声ではなかったが、それでも太一朗の耳を打つには充分な声量だった。太一朗は一いつ瞬しゆんだけあっけにとられた。木島には色々と注意されたし怒られもしたが、怒鳴られたのはこれが初めてだったからだ。後こう輩はいに対する面倒見のいい木島のことを太一朗はそれなりに尊敬していたし、後輩ができたら少しは彼を見習ってみようとも思ってもいた。

　その木島が、自分を睨みつけて怒っている。普段の太一朗なら間髪入れずに怒鳴り返しただろうが、相手が木島ではそれができなかった。それでも太一朗は、反論を試みようと口を開こうとする。ところがすぐに木島は表情から怒りを消すと、ポケットから煙草とライターを取り出してまた煙草を吸い始めた。

「悪かったな、怒鳴ったりして」

　白い煙を口から吐き出すと、木島は太一朗を見ずに吸すい殻がらのたまった灰皿を見た。

「いえ……ありがとうございます」

　太た一いち朗ろうは、今度は深く頭を下げると礼を言ってその場を去った。

　自分では悩みを顔に出していないつもりだったが、どうやらそうではなかったらしい。考えてみれば、あの時から周囲をろくに見ていなかった。

　五月二十七日。覚悟を決めた時から、自分の時間は止まっていた。ただ自分だけを見て、自分の気持ちだけを考えていた。優ゆう樹きのことさえ、見ていなかったのかもしれない。

　人間は自分が一番大事だ。自分だけを見ていればいい。そう考えて自身を正当化することは、今の太一朗にはできなかった。

（……少し、家に帰ってみようか）

　上京してから一度も帰っていない神奈川の家族たち。寂しがっていると思われるのが嫌いやで、こちらから電話をしたことは一度もなかった。ごくたまに向こうからかかってくる電話にも、ろくな対応をしていなかった。

　家族に会いたい明確な理由など、思い付けなかった。

　ただ、何となく会いたくなったのだ。




　山やま崎ざき太一朗の家族は、市役所に勤める父の一かず彦ひこと近所のコンビニエンスストアで昼間だけパートをしている母の佳よし実み、高校二年生の妹一かず実みに中学三年生の弟三さぶ朗ろう次じの計四人である。実家は神奈川県小お田だ原わら市にある一軒家だ。父方の祖父の持ち家であったが、その祖父はもうこの世にはいない。

『お前、クビになったの？』

　帰ることを知らせるために電話をしたところ、母親はあっさりとそう言った。

「……帰るだけだ」

『あっそう、そりゃよかったわ。何かお土産みやげ買っておいで。お前、気が利かないから、言わんと買ってこないでしょ？　東京の名物って何？』

「知らない」

『じゃ浅あさ草くさで雷おこし買っておいで。あ、湯飲み茶ぢや碗わんでもいいわ。お前が修学旅行に行った時に買ってきたあれ、割れちゃったから。それで何、いつ帰ってくるの？　お前が帰ってくると、ご飯を多めに炊かないといけないからねえ。ま、好き嫌きらいがないから残り物が出なくていいんだけど。お前が上京して何日かは、ご飯が残って困ったわ。でもお前がいないとそれだけで食費が違うのよ』

　よく喋しやべる母親だ、といつも太一朗は思う。どうせ帰るのだから、電話ではなくその時に話せばいいのに、と内心で呟つぶやいた。口にすると余計に会話が長引くので、必要なことだけを答える。

「明後日あさつて、帰る」

　有給休暇を赤あか川がわに申しん請せいしたら、あっさりと『じゃ、明後日行ってこい』と言われてしまったのだ。あまりにも早く許可が下りたため、厄やつ介かい払いをされているような気がした太た一いち朗ろうである。

「あらそう、急な話ねえ。お昼は誰だれもいないから、勝手に入ってごろごろしてなさい。そうそう、お前と三さぶ朗ろうの部屋ね、今は三朗一人で使ってるけど、お前少し片付けていきなさいな。三朗が困ってるわよ。それと……」

「わかった、じゃあな」

　ほうっておけばいつまでも話が続きそうなので、太一朗は挨あい拶さつもそこそこに電話を切ってしまった。

　そして、太一朗は郷里へ帰る。




　山やま崎ざき太一朗が東京駅から東とう海かい道どう本線熱あた海み行きの電車に乗って小お田だ原わらへと向かっている頃ころ。

「ねー、優ゆうさん。あの長い木の棒を組み合わせたみたいな物は、何？　電柱にしては電線がついてないみたい」

「ああ……祇ぎ園おん祭があるから、それに使うんじゃないかな？　いつからかは知らないけど」

　片かた倉くら優ゆう樹きは、帆ほ村むら夏か純すみと肩を並べて京都市下しも京ぎよう区くの烏からす丸ま通どおりを歩いていた。二人には結構な身長差があるために、優樹の肩の位置は夏純よりだいぶ低い位置にあったが。その数歩前を、来くる栖すと名乗ったアヤカシの少年が歩いている。もっとも、アヤカシの外見と実年ねん齢れいには一致しないことの方が多いので、本当に彼が少年なのかどうかはわからない。

　先ほどから、彼は一言も発さない。二人がちゃんとついてきているかどうか、振り向きもしない。優樹は来栖に話し掛けて情報を引き出したかったのだが、彼がかなり不ふ機き嫌げんなことは態度と言動でわかったのでやめておくことにした。

　夏純はというと、そんな優樹の苦悩など気にもせずにきょろきょろしている。

「京都って都会だと思うけど、渋しぶ谷やとか新しん宿じゆくみたいにえらく高いビルがぶったっているわけじゃないのね。人は多いけど。あ、煙草タバコ屋があった。ジタンがあるといいんだけど」

「夏純ちゃん……まだ三十個あるなら、煙草を気にしなくてもいいでしょうが」

　怒りの沸点は低いが、普段の夏純はゆったりとした性格だ。だが煙草切れに関しては、一時間おきくらいに心配の言葉を吐いている。

「でも、なくなってから気にしたら遅いじゃない？」

「あと一個になったら買いに行けばいいよ」

「だって、ジタンって探すの難しいんだもの。見付ける機会があったら見付けておかないと」

「ジタン以外の煙草を吸えばいいのに」

「あたしはジタンがいいの。臭においと煙と普通の煙草よりちょっと長いかなってところがいいのよね。ほら、優さんが焼しよう酎ちゆうとビールと日本酒しか飲まないのとおんなじよ」

「……あたしは洋酒でも我慢できるよ。アルコールには変わりないんだから」

「駄だ目めよ、優さん、ちゃんとこだわり持たないと」

「お前ら、黙だまって歩け」

　振り返りもせずに、来くる栖すがぼそりと言った。優ゆう樹きはその声を聞いたが、夏か純すみの耳には届かなかった。優樹とは比べられないが、夏純も常人よりは耳がいい。だが、彼女の注意力は京都の町並み見物と優樹との会話のみに向けられていた。

「あたしも色々煙草タバコ吸ったけど、その結果ジタンがいいなって思ったの。タールやニコチンの量が同じ煙草は探せばあるだろうけど、やっぱりこれがいいなって。どうしてなのか、わかんないんだけど。それでね、ライターはやっぱり火力の強い方が……」

「うるさいぞ、背の高い方」

　今度の声は、夏純にもはっきりと聞こえた。しかし夏純はそう気にした様子もなく、屈託なく笑うと優樹に話し掛ける。

「あはは、うるさいって言われちゃった。困ったわね、優ゆうさん？　で、来栖って言ったっけ、うるさいって何で。車だってばりばり通ってるし、その辺り歩いてる人間だってお喋しやべりしてるじゃない？　何であたしにうるさいって言うの？」

「夏純ちゃん」

　さすがに優樹が止める。夏純はまるで子供なのだ。言いたいことを言う。聞きたいことを聞く。ついでに殴りたい時は殴る。ある意味では子供より性質が悪い。そのぶん素直な部分も多いため、扱いやすくもある。

「……あの、来栖さん。どこまで行くんですか？」

　話し掛けるなとは言われたが、最初に自分たちに話し掛けてきたのは来栖の方である。だから、優樹は来栖の背中に向かって言葉をぶつけてみた。

「河か原わら町まち通どおり」

　一言だが、答えは返ってきた。何はともあれ、会話成立だ。

「河原町通ってどこ？」

　さきほど注意されたばかりだというのに、夏純が来栖に聞いた。

「夏純ちゃん、それってとても曖あい昧まいな聞き方だよ。新しん宿じゆくで歌か舞ぶ伎き町ちようってどこ？　って聞かれたら、夏純ちゃんだってどう答えればいいかわからないでしょうが」

「そう？　道順わかるわよ」

「だから、それを言葉で説明できないでしょ」

「ちょっと難しいかも」

「……で、来栖さん。河原町通ってここからどれくらい歩くんですか？」

「たいして歩かない。五ご条じよう通どおりを右に行けば河原町通にぶちあたる」

「はあ」

　五条通というのがどの辺りだかよくわからない優樹だったが、とりあえず返事をしておく。彼と少しは会話ができるようになったところで、今回の事件について聞いてみた。

「……ところで来くる栖すさん。野の中なかさんのことは……」

　来栖は突然振り返ると、優ゆう樹きのジャケットを乱暴に摑つかんで引き寄せた。優樹の耳元に口を寄せると、彼女にだけ聞こえるように囁ささやく。

「藤とう梧ごを殺した奴やつは、俺おれが殺す。お前みたいなよそ者の鬼人でしかも人間の犬なんぞにでしゃばらせない……」

　ごん、という音と共に、来栖が優樹の視界から消えた。周りの通行人たちが驚おどろいて三人の方を見ている。

「あは、ちょっと本気で殴っちゃった」

　夏か純すみがなぜかライターを手にしていた。使い捨てライターではなく、重くて頑がん丈じようなことで定評のあるジッポ社製ライターだ。優樹が視線を下げると、来栖が後頭部を抱えて蹲うずくまっている。

「夏純ちゃん！　……大丈夫ですか？」

　来栖は二秒間だけ動かなかったが、立ち上がると険しい顔をして夏純と対たい峙じした。彼と夏純の身長差は大人と子供の差ほどあるが、来栖はそんなことをものともせずに夏純の帽子を摑んで叩たたき落とした。

「何しやがるんだ、お前」

「硬い物を握って殴ると威力が上がるってヤマさんが前に言ってたから、試してみたんだけど。それに、優ゆうさんのこといじめたみたいだし」

　夏純の態度にまったく悪びれた様子はない。笑って帽子を拾い上げ、脛すねの辺りで塵ちりを払うとまた被かぶり直した。ライターをポーチにしまうと、周囲から浴びせられる好奇の視線をものともせずに今まで進んでいた方向に歩き始める。どこに行くかわかっていないのに歩き出すのは、夏純の悪い癖くせだ。

「どうもすいません、来栖さん。あの子はまだ若いから……」

「………………」

　来栖は優樹を睨にらみつけると、何も言わずに前を歩く夏純を走って追い越し、また自分が先頭に立って歩き始めた。優樹も小走りにそれを追い、夏純の横に並ぶ。

「夏純ちゃん、駄だ目めでしょうが、いきなり殴ったら」

「だって、殴るって言ってから殴ったら警けい戒かいされるじゃない。それに、あいつ優さんに嫌いやなこと言ったでしょ」

　優樹の声は少し抑えてあるが、夏純の声の大きさは変わらないため当然前を歩く来栖にも聞こえているだろう。

「来栖さんが何を言ったか、聞いてたの？」

「ううん、でもほら、優さんが無表情だったから、そんな気がしただけ」

　いい加減なようで夏純は鋭するどい。

「……夏純ちゃん、あたしのために怒ってくれるのは嬉うれしいけど、抑えてね」

　そう、嬉うれしくはある。夏か純すみが怒る時は、たいてい優ゆう樹きに何かあった時だ。彼女は、いつも優樹のために怒り、[image: 拳]こぶしを振るう。

「優ゆうさんが怒らないんだから、そのぶんあたしが怒るの。あたし頭悪いしうまく口が回らないから、せめてぶん殴って気分を晴れやかにしないと」

　背後で喋しやべり続ける夏純の言葉を、来くる栖すは黙だまって聞いていた。その表情は、優樹に見せたものよりはるかに和やわららいでいた。




　野の中なか藤とう梧ご。それは殺されたアヤカシが人間社会で名乗っていた名前だ。優樹はよく知らないが、普通のアヤカシは人間のような姓名は持たない。外見の特徴で呼ばれたり、誰だれかが適当につけたあだ名を自身で名乗ったりするらしい。大おお田たから聞いた話だ。大田が名乗っている『大田真さね章あき』の名前も、彼が日本社会で暮らすにあたり考えたものだという。そうやって適当につけた名前は、アヤカシ仲間の間でも使用されることが多い。

　そのアヤカシ、野中藤梧は委員会登とう録ろくをした後は、履り歴れき書には二十三歳と書いて東ひがし大おお路じ通どおりのガソリンスタンドで働いていた。当然、職場の人々は彼がアヤカシであったことを知らない。

『彼の名誉を守るため』、野中という名の〝人間〟は行方ゆくえ不明ということになっている。

　優樹が知っているのはそれくらいだが、目の前にいる老人はどれほどのことを知っているのだろうか。

「……さて、飯いい田だからあんたの話は聞いとります」

　その老人、福ふく尾おの見た目は七十代の年寄りだ。顔には深い皺しわが縦じゆう横おうに刻まれ、頭髪は一本もない。瞼まぶたの奥に引っ込んでいるような目は、彼がどこを見ているかを容易にわからせない効果を持っていた。紺こん色の着流しに薄うす手での羽は織おりを着て、木製の杖つえをテーブルの隅に立て掛けている。イントネーションに特徴があるが、純粋な京訛なまりではないようだ。

　優樹は既すでに脱いでいた帽子を横の椅い子すに置くと、まず周囲を見回した。ここは河か原わら町まち通どおりに面した場所にあるファーストフードチェーン店である。東京だろうと京都だろうと、どこにでもある店だ。昼時ではないので店内は比較的すいているが、もう少しすれば混雑してくるだろう。

　来栖と夏純の姿は、今はここにはない。この店に入ってひと通り挨あい拶さつをした後、福尾が来栖に『こちらの姉さんと少し辺りをふらついといで、三十分くらい』と言ったため、二人でどこかに行ってしまっている。来栖の不満そうな表情と、夏純の何も考えていなさそうな顔が対照的だった。少なくとも夏純からは喧けん嘩かを売ることはない、と優樹は信じたい。

「どの程度、ですか」

　そう言いながら、アイスコーヒーをストローで飲む。この系列の店で美味うまいコーヒーを飲んだ覚えのない優樹だったが、やはりそのコーヒーは不味まずかった。優樹はコーヒーにこだわりを持っているわけではなく、缶かんコーヒーでも充分美味おいしく飲める方だ。だが、それでもここのコーヒーは今ひとついただけない。この福尾が何を考えて自分と会う場所をここに設定したのか、優ゆう樹きにはどうにも理解できなかった。どうせなら、京都にしかない店にしてほしい。おごってもらう気などないし、現に目の前にあるアイスコーヒーも優樹が金を出している。

　だがそんなことを考えていられたのはこの時だけだった。

「あんたが鬼と人の合いの子で、おまわりやってことです」

　福ふく尾おの表情はわかりづらいが、少なくとも口調には自分を軽けい蔑べつしているような色は感じられない。だが、面と向かって『合いの子』呼ばわりされたのは初めてだ。

「人の言葉やとダブリとか何とか言うそうで。合いの子の中でも鬼人いうのは性悪と相場が決まってるもんやから、来くる栖すもあんたのことを嫌きらってます。ま、来栖だけやなく、この辺りにあんたの助けになってくれるアヤカシは誰だれもおらんことは間違いあらへん。それだけは、断言できます」

「あまり断言してほしくないですけどね」

　優樹の表情に変化はない。彼は事実を述べているだけなのだから、苛いら立だってもしかたのないことだ。だが、福尾はそんな優樹の反応が意外だったようだ。

「怒らんのですか。あんたにとってはおもろない話と違いますか」

「怒ったら、いいことあります？」

　その返答に、福尾は口を閉じたまま頰ほおだけを動かして声を出さずに笑う。

「飯いい田だはあんたのことをようできた鬼人言うてましたが、ほんまのようですな」

「来栖さんにも言われましたけど、その鬼人って何ですか」

　自分の父親が鬼だという自覚は、子供の頃ころからあった。自分が一度だけ見た自分の本当の姿も、〝鬼〟としか形容のできないものだった。だが、アヤカシの中で〝鬼〟と呼ばれる存在がどのような生き物かはまったく知らない。鬼人という言葉を聞いたのも、今日が初めてだ。

「あんた、藤とう梧ごを殺した奴やつを殺しに来たんと違いますか」

　福尾が右目の包帯に注目していることには何となく気が付いたが、優樹はそのことには言及しなかった。

「違います。犯人を捜して、令状を出してもらい、そして逮捕します」

「……おまわりですな、ほんまに。殺したら殺し返すんが当たり前やと思うけどな」

　ここで初めて、福尾は自分の紙コップを引き寄せて中身のウーロン茶を飲んだ。

「鬼は昔に比べてだいぶ減りましたわ。アヤカシはもともと子供できにくいもんやけどな。とくに鬼とかは、できたとしてもたいてい男が産まれるんやわ。おまけに鬼いうんは人に恨まれやすいんで、人に殺されたんもいる。それ以外のも寿命がきよって、わしが知っとる鬼はもう飯田しかおりません……藤梧も鬼でしたわ」

　アヤカシは人よりはるかに長命だが、不死身ではない。死ぬ時は死ぬ。だが何年生きるかは個体差による。大おお田たに聞いた話によると、百歳くらいまでは若者の部類に入り、五百歳程度で中年、千歳を超えると年寄りらしい。寿命で死ぬ時は、その一年くらい前から急激に体力が衰え始めるので死期はすぐにわかるそうだ。その反面、死の兆きざしが出る前は健康体そのものだ。

「普通の鬼は八百年くらいで死ぬもんです。飯いい田だなんかは普通とは違いますけどな。で、鬼人は鬼が人の女孕はらませて産ませます。逆パターンは、聞いたことないわな。鬼の女はよう見ません。そうやってたまーに産まれる鬼人は、たいてい性悪です。親に喧けん嘩か売るんは当たり前、人間食い散らかして、逆に殺されたりします。他ほかのアヤカシに喧嘩売って殺して、そのお仲間のアヤカシに殺されたりします」

「……だから嫌きらわれるんですね」

　優ゆう樹きは、自分の〝弟〟のことを思い浮かべた。彼は、典型的な鬼人であったようだ。同じ〝鬼人〟として、彼を助けてはやれなかったのだろうか。

　彼が人を殺す前に会っていたら、こんなことにはならずに済んだのだろうか。

　今まで無表情だった優樹の顔にほんの少し翳かげりが落ちたのを、福ふく尾おはしばらく黙だまって眺ながめていた。そしてひび割れた唇くちびるを舐なめると、彼としては初めて言いづらそうな口調を使った。

「……飯田には口止めされてたんやけど、あんたはようできた鬼人やから言いますわ。たまーに、寿命で死ぬ鬼人もおります。ほんま、たまーにですが。でも十割方、鬼人は三十前には死にます。強い弱い関係あらしまへん。人と鬼の血の割わり合あいがようないと、十年で死ぬ鬼人もおりましたわ。割合がようて、三十です。……あんたの年は聞いてます。飯田はあんたが落ち込まんよう、あんたには言わんでほしい言うてました。でも、わしはこういうことは知っとった方がええと思います。……あんたが鬼人の例外になれるとええんやけどな」

　今まで福尾を正面から見み据すえていた優樹だったが、この時だけは違った。左目をゆっくりとテーブルに向け、そこにあるアイスコーヒーを眺め、次に窓の方を見る。表情だけは変えなかったが、右手で顎あごを撫なで、左手で紙コップを摑つかむ。その優樹の無意味な行動が終わるまで、福尾は沈ちん黙もくを守った。

　店内の音楽と、他の客の会話だけがやけに大きく聞こえた。




　来くる栖すの機き嫌げんは、先ほどよりはだいぶ回復していた。彼は鬼人もよそ者も警けい察さつも嫌いであり、その全すべての要素を兼ね備えた優樹には敵てき愾がい心さえ抱いている。だが、その同行者である夏か純すみにまでは、その感情は及んでいない。先ほど殴られたことに関しても恨んではいなかった。友人を侮辱されて黙っていることは、来栖にもできないことだ。自分があの鬼人をどう思おうと、この夏純にとっては友人であることに変わりはないのだろう。

　それに、どう見てもこの帆ほ村むら夏純というのは自分より〝ガキ〟だ。これでも来栖は五十年生きている。仲間内では若造であるため、年下のアヤカシに会うのは初めてだ。そのため、来栖は少しだけ夏純に親切に接してやろうと考えるようになった。

『ゲーセンに行きたい』と夏純が言うので、来栖は河か原わら町まち通どおりにある大型アミューズメントパークに連れてきてやった。夏純は入るやいなや、二千円札を全すべて百円玉に換えてベルトのポーチに流し込み、今までずっと咥くわえていた煙草タバコに火をつけると手近の筐きよう体たいから灰皿を持ってきて店内を物色し始める。

「……お前、こんなところのどこがいいんだ」

「楽しいわよ、人間の娯楽って。競馬とかプロ野球とか。競艇も好きだけど、場所が悪いのよね。パチンコは、何か運の要素が大きいからあんまりしないけど」

　騒さわがしい店の中で、夏か純すみはクレーンゲームに目をつけるとそれに近付いた。小さなぬいぐるみがたくさん詰まったケースを前後左右からじっくり観察している夏純に、来くる栖すは背後から声をかける。

「やるのか」

「やるわよ、あ、取ったらあげるわね。荷物になるし、ぬいぐるみに興きよう味みないし」

　灰皿に一度煙草を置くと、夏純は百円玉を三枚取り出した。

「興味がないのに、なんでやるんだ」

「取るのが楽しいから。くるさん、何か取ってほしい人形ある？」

「くるさんってお前……」

　自分に付けられた妙な略称に不満はあったが、とりあえず来栖はケースの中を見つめた。種種様々なぬいぐるみがあったが、彼が一番ほしいと思ったのは可愛かわいらしい狐きつねだった。目が丸いのは少々気にいらないが、尻尾しつぽが二本あるところに好感が持てる。

「……狐」

「はいはい」

　夏純は煙草を咥えて帽子を後ろ向きに被かぶると、もう一度ケースの周りを一周した。そして灰皿を来栖に渡すと、百円玉を投入口に放り込む。

　この時初めて、来栖は彼女の真剣な顔を見た。へらへらとした雰囲気は消え、目を細めてケースを睨にらみつけている。その中ではクレーンが動いてぬいぐるみの山に挑いどもうとしていた。

　動かしているのは自分ではないのに、来栖は少し興こう奮ふんしながらその細い非力そうなクレーンを見つめる。

「あ……」

　目当ての狐はクレーンの腕に触れたために少し位置を変えた。ただそれだけだったため、来栖は残念そうな声を上げてしまった。すぐにそんな自分が恥ずかしくなり、ケースから目を逸そらして素っ気なく言う。

「取れなかったじゃないか」

「一回じゃ取れない位置にあるんだもの。今ので少し位置がずれたでしょ。あと二百円で取ってみせるから大丈夫」

　その夏純の言葉に噓うそはなかった。彼女は煙草を一本吸い終わる間に二回挑戦し、その二回目で見事に狐のぬいぐるみを取り出し口に運ぶことに成功した。

「本当に取れたな……」

　夏か純すみは胸を張ると、来くる栖すの手から灰皿を取り上げて代わりに狐きつねのぬいぐるみを押しつける。

「こういうの、うまいもの。優ゆうさんは必要ないものにお金遣うことに反対みたいだけど。人の娯楽ってやっぱり楽しいわよ」

　ポーチから煙草タバコを、その隣となりのポーチからライターを出して火をつけると夏純はクレーンゲームから離れた。夏純が終わるのを待っていた十代の女の子たち数人が、クレーンゲームに挑戦しようと近付いていく。夏純はそのクレーンゲームの近い場所に設置してあるベンチに腰を掛けて、彼女たちの様子を眺ながめ始めた。

「お前、幾いくつだ？」

　ぬいぐるみを抱えて夏純に近寄った来栖は、煙の臭においが届かない位置に立って疑問に思っていたことを聞いてみた。その問いに、夏純は帽子のつばを元の位置に戻してから煙草を持つとその先端を見つめる。

「えーとね……十歳。誕たん生じよう日びは八月一日にしてあるから、今年の八月に一応十一歳ってことになるわね」

「若いな……」

　当たり前の感想をもらした来栖であった。

「そうそう、さっき殴ったけど血出なかった？　ちょっと力入っちゃったけど、痛かった？」

　せっかく忘れかけたことをわざわざ引っ張り出すことはないだろうに。脳天辺りが、またずきずきしそうな感覚に陥る。普通の人間だったら、骨にひびくらい入ってもおかしくない一発だった。

「血は出なかったけど、痛かった。謝あやまる気があるのか？」

「ないわ」

「……だろうな。じゃ、何でその話題を蒸し返すんだ」

「聞いてみたかったから」

　煙草を吸うその態度は、彼女の大人びた容姿にとてもよく似合っている。だが口調や言っていることは子供じみているのでそのギャップが激しい。

「……ずいぶんとあいつが好きみたいだな」

「うん、好き。親父おやじさんやお袋さん、友達たちも大好きだけど一番好きなのは優さん」

「どこが、いいんだ？」

「さあ？　よくわかんない」

　夏純は灰皿を持って立ち上がると、クレーンゲームに悪あく戦せん苦く闘とうしている女の子たちに近付いて話し掛けた。来栖が見ていると、にこにこしながら『取ってあげようか』などと夏純が言っているのに対し、女の子たちは胡う散さん臭そうに彼女を見上げるとそそくさとその場を立ち去ってしまった。

「何やってんだ、お前」

　戻ってきて先ほどと同じようにベンチに座る夏か純すみに、来くる栖すが聞いてみた。

「あの子たちずっと見てたんだけど、あんまり上手じゃないのよ。五百円くらい使ってたけど、うまくいかなくていらいらしてるみたいだから、代わりに取ってあげようかなって思ったの。行っちゃったけど」

「お前、いつもそんなことやってんのか？」

「やってるわよ。たいてい断られるけど、たまにお願いされる時もあるわ。あたしはあのゲームをやりたいだけだけど、中にはあのぬいぐるみが欲しいから挑戦する人もいるでしょ。だから『あたしは何百円かあれば取れますけど、代わりに取りましょうか』って言うの。取ってあげると、そりゃもう喜んでくれるわ」

「よく知らない人間に話し掛けられるもんだ」

　来栖とて、人間が嫌きらいというわけではない。本当に嫌いなら、山奥に引き込んで出てこなければいいだけだ。事実、そうしているアヤカシの方が多い。人間社会に紛れ込むアヤカシは良くも悪くも人間に興きよう味みを持っているものだ。来栖も例外ではない。だが彼は、夏純のように知らない人間に話し掛けたりはしない。

「人間はね、あんまり嫌いじゃない。嫌いなのもいるけど。あたしが喜んで吸ってるジタンも、人が作ってるし。っていうか、知ってる人間はたいてい嫌い。隣となりに住んでる学生さんとかは嫌いじゃないけど、保健所とか役所の人たちは嫌い。知らない人間の方が、気軽に話せるわ」

「そうか……ところでお前、自分が何しに京都に来たかわかってるのか？」

「アヤカシ殺した誰だれかさんと喧けん嘩かしに来たの」

（……わかってないよ、こいつ）

　来栖は手の中にある狐きつねのぬいぐるみを見つめて、『なあ』と話し掛けてみた。狐は黒くて丸い目で、来栖のことを見上げていた。




「少しは落ち着いたんか」

「私は最初から落ち着いてますよ」

　優ゆう樹きは確かに表情だけは変えなかった。

「……あんた、自分の寿命があと何年もないかもしれんのに、恐ろしうないん？　それとも自分は絶対死なへんとか、思うとる？」

「いつか死にますよ、きっと。でも、じたばたしたってしょうがないじゃないですか。死ぬ時は死ぬだろうし、生きる時は生きますよ」

「普通はじたばたするもんやよ……かわいそうな鬼人さんや」

　優樹も、死は怖い。だが、それが自分の寿命ならしかたがないとも思う。明日死ぬ気はしないが、明後日あさつてはどうだろうか。生きているという保証はない。必ず死ぬという保証もないのだ。死ぬ瞬しゆん間かんまで精一杯生きよう。

　そうやって開き直れる優ゆう樹きが、福ふく尾おにはひどく哀れに見えた。

「……で、福尾さん。野の中なかさんの話をしてもいいですか？」

「……ま、ええけど。所しよ詮せん、あんたはわしにとっちゃ行きずりの鬼人でおまわりです。死のうと生きようと、がんばんなさい。……藤とう梧ごはな、おとなし奴やつやった。人食いもせんで、人ともアヤカシとも仲良うやっとった。来くる栖すがいっちゃんの友達やったと思う。藤梧のことは来栖に聞いた方がええけど、あんたや無理でしょ。住所とか働いとった所とかは、聞いとるん？　そっちにあたった方がええよ」

「はい」

「……で、藤梧の仏さんは鴨かも川を流れとったそうや。賀か茂も大橋と荒こう神じん橋の真ん中辺りで引き上げられた。その辺りは、警けい察さつ行った方がええ。……わしにできるんは、藤梧の仏さんを埋葬するか、藤梧の敵かたき討うちしようとしとる連中にあんたの周りをうろちょろせんよう言うとくくらいです。東京もんのおまわり、あげくにそれが鬼人や。ぼこにされてもおかしくないです。皆、気ぃが立ってますからな」

「わかりました。……ひとつ、最後に聞かせてください。野中さんを殺したアヤカシか人間に心当たりはありますか？」

　福尾の顔に、初めて怒りに近い表情が浮かんだ。

「……あるわけないやろ。京に藤梧を殺すようなアヤカシはおらん。絶対や。そんだけはわしが保証したる。人間はよう知らん。昔は人間にもアヤカシ殺せる奴が少しはおったようやが、今はいないんと違うか。どこぞのよそ者やとわしは思うとるよ」

「そうですか……」

「ああ、それとアヤカシに因いん縁ねんつけられたら、東ひがし山やまの福尾に話はついとるからがたがたぬかすな、ぼけ、とでも言っとき。わしを知らんアヤカシはよそ者や。それでも何か言う奴おったら、遠えん慮りよせんと喧けん嘩かしたり。あんたは弱そうやけど、連れの姉さんは力持ちみたいや、負けることはないと思います。いざとなったらちゃっちゃとお逃げ」

「お世話になりました。では失礼します」

　優樹は会釈をして立ち上がると、帽子を被かぶった。腕時計を見ると、そろそろ三十分が経たとうとしている。来くる栖すと夏か純すみが戻ってくる頃だ。

「……長生きし。あんたはただの鬼人とは違う気がします。……それと、これは好奇心で聞いてみたいんやけど」

「何でしょうか」

「あんた、自分のお父上と会ったことあります？」

　その問いに優樹が口を開こうとした時、窓の向こうで夏純が手を振っているのが見えた。その後ろには、仏ぶつ頂ちよう面づらをした来栖がなぜか狐きつねのぬいぐるみを抱えて立っている。

「ああ、今の質問は気にせんといて。……がんばりや」

「はい、行ってきます」

　優ゆう樹きは空の紙コップをごみ箱に放り込んでから店を出た。

「お話、終わった？」

　火のついていない煙草タバコを咥くわえて、夏か純すみがにこにこしながら聞いてくる。

「うん……じゃ、来くる栖すさん、この子がお世話になりました……行くよ、夏純ちゃん」

「はーい。さよなら、くるさん。ぬいぐるみ大事にしてね」

「……おい、白髪頭」

　来栖は優樹の方を見ないまま、小声で言った。

「河か原わら町まち通どおりまっすぐ行って、丸まる太た町まち通どおりを左に行く。御ぎよ苑えんの前通り過ぎて、烏からす丸ま通どおりまで来たら右行け。で、次のでかい道を左に行けば府庁だ。バス使ってもいいだろうけど、行き先と降りる場所には気を付けろ。俺おれはバス乗らないから、その辺りのことは自分で調べるんだな」

「ありがとうございます、来栖さん」

　京都府庁と京都府警けい察さつ本部は、同じ場所にある。地図を荷物から引っ張り出して場所を確認しようと思っていた優樹には、来栖の言葉はありがたかった。もっとも、来栖の言う通の名前がよくわからないので一応確認はしなければならないが。

「よくわかんないけど、ありがとう、くるさん」

　夏純も優樹の真似まねをして礼を言う。そんな夏純を見て、来栖は何か言いたそうな顔をした。だが夏純は彼の微妙な表情の違いに気が付くことができず、優樹は既すでに歩き出していたので来栖を見ていなかった。

　これがあやまちであったことに、優樹と夏純は永遠に気が付くことはなかった。




　その同時刻。

　山やま崎ざき太た一い朗ろうは小お田だ原わら城の堀を眺ながめていた。城内もこの堀も何度も見ているのだが、久しぶりに帰ってきたのでつい覗のぞき込んでしまう。三分ほど眺めていたが、それにも飽きてしまった太一朗はとりあえず家に帰ることにした。今帰っても誰だれもいないが、荷物を置いて相模さがみ湾でも見に行こうと思ったのだ。

　太一朗の実家は、小田原駅から二キロほど歩いたところにある。この程度の距離は健脚の太一朗にはどうということはないが、太陽がだいぶ高くまで昇っているのでかなり暑い。左腕に巻いた包帯がひどく邪じや魔まに感じるが、取るわけにもいかない。バスに乗ろうか少し迷ったが、結局太一朗は歩くことにした。

　二年ぶりの郷里は、何も変わっていなかった。細かいところを見れば色々となくなったものも増えたものもあるのだろうが、太一朗はそんなところは見ない。小田原城の前にある公共の建物の間を通り抜け、本ほん町ちようから浜はま町ちようの方へと歩いていく。国道２５５号線と１号線を越え、相模さがみ湾まで歩いて五百メートルほどのところに山やま崎ざき家はあった。

　少々古いが、広さはそこそこにある一戸建ての二階家だ。一時期七人家族だったが、今は四人で住んでいる。その玄関先で、太た一いち朗ろうは自分の妹と再会した。

「あ、兄ちゃん、人相悪くなったわねえ」

　高校の制服を着た学校帰りらしい山崎一かず実みが、二年ぶりに会った兄に向かってそんな言葉を投げかけた。山崎一家は背が高い面々が揃そろっているが、一実も二年会わないうちに少し背が伸びたようだ。

　他人が見ると、一実は何となく太一朗と似た顔立ちをしている。太一朗ほど無骨で精せい悍かんな顔をしているわけではないが、目元や輪郭が似ているのだ。だがそれを面と向かって一実に言う者はいない。彼女にとって『兄と似ている』というのは最大級の悪口に値する。だがもっとも似ているのは顔立ちではなく、その性格であることには本人もその兄も気が付いていない。

「お前、俺おれに会って最初に言うことがそれかよ。それに学校はどうした。休みなのか？」

「期末テストの時期でしょ、今は。今日が最終だったの……って、暑いんだから家ん中入りなさいよ」

　一実は門を豪快に開け放すと、玄関の鍵かぎを開けて家の中に入っていってしまった。太一朗は門をきっちり閉めてから家の中に入る。靴くつ箱ばこの上に、太一朗が小学生の時に作った犬の版画がまだ飾ってある。それを見て、太一朗は本当に家に帰ってきたことを実感した。

　懐なつかしかった。

「さぶー、兄ちゃん帰ってきたわよー。あ、兄ちゃん、座ざ敷しきのクーラー、スイッチ入れといて。あたし麦茶入れるわ、で、お土産みやげは？」

「忙しい奴やつだな、お前も……」

　一実は太一朗の返事を聞かないうちに台所へ行ってしまっていた。太一朗はまったく変わっていない妹の態度に苦笑すると、持っていた荷物を玄関に置いて座敷に向かった。八畳の和室は家族には『座敷』と呼ばれているが、仏間であり客間でもある。仏ぶつ壇だんとテーブルしかないさっぱりとした部屋だ。障子を開けると、庭に生えている大きな梅の木が見える。

　言われた通りにクーラーをつけると、太一朗は仏壇の前に正座をした。小さな鐘かねを軽く叩たたいてから、目を閉じて手を合わせる。そうやって三十秒ほど動かなかったが、静かに襖ふすまが開いたのでそちらの方を見た。一実は勢いよく襖を開けるので、それが弟の三さぶ朗ろう次じであることは見なくともわかったが。

「……おかえり、兄さん」

「何だ、お前また病気でもしたのか」

　三朗次はパジャマ姿だった。彼は山崎家ではもっとも背が低い。それでも十五歳で百六十五センチだ。これからまた伸びるだろう。だが、彼は兄にも姉にも似ていなかった。健康で病気らしい病気にかかったことのない二人と違い、三朗次はよく医者の世話にかかる。怪け我がも多おおい。そして太た一いち朗ろうが筋肉質、一かず実みはやや骨太で丸みを帯びた体形をしているのに比べて三さぶ朗ろう次じは瘦やせていた。体重はいつも四十キロ台前半だ。顔の造りも細いため、彼は誰だれにも『兄さんや姉さんに似ているね』と言われたことがなかった。

「……ちょっと風邪かぜひいた」

　夏ではあるがカーディガンを着た三朗次が、テーブルの側そばに正座をする。

「お前、季節の変わり目は必ず二週間くらい風邪ひいてるな。出てこなくていいから、部屋で寝てろ」

「せっかく兄さん帰ってきたんだからね。話したいよ」

「そうか」

　太一朗は短い返事をすると、テーブルの上にあったリモコンでクーラーの設定温度を二度ほど上げた。彼はこの病弱な弟には少し優しいのだ。小さい頃ころは妹も弟もまとめて張り倒したものだが、今はもちろんそんなことはしない。

「何起きてきてんのよ。わざわざ下りてきたって、兄ちゃんお小遣いもくれないわよ」

　座ざ敷しきに入ってきた一実は冷えた麦茶のコップを二つテーブルの上に置くと、また台所へと向かった。

「さぶ、あんたにはあったかいお茶入れるから、あたしの麦茶飲むんじゃないわよ」

「はい」

　一実も言い方はぞんざいだが、弟にはやや甘い。彼ら三人は喧けん嘩かもたまにするが、近所でも評判の仲の良い兄弟姉妹であった。

「……兄さん、顔と左腕、怪け我がしたの？」

「見ればわかるだろ」

　左頰ほおにある五センチほどの傷は、今や太一朗の顔の中でもっとも目立つ部分となっていた。そして今はＴシャツ一枚のため、左腕の包帯は嫌いやでも目に入る。

「頰の傷は消えなさそうだけど、左腕はもう少しで治る。心配するな」

「うん、でも兄さんすぐ無茶するから、気を付けて」

　誰かに労ねぎらわれるのは、決して悪い気分ではない。太一朗はそう思う。行き過ぎた心配はしてほしくないが、それでも自分を気にしてくれる存在がいると思うと嬉うれしかった。




　彼女は、どうなのだろうか。自分が心配しても、嬉しくはなかったのだろうか。

　いつも傷を負っていた彼女は。




「ちょっと、兄ちゃん！　昼ご飯どうするのよ！」

　一実が台所から叫んでいる。その声に、太一朗は現実に引き戻された。

「何か食う物ないのか？」

「あたしと風邪かぜひきのさぶのぶんしかご飯もおかずもないわよ……っと。はい、お茶」

「ありがとう」

　三さぶ朗ろう次じの前に茶ちや碗わんを置くと一かず実みは太た一いち朗ろうに向き直った。なぜか、顔には笑みを浮かべている。

「ねえ、兄ちゃん。ここはひとつ、可愛かわいい可愛い妹と弟にご飯を食べさせてくれるってのはどう？　あ、近くでいいのよ、近くで。出前は嫌いやよ、バリエーション少ないもの。さぶは風邪ひきだけど、もう三日目だからだいぶ良くなったし、ねえ、さぶ？　あんたも、兄ちゃんにご飯おごってほしいわよねえ？」

　姉の視線を受けながら、気の小さい弟は兄の方も見た。しかし、彼としては姉の案に賛同したかったので、

「え……あ、うん、そうかな……」
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　と、ひどく曖あい昧まいな言い方ではあったが姉の味方をした。太一朗はそんな二人を交互に見ると、財布の中にどれだけの金銭が入っているか思い出した。もともと昼は外食するつもりだったので、それなりに入っている。一実も三朗次も太一朗ほどは食べないので、充分足りるだろう。

「わかった、わかった……じゃお前たち着替えてこい」

　一実は太一朗の言葉に返事もせずに、ばたばたと足音を立てて二階の自分の部屋へと行ってしまった。

「お前は、茶を飲んでから着替えてこい。そう急ぐもんじゃないからな」

「うん」

　弟の健康的とは言えない顔色を見て、太た一いち朗ろうは自分の性格を考えていた。

　太一朗は自分の強さに自信を持っていた。誰だれに負けても、やっぱり彼は自分のことを〝強い〟と思っていた。

　片かた倉くら優ゆう樹きにさえ、太一朗にはどこか〝弱さ〟が見えるような気がした。

　だから、なのだろうか。自分は、ただ自分より弱いと彼女のことを思っているから、守りたいと思い、その感情を〝好意〟だと勘違いしているのだろうか。

「……たーにい……あ……ごめん」

　三さぶ朗ろう次じがまだ小さかった頃ころ、彼は自分の兄のことを『たーにい』と呼んでいた。太一朗が中学生の頃、この似合わない愛称が原因で同級生にからかわれたために三朗次に『兄さんと呼べ』と強要したのだ。三朗次も気を付けているが、気を抜くとつい昔の呼び方をしてしまう。

「……ん、ああ、人前で呼ぶなよ。今は家の中だからいいけどな」

　自分の手には余るやけに大きな茶碗を持ち上げながら、三朗次は自分が言おうとしたことを心の中だけで呟つぶやいた。

（たーにい、寂しそうな顔をしてた）

　彼の兄はやや乱暴で短気で力持ちだが、優しいところも多分にあった。怒ったところも笑ったところも見たことはある。だが、太一朗が泣いたのを見たのは、自分たちの祖父が死んだ時だけである。それ以外には、悲しみにくれる顔も寂しがった顔も見たことはない。

　三朗次は兄の性格を知っている。彼は、家族にも自分の弱いところを見せない。強がりではなく、事実兄は強いのだと弟は思っていた。

　兄の寂しそうな顔を、三朗次は初めて見たのだ。

「ちょっとさぶー、お茶飲んだら、着替えてよ？　あと十五分くらいで用意してね？」

「……一かず実みの声は相変わらずでかいな……」

　そう言って苦笑いする兄の顔は、いつもと同じように見えた。

「じゃ、俺おれも着替えてくるね」

　一実の入れてくれたお茶は温ぬるめだったので、一気に飲んでも口の中を火傷やけどすることはなかった。三朗次はお茶を飲み干すと、ゆっくりと立ち上がってのんびり歩いて二階の彼の部屋へ戻っていった。

　太一朗はそれを見送ると、仏ぶつ壇だんを振り返った。彼の生き方に大きな影えい響きようを与えた祖父は墓の下であり、その仏壇にあるのは位い牌はいと遺い影えいだけだ。

（祖父じいさん、俺、元気でやってるよ。でも……）

「馬ば鹿かだよな、俺」

　それだけは声に出して言うと、太一朗は立ち上がった。

「兄ちゃん、車出してよ。さぶあんまり歩かせたくないから。免許持ってるでしょ？」

　勢いよく階段を下りてきた一かず実みが、座ざ敷しきの襖ふすまをまた乱暴に開ける。

「そういや、車庫に車あったな。親父おやじはやっぱり使ってないのか？」

　中古の国産車だが、山やま崎ざき家にも自動車はある。だが免許を持っている一かず彦ひこは、自分一人のために車を運転するのが嫌きらいなため通勤には使用していない。

「最後に使ったのはいつだ？」

「お父さんに聞いてよ。あ、でも見た目は綺き麗れいよ。さぶが二週間に一回くらい洗ってるから」

　たまにはお前も洗ったらどうだ、とは太た一いち朗ろうは言わなかった。

「……少し待ってろ、点検してみるから」

「兄ちゃん、車のことわかるの？」

「難しいことはわからないけどな」

「……あ、でも兄ちゃん左腕怪け我がしてるのよね。やっぱりやめよ、さぶだって歩けるわ」

「それもそうだな。ハンドルは握れるけど、ギアチェンジができない。片手でも運転できないことはないけどな。万が一にも事故ったらしゃれにならん……でも、飯を食ったら点検はしていく。それくらいはできるからな」

　それにしても、と太一朗は笑った。わがままでがさつに見えても、この妹も肝心な時は弟や兄のことを気にかけているのだなと思うとついおかしくなってしまったのだ。

「……兄ちゃん、何笑ってんのよ」

「いや、戻ってきたんだなって思って」

「……何言ってんのよ。兄ちゃんがいると、家の中が狭くてしょうがないんだから。早く東京帰んなさいよ」

「そうか、じゃ飯はおごれないな」

「……前ぜん言げん撤てつ回かい」

　太一朗が一実の頭を軽くはたくと、彼女は兄のぶ厚い背中に平手を思い切り叩たたきつけた。
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　夏か純すみは歩きながらライターを取り出すと、火をつけた。一度つけると蓋ふたを閉めるまで消えることのないこのライターが、夏純は大好きだった。真夏の炎天下、五秒ほど立ち上る火を眺ながめて喜んでいた夏純だったが、優ゆう樹きが立ち止まったので蓋を閉めて元の場所にしまった。

「夏純ちゃん、京都御ぎよ苑えん見てく？」

　丸まる太た町まち通どおりに面した京都御苑の入り口の前で、優樹は振り返って夏純に話し掛ける。

「御苑……新しん宿じゆく御苑と似たようなところ？」

　言いながら、夏純は中を覗のぞき込んでみた。人がたくさんいて、緑が多そうなでかい公園。夏純の感想などそんなものでしかない。

「……まあ、そう思ってくれていいよ。ここは昔の偉い人が住んでたところなの」

「公園の中に家があるの？」

「……まあね」

　優樹がそんなことを言い出したのは、『せっかく京都に来たのだから観光をしていこう』と思ったわけではない。京都府警けい察さつ本部には午後二時に行く約束をしていたのである。今はまだ午前十一時にもなっていない。どうせ時間を潰つぶすなら、ひとつくらい名所を見ていこうと思ったのだ。それに、夏純がこういう名所を見る機会など滅めつ多たにない。というより、本人にまるで興きよう味みがないのだ。

「御所の中は、一般公開中じゃないから見られないけどね。普段は申し込み手続きが必要なんだって」

「御所ってなに？」

「昔の偉い人が住んでた家だよ」

　こういう時に大おお田たがいれば、色々と歴史などを語ってくれ、ついでに関係のない長話もしてくれるだろう。いたら面白かったかも、と考えつつ夏純が嫌いやがるだろうなと思ってしまう優樹であった。

「見て面白いの？」

「……そう聞かれると困ったなあ……」

　夏純からすれば、面白くもなんともないだろう。しばらく考えた優樹だったが、あることを思い付いて夏純に聞いてみた。

「夏純ちゃんは、京都のどこに行きたいとかって希望はあるの？」

「京都競馬場。今の時期はやってなかったような気がするけど」

　優ゆう樹きは黙だまって麦わら帽子の上から自分の頭を叩たたいた。そんな優樹を、夏か純すみは不思議そうに見下ろす。

「優さん、あたし競馬好きだけどそれで身を持ち崩したりしないわよ？」

「それはわかってるけどね……でもなんで競馬やってないのに競馬場に行くの」

「何となく。ほら、野球やってない球場に忍び込んで土を持って帰るのと同じよ」

「……競馬場に行って土持って帰るつもり？」

「あ、そういうのもいいかも。今度やってみるわ」

「駄だ目め……あんまり競馬にお金遣わないようにね」

「大丈夫、何か知らないけどあたし強いもの」

　夏純の勝ち馬的中率の高さは優樹も知っていた。馬を実際に見て『この馬が勝ちそうだ』と思って馬券を買うと、かなりの確率で当たる。なぜ当たるか、本人にもよくわかっていないところがすごいといえばすごい。六課に入る前は競馬で金を稼かせいでおり、拾った五百円玉一枚を三百万円に増やしたというとんでもないことをやったらしい。観戦中はかなり熱くなっているが、予想を立てている時は冷静であまり深入りしないのも、彼女が成功している一因だろう。

　だが、やはり優樹にとっては〝賭かけ事〟は好ましいものではなかった。余暇で楽しむぶんには構わないが、それで生計を立てるというのは感心できない。夏純が楽しむついでに金銭を得ているとはいえ、ちゃんとどこかで働いてほしいというのが優樹の思いだ。

「……京都競馬場っていうから京都のどこかにあるんだろうけど、京都って一言でいってもめちゃくちゃ広いんだから、ここからとても遠いところにあるかもしれないんだよ？　午後二時には警けい察さつに行かないといけないんだからね」

「言ってみただけだって。どこにあるかあたしも知らないもの」

　二人は知らなかった。京都競馬場の最寄駅は淀よどであり、京都御ぎよ苑えんからさして離れていない場所にある丸まる太た町まち駅から三十分ほどで行けるということを。後日東京に帰った優樹がそのことを大おお田たに聞いて、『夏純ちゃんが知らなくてよかった』と思ったことは言うまでもない。

「……他ほかにはない？　お寺とかお城とか」

　とりあえず優樹は根気よく聞いてみた。

「大仏って京都？」

「……それは奈良。鎌かま倉くらにもあるけど」

「えーっと……清きよ水みず寺って京都？」

「……そうだよ、夏純ちゃん！　清水寺行きたいの？」

　夏純が『清水寺』を知っていたことと、どんな理由があるかは知らないがそこに行きたがったことに、優樹は喜びを感じてしまった。

「ほら、ことわざで清水の舞台から飛び降りるっていうのがあるでしょ？　飛び降りたらどうなるのかなあって思って」

「……あれはことわざじゃなくて、たとえ話だと思うよ。……飛び降りたら普通の人は死ぬんじゃないかな……見たことないけど」

　清きよ水みず寺ってどこだったっけ。一応、思い出そうとしてみる優ゆう樹きであった。しかし結局『清水の舞台って見たことないけど、どれくらい高いのかな。あれって国宝だったっけ』などということしか考えられなかった。

「ま、あたしのお仕事終わって暇ができたら行こうね。でも、飛び降りちゃ駄だ目めだよ」

「はーい、で、これからどうするの？　この公園見ていくの？」

「ああ、そうしようね……あまり早く行っても向こうも困るだろうから」

　紆う余よ曲きよく折せつの上、結局京都御ぎよ苑えんに入る二人であった。




　京都御苑の中を見物した後、近くにあった定食屋で食事をした優樹と夏か純すみは、京都府警けい察さつ本部へとやってきた。もっとも警察官の身分を持っているのは優樹だけであるため、本当なら夏純は奥までは入れない。しかし夏純を一人で放っておくと心配なので、連れて行くことにした。

　警察手帳と一緒に甲種公認証を見せて受うけ付つけに用件を伝えると、相手は少し顔色を変えたがすぐに連絡を取ってくれた。待つこと数分、優樹と夏純の前に姿を現したのは、五十歳を間違いなく超えているごま塩頭の男性だった。

「……捜査一課の松まつ本もとです。よろしく」

　松本という男は少し頭を下げると、無ぶ遠えん慮りよに優樹を見下ろした。優樹より背は高いが、夏純よりは低い。少し蔓つるの曲がった眼鏡をかけたその男は、腹は出っ張っているものの顔は瘦やせて面長だった。馬面と言っても過言ではなく、その顔と体形のギャップがほんの少し笑えてしまう。もちろん優樹は、そんなことを顔に出したりはしない。

「警視庁刑事部捜査第六課所属、内閣公認甲種指定生物の片かた倉くらです。こっちは帆ほ村むらといいまして、私の連れです」

『連れ』であることは間違いないのだから、噓うそはついていない。

「よろしくー」

　夏純が一応帽子を取って笑顔で頭を下げる。よけいなことは喋しやべらないようにと言ってあるので、彼女はそれ以上何も言わなかった。

　松本は夏純のこともじろじろと眺ながめていたが、十秒後に大きなため息をついてうなだれた。そのため息には不満の感情が多くこめられていたが、それが何に対する不満なのかは優樹にはよくわからなかった。

「どうかしましたか？」

「あんた、幾いくつ？」

「二十五歳ですけど」

「……二十五で巡査部長か……俺おれはあんたと同じ階級だけど、歳としはあんたの二倍以上食ってる」

　自分の方が上位者であることを強調したいのだろうか。

「まあ、座んな」

　正面玄関から少し離れた廊下の片隅、長なが椅い子すと灰皿しかない場所に松まつ本もとは二人を招いた。夏か純すみが嬉うれしそうにライターと煙草タバコを取り出して、さっそく吸い始める。優ゆう樹きは帽子を横に置いて座ったが、夏純は立ったままだ。松本は夏純が座らないのを確認すると、優樹から少し離れた場所に座った。

「……俺おれ、アヤカシって奴やつは初めて見たが……人間と変わらんみたいだな」

「ま、見た目だけは。甲種ですからね」

　松本はワイシャツの胸ポケットから潰つぶれた煙草の箱とライターを取り出した。煙草を咥くわえてライターの火をつけようとして顔をしかめる。その使い捨てライターはガスがもうほとんど残っておらず、小さな火花しか生まれなかった。

「はい」

　夏純が自分のライターを差し出す。松本は口の中で小さく『ありがと』と言うと、そのライターを受け取って火をつけた。濃こい茶色をした地味なそのライターはところどころペイントがはげており、蓋ふたの部分にある『Zippo』のロゴはほとんど読めなくなっていた。

「……だいぶ使い込んでるな……」

「このライター好きだから」

　夏純はライターを松本の手から取り返すと、すぐにポーチの中にしまった。別のポーチからトランジスタラジオを取り出すと、イヤホンで聞き始める。

「彼女のことは気にせずに、話を進めてください」

「あんた、よくわからん相棒と組んでるな……」

　松本は息と煙を吐くと、持っていた背広のポケットからメモ帳を取り出して開いた。

「……あの化け物の死体が上がったのは……」

　そう言ってから、松本は優樹の顔を見た。

「あんたは自分のお仲間が化け物って言われるのは気に入らんか？」

　ずいぶんと正直にものを言う人間だ、と優樹は思った。だが会話はしやすいので、自分にとっては都合がいい。

「別に構いませんよ、よくあることですから」

「苦労してんな、あんたも……ま、人間から見りゃ、あの死体は化け物としか言いようがない。死んだら人も化け物も同じだと思うが……やっぱり死んでも化け物は化け物だった」

　自分が『化け物』という言葉を連呼していることに気が付いた松本は、少し目を瞬まばたかせた後に優樹の様子を窺うかがう。だが優樹は表情を変えずに話を続けた。

「でも死体であることに変わりはないでしょ。……そして殺されたことも」

「その通り……七月四日の午前二時頃ごろ、鴨かも川の西岸にひっかっかってたのを酔っ払いが見かけて通報してきた。その辺りは公園になっててな、夜でも夏は人の通りが結構あるんだ。……酔っ払いが死体見た時は、腹の中のもん全部戻しちまったと。……そいつ呼んで話、聞くか？」

「結構です」

　第一発見者の証言というのは、役に立たないことはない。だが人の記き憶おくというのは曖あい昧まいだ。それが酔客であるなら、なおさらあてにならない。それなら、聞かずに客観的な判断をしたいというのが優ゆう樹きの考えだった。

「しかし、あんな穴だらけのでかい体がよく流れてきたもんだ。三日の夜から結構な雨が降ったからな。増水して流れも速かった。川底にだいぶ擦すれたみたいで、小さな傷がかなりあったな」

「そうですか……」

　雨が降ったというのは、少々厄やつ介かいだ。手がかりの臭においが消えてしまう。それに流れが普段より速いということは、野の中なかの死体がどれほどの速さで川を流れてきたのか予測がつけられない。それと野中の殺害時刻がある程度見当をつけられれば、鴨川をどれほどさかのぼればいいかも計算できる。彼が流れ始めた場所、そこが殺害現場であろうと優樹はこの時推測していた。

「で、何か他ほかに聞きたいことでもあるか？」

「死体を見せてもらって死体が上がった場所さえ教えてもらえばそれでいいです。あとはこちらで調べます」

「そりゃうぬぼれか？　人間の調べたことになんか興きよう味みがないってか？」

「いいえ、そういうわけじゃないです。だいたいの資料は貰もらってありますから。……それと、こういうことを言うと気分を害されるかもしれませんが」

　少し松まつ本もとの顔を見る。彼が顎あごをしゃくって促したので優樹も言葉を続けた。

「犯人を見付けようっていう気はこちらにはないんじゃないですか？　どちらかというと、野中さんの死体をどうするかでもめているんじゃないですか？　野中さんは委員会登とう録ろくだから、死体の献体義務はない。でもどこかから、彼の死体を欲しいっていう打診はあったでしょう。……死体の引き取り手は、ちゃんといるのに」

　優樹の言葉は警けい察さつに対する批判に近かったが、松本は別に怒りもしなかった。

「……アヤカシは、アヤカシのことがよくわかるんだな」

　松本は三分の一程度しか吸っていない煙草タバコを、灰皿でもみ消す。

「正直言って、もてあましてる。あのでかさでアヤカシなもんだから、霊れい安あん室まるごと一つ占領してる。解剖しないと詳しいことがわからないのに、許可が下りない。福ふく尾おとかいう爺じいさんが来て、調べたんなら引き取らせてくれって言ってきたけど、それも駄だ目めそうだしな」

「で、どうなるんです？」

「俺おれに聞かないでくれ……はっきり言って、俺は窓際なんだよ。東京から化け物が来るから、誰だれが説明役引き受けるかってもめたんだ。昔から京都府警けいにいたわけじゃないから、全員一致で押し付けられてな」

　そう言うと、松まつ本もとは優ゆう樹きと夏か純すみを交互に見比べて笑いを浮かべた。

「ま、あんたらみたいに綺き麗れいなお姉ちゃんたちが来たのが、心の救いだ。こっちじゃあ、アヤカシっていうと五年前の鵺ぬえを思い出すからな」

　五年前、京都、奈良、大阪に亘わたって鵺という乙種指定生物が出現した。彼は人を殺すことはなく、ただ人間の前に姿を現して人々を不安にさせた。大阪の緊急捕ほ縛ばく部隊は彼を捕縛しようとしたが、〝現場の判断〟により捕縛は捕殺に変更され、鵺は死んだ。いったいその鵺が何を思って繁はん華か街がいや観光地、住宅地に出現したかは今では定かではない。

「……私も帆ほ村むらも甲種ですからね」

　その事件のことを、優樹はよく知らない。知ろうとはしなかったのだから、当然だ。知ってしまえば、後悔が生まれることはわかっていた。だから優樹は、情報を集められる立場にいながらその事件に対してリアクションを起こさなかった。

「じゃ、そろそろ野の中なかさんに会わせてください……夏純ちゃん、ここで待ってて。ちゃんと帽子見ててよ」

　優樹の言葉に、夏純は手をひらひらさせて答えた。

「ありゃ、いったい何のために連れてきたんだ？」

「喧けん嘩か要員ですよ」

　その言葉に、噓うそはない。




　本当のアヤカシの死体を優樹が目にするのは、実はこれが初めてだった。見る機会は少ないとはいえあったのだが、意図的にそれを避さけていた。

　優樹にとって、死は決して縁えん遠どおいものではなかった。死ぬかと思うほどの怪け我がはいくらでも負ったことがある。だがいつも、彼女は生き延びてきた。

　殺されるのは嫌いやだった。だが、寿命なら死んでもいいかもしれない。

　野中藤とう梧ごの死体を覆おおう白布を見て、優樹はそんなことを考えていた。ひんやりとした霊れい安あん室にあるのは、彼の死体だけだ。アヤカシと人間の死体を同じ場所に安置したとして、もしそのことを遺い族ぞくが知ったら、決していい顔はしないだろう。〝アヤカシと関かかわると病気になる〟という話は、どこにでも転がっている。

　現在、この部屋の中で生きている存在は優樹だけだ。他ほかの人間がいると気が散るし、何より喫煙者が側そばにいると鼻の利きが悪くなる。松本はあっさり了承し、今は霊安室の外にいた。

　野中藤梧は大きかった。白布の下にある膨ふくらみは一応人の形をしてはいたが、縦たては三メートル、横は一メートルほどもあった。彼を覆おおう白布は一枚ではとても足りず、二枚の布が長々と優ゆう樹きの視界を占領している。

「……失礼します」

　十秒間の黙もく禱とうの後、そう言って会釈すると優樹は上半身の布をそっとめくった。軽く眉まゆをしかめただけで済んだのは、優樹の中の〝アヤカシ〟がさせたことなのかもしれない。

　それは青黒い皮ひ膚ふを持った巨人だった。胸板も肩幅も人間の比ではないが、その異常な大きさと肌はだの色さえ除けば、人間の男とさして変わらないといってよかった。

　その死体には、小さな丸い穴が幾いくつも幾つも開いていた。腕にも、胸にも、肩にも。狂ったようにパンチで紙に穴を開けた……そんな印象を優樹は持った。直径は一センチから五センチくらいまでと大きさこそ多少の違いはあるものの、形は全すべて見事に円形を保っている。覗のぞき込むと、死体がのっている台が見えるほどだ。銃弾が貫通してもこういう痕あとは残らないだろうし、第一穴の大きさが一定ではないから銃器による穴ではないことはわかる。たとえば槍やりを柄まで突き込んだら、こんな穴が開くのだろうか。

（……おかしい、な）

　優樹もこれほどではないが、自分の体に穴を開けられたことはある。だが穴を開けた原因の異物を取り除けば、自然と肉が縮ちぢまっていくためこれほど形の整った円にはならないはずだ。ということは、野の中なか藤とう梧ごが死ぬまでこの穴を開けた異物は彼の体に残っていたのだろうか。

　穴の肉は綺き麗れいに抉えぐれている。優樹は少し鼻を近付けて臭においを嗅かいでみた。凶器の臭いが残っていないか、確認したのだ。刃物や銃器の臭いなら、すぐにわかる。だがそれらしい臭いは何もない。ただなぜか、〝木〟のような匂においがした。まさか、木でアヤカシの肉を貫けるとは思えないが、その妙な匂いは優樹の嗅きゆう覚かくに奇妙な残ざん滓しを与えた。

　そして優樹は、彼の首の方に視線を向ける。人間よりはるかに太い首の上に、顔はのっていない。首の切断面は、鋭えい利りな刃物で斬きられたように滑らかだった。少しも乱れた痕がないところを見ると、一刀で首と頭部を別離させたようだ。

　人間業ではない、と優樹は思う。どんなに力が強く技量に優れ鋭利な刃物であったとしても、鬼の首をただ一太刀たちで刎はねることは人間には不可能だ。だが、もっと不可解なこともあった。資料によると、この首は彼の死後に切られたらしい。

　彼の死因は、この全身に開いた穴なのだろう。これだけ穴が開けば内臓は充分に貫かれている。穴の開いていない面積の方が少ないくらいだ。

　動機がまるでわからなかった。どう見ても人間の仕業ではない。だが、アヤカシにしてはやることなすことが妙なのだ。これほどの穴を開ける必要がどこにあったのか。首を持ち去る必要がどこにあったのか。彼を殺した犯人が、人間かアヤカシかさえ見当がつかない。首目当ての殺しなのか、それとも怨えん恨こん沙ざ汰たなのか。もともと殺人事件などというものに関かかわったことのない優樹には、知識はあっても推理に至ることができるほどの経験はない。

「……誰だれが、あなたをこんな目に遭あわせたんでしょうね。野中藤梧さん」

　返事など、あるわけがなかった。




　霊れい安あん室しつを出ると、松まつ本もとが壁かべに寄り掛かって待っていた。

「どうだった、何かわかったか」

「謎なぞは深まるばかりですよ。人間かアヤカシの仕業かも特定できませんでした」

　優ゆう樹きの言葉を聞いて、松本は呆あきれた顔をした。

「おい、あんた。あれが人間の仕業に見えるのか？　あんな化け物をあんな殺し方で殺せるのは、同じ化け物だけだろうが」

「動機は？」

「恨みつらみじゃないのか？　死体を激しく傷つけるって理由はたいていそうだ。もしかしたら死体に穴を開けるのが楽しいだけのサディストかもな」

「……じゃ、万が一にもそうだとしましょう。なぜ、死体を鴨かも川のような人目のつくところに流したんです？」

「死体の始末が面倒になったか、殺した奴やつが『殺したんだぞ』ってアピールでもしたかったんじゃないか？」

　松本の言葉を聞きながら、優樹は顎あごに手をやった。そしてポケットからミニボトルを取り出して、中身を少しだけあおる。

「……何か酒の臭においがした気がするが……気のせいか？」

「気のせいです」

　澄すました顔で言うと、優樹は来た道を戻り始めた。数秒遅れて、松本がそれに続く。

「……で、あんたらこれからどうする気だ？」

「発見現場を見て、野の中なかさんの職場に行って時間があれば彼の家に行ってみます。それで今日は終わりですね」

「犯人、捕まえられるか？」

「努力はします……夏か純すみちゃん、その煙草タバコ吸ったら移動するからね」

　夏純のいる場所まで戻ってきた優樹は、一度椅い子すに座ると額ひたいを手で押さえた。少し考えをまとめてみたかったのだ。そんな優樹を見下ろすと、夏純は黙だまって灰皿を持ち上げて移動させた。優樹に煙が届かない場所で、再び煙草を吸い始める。

　松本はそんな二人を交互に眺ながめた。何事かを真剣な顔で考えている優樹、ラジオを聞きながら煙草を吸っている夏純、どちらも話し掛けるには少々気が引けた。別にこちらから話し掛ける義理はないのだが、自分の仕事は東京から〝アヤカシ殺し〟を担当するために来た警けい視し庁ちよう捜査第六課の面々をサポートすることなのだ。彼は特別仕事熱心というわけでもないが、怠惰なわけでもない。それに彼の短くはない刑事生活の中で、これほど異様な事件に遭そう遇ぐうしたのは初めてだ。誰だれもが敬遠したこの事件が解決し、自分が少しでもその役に立てたとしたら日陰者の栄誉としては余りある。

　松まつ本もとにとって幸いだったのは、彼がアヤカシというものをほとんど知らないことだった。知識がないぶん松本は偏見から無む縁えんでいられたし、優ゆう樹きや夏か純すみに対してもごく普通の態度をとることができた。

「……おい、煙草タバコばかり吸ってないで、少しは上司の考えに付き合ってやったらどうだ？」

　とりあえず松本は、何も考えていなさそうな夏純に声をかけた。夏純はイヤホンを外すと、目を瞬まばたかせて彼を見返す。

「あたしは考えること苦手だから。頭よくないし」

　人差し指と中指の間に挟はさんだ煙草をしばらく見つめた夏純は、ラジオをポーチの中にしまうと煙草を吸うことだけに専念し始めた。

「まさかとは思うが、本当に喧けん嘩か要員なのか？」

「うん」

　松本は無言で頭を振った。しかたなく優樹の方を見ると、彼女は彼女で床をじっと見つめている。右目には包帯が巻いてあるために左目だけしか見えないが、その目がやけに鋭するどく見える。二十五歳でこんな目ができる女を見たのは、松本は初めてだった。幾いくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけた叩たたき上げの目。

「松本さん」

　その左目が急に自分を見上げたため、松本は一いつ瞬しゆん腹が引っ込むほど息を吸った。

「何だ？」

　自分がどもっていなかったことに、少し安心する。

「首を持っていくってことに、何か理由があると思いますか？」

「ああ、そうだな……死んだ後に切ったってのはわかってる。首が必要だったのかもしれないが……。身元確認を遅らせるためなら鑑かん札さつを持っていくはずだしな」

　鑑札とは、委員会登とう録ろくをしたアヤカシが持たされる小さな金属板のことだ。内閣公認のアヤカシには様々な義務と共に権利も生ずるが、委員会登録の場合は義務も権利も少ない。その少ない義務のひとつが、鑑札の常時携帯である。

「化け物……野の中なかの死体が見付かった時、一応服は着てた。ぼろぼろで服の機能は果たしてなかったけどな。で、奴やつのちぎれたベルトのところに鑑札が付いていた。これがなかったら、身元確認が少し遅れたかもな」

「……じゃあ、何で首を持っていったんでしょうね」

　ここで松本は、優樹の意図を察した。自分の疑問を口に出し、それに何らかの返答を得ることによって彼女は彼女の思考をまとめようとしているのだ。

「そうだな……とんでもない理由だったりしてな。ただ単に首を集めたいって奴がいるかもしれないぞ。首フェチの変態かもな」

　口調は冗談めいているが、松まつ本もとは真剣だ。自分の答えが正しいなどとは毛頭思っていない。あらゆる方向性を示すことが、今は重要だ。優ゆう樹きにしか思い至らないことがあるし、松本にしか考えられないこともある。そこから新しい考えが生まれるかもしれない。

『捜査の基本は足』、それは間違いではない。だが集められた情報を、一度まとめることも捜査には必要なことだ。

「あんたはアヤカシか人間の仕業かも特定できないって言ったが、何でそう思うんだ？」

　だから優樹は、松本の問い返しに自分の考えを披ひ露ろうした。

「これはアヤカシの一般論になりますけど、アヤカシって人間は殺してもアヤカシ同士で殺し合うことってあまりないんですよ。それに、そういうことになったらちゃんと死体を片付けるはずです」

「そりゃあくまで一般論なんだろ？　それに、そういう知識がない馬ば鹿かなアヤカシだっているんじゃないのか？」

「まあそうかもしれませんけど……。アヤカシって怨えん恨こんが絡むと、殺すことに抵抗ないですし。すごく復ふく讐しゆうにこだわりますから。……夏か純すみちゃん」

「なにー？」

　煙草タバコを吸うことにばかり集中しているように見える夏純だったが、優樹に声をかけられるとすぐに返事をした。

「あたしがアヤカシでも人でもいいから、誰だれかに殺されたらどうする？」

「できれば阻止しに行く。できなかったら、殺した奴やつを殺しに行く。あんまりそんなこと考えたくないけど」

　平然と答える夏純を、松本はあっけにとられた顔で見た。夏純の表情は何も変わらず、口調も『煙草を買いに行く』ことを宣言するのと同じに聞こえた。

「……ちょっと聞きたいんだが、アヤカシにとって殺したり殺されたりするのって日常茶飯事なのか？　それともあのねえちゃん、もう誰か殺してたりするのか？」

　灰を落としている夏純の横顔は、人畜無害とは言いがたいが殺人者にはとても見えない。

「いいえ、あの子は人間もアヤカシも殺したことはありませんよ。……帆ほ村むらは若い子ですけど、ああいう考え方は魂に染み付いているのかもしれませんね」

「……そうなのか……、じゃ野の中なかはどこかのアヤカシに恨みを買ったんじゃないか？」

「彼の友人に聞きましたが、少なくとも京都のアヤカシで彼を殺すようなのはいないそうですけど」

「京都にはいなくても、大阪にはいるかもしれないぞ？」

「うーん……」

　一度会話を打ち切ると、優樹は腕を組んで天井を見上げた。煙草を吸う場所であるここの天井は、やにで黄色くなっている。

「こうしてみると、可能性なんていくらでもあるんですねえ……」

「そりゃそうだ。蓋ふたを開けたら、今まで俺おれたちが言ったどの可能性とも違うかもしれん。でも俺かあんたのどっちかに正解があるような気がするけどな」

「……だといいですけどね」

　優ゆう樹きは夏か純すみが吸っている煙草タバコを見た。もうフィルターに火が届く寸前であり、夏純が無理をして煙草を吸っているのがわかった。

「夏純ちゃん、煙草吸い終わった？」

　その言葉を待っていたかのように、夏純は灰皿を元の場所に戻してから煙草を消す。

「終わった終わった。お話は終わったの？」

「一応ね」

　麦わら帽子を持つ優樹を見て、夏純は新しい煙草をまたポーチから出して咥くわえた。

「じゃ、どうもお世話になりました。もうお会いすることはないかもしれませんが……」

　その優樹の挨あい拶さつに、松まつ本もとは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「あんたら、俺の助けはいらんのか？」

「助けてくれるんですか？」

「当たり前だろうが」

　優樹にとって、松本の言葉は意外だった。警けい察さつの協力などろくに得られないと思っていたからだ。この松本という人間が自分にまったく情報を与えてくれないことも、優樹は覚悟していた。それなのに、彼は自分から協力を申し出てくれている。

「ありがとうございます。でもまだどうやって調べていくか方針を決めていないんです。それを決めて、あなたに頼めそうなことがあったら遠えん慮りよなく頼みますよ」

「ああ、そうしてくれ。携帯か何か持ってるか」

「はい」

　お互いの携帯電話番号を教え合うと、松本は自分の職場へ、優樹と夏純は新たな捜索に向かった。




　片かた倉くら晃こうは鴨かも川がわ公園に来ていた。鴨川の河か川せん敷じきを整備することによって造られた公園は、京都市内の複数の区にまたがっている。しっかりと整備されたその道を、晃は川岸を眺ながめながら上流へと歩き続ける。陽ひ射ざしが強いため、頭がだいぶ熱くなってしまっていたが、今さら『帽子を持ってくればよかった』と後悔しても遅い。

　ポケットからハンカチを取り出して汗を拭ぬぐう。いっそのことタオルを首から下げた方がよかったかもしれない、と晃は汗を吸いすぎたハンカチを見た。しかしタオルが入った鞄かばんは京都駅のロッカーに預けてあるため、ここにはない。今晃が持っているのは、彼の生命線とも言える木刀が入った布袋だけだ。

　晃こうはハンカチをしまうと、少し頭を振った。鬼の死体が発見された場所が鴨かも川がわ公園ということしか情報がない。そのため、晃は丸まる太た町まち橋からずっと歩き続けてきた。対岸にあるのも鴨川公園なのだから、こちら側を歩き終わったらあちらも歩かなければならない。長時間歩くことは構わないが、自分が時間を無む駄だにしているような気がして少々焦ってしまう。

　発見現場を見たからと言って、重要な手掛かりがあるとは思えない。だが少しでも何かがあればこの木刀が反応してくれるだろう。これこそが、〝鬼おに斬ぎり〟を発見するために不可欠な物なのだから。布の上からしっかりとそれを握り締しめると、晃は対岸の方を見た。賀か茂も大橋まで上ったら、とりあえずあちら側を下ろう。そう思った時に、晃の目はある光景に釘付けになった。

（……あれは……）

　道から外れて、鴨川のすぐ岸に二つの人影が見える。一人はしゃがんで川を覗のぞき込み、もう一人は立ったままそれを眺ながめていた。それだけなら、晃もさして気にはしなかっただろうが、しゃがんでいる人間の頭髪の色が黒くなかったのだ。

　真っ白な髪だった。

（片かた倉くら……優ゆう樹き……か……？）

　晃の目は常人よりはよく見えるが、さすがに細かい顔の造形はここからではわからなかった。

（……〝鬼斬り〟を探しに来たのか……浦うら木きや飯いい田だがあれのことを察知しているかはわからないけど、〝鬼斬り〟が関かかわっていることをあの二人が知っていたら、彼女をよこしたりはしないはずだ）

　浦木はどうだかわからないが、飯田なら自分から出てくるだろう。特高ではなく片倉優樹が出てきたのだ。まだ〝鬼斬り〟の存在には気が付いていない、と思いたい。

　さて、どうするか。ここでの接触は予想外だが、もし彼女に自分が知っていることを全すべてぶちまけたら、クロスブリードにとっては有利な展開になるはずだ。自分なら、彼女を説得できる。自らを〝主〟と名乗るあの尊大で凶悪、そして地上最強の化け物と対抗する時の切り札に使えるし、彼女の人脈も手に入れられる。

　一いつ瞬しゆん、晃の脳裏にあの相あい川かわ虎とら司じの顔がよぎった。鵺ぬえへのとどめを邪じや魔ました、ふざけた態度のアヤカシ。片倉優樹を仲間にしたら、あいつもついてくるのだろうか。

　彼のことを頭から振り払い、あらためて対岸に注意を向ける。だが、そこで晃は固まってしまった。対岸にいる二人が、自分の方を見ているのだ。しゃがみ込んでいた白髪頭はいつのまにか立ち上がっている。

　自分を見ているわけではない。晃はそう思いたかった。いや、むしろ自分のことを不ふ審しん人物と誤解して向こうから接触してくれないだろうか。そうすれば、全てを話すことができる。特別高等治安維持局の存在、その構成員である飯田や浦木のこと、そして彼らの頂点に立つ者がなしてきたこと。

　だが、二人はすぐにきびすを返すと土手の斜面を上っていってしまった。

　走って追いかけるか。晃こうは一いつ瞬しゆんだけ考えたが、結局できなかった。あの白髪頭が片かた倉くら優ゆう樹きだったとしても、もう一人は特高に所属しているアヤカシかもしれない。自分の顔は特高には知れ渡っているのだ。もし自分が京都に来ていてしかも〝鬼おに斬ぎり〟を探していることがばれたら、特高から応援が来てしまうだろう。そうなったら、もはや〝鬼斬り〟を探すことなど不可能だ。それに特高のアヤカシではないとしても、片倉優樹以外のアヤカシに自分の存在を知られたくない。

（……また機会はある）

　自分が言わなくとも、いつか彼女は知ることになるはずだ。

　あの[image: Ω]オメガサーキットの全ぜん貌ぼうも。

　晃は、二人の姿が見えなくなるまでその場を動くことはなかった。




「ねえ、優ゆうさん。次はどこ行くんだっけ？」

「……野の中なかさんが働いていたっていうガソリンスタンド」

　腕時計を確認すると、午後四時になろうとしている。京都駅のすぐ近くにあるビジネスホテルを予約してあるが、ガソリンスタンドに行ってさらに野中の住んでいたアパートまで行くとだいぶ遅くなってしまうだろう。ガソリンスタンドで話を聞き終わったら、京都駅まで戻ってロッカーから荷物を出し、チェックインくらいは済ませておいた方がいいかもしれない。

「で、あそこの臭においで何かわかったの？」

　夏か純すみは預かっていた麦わら帽子を指で回して遊んでいたが、すぐに飽きて優樹の頭にのせた。

「あんまり……野中さんと人の臭いしかなかったな。ほんとは殺害現場がわかればいいんだけどね……」

　現場は上流なのだろうと優樹は考えている。しかし、この鴨かも川は賀か茂も川と高こう野や川という二つの川が合流した川だ。上流を散策するとしたら、どちらか一つに絞らないと時間がかかりすぎる。それにどこかの橋の上から落とした可能性もある。橋を一つ一つ調べるだけでも、結構な手間だ。

　松まつ本もとに手伝ってもらってもいいかもしれないが、彼では優樹の知りたいことはわからない。優樹が捜しているのは、〝野中藤とう梧ごの臭い〟だ。人間である松本に、それを嗅かぎ取ることはできない。もっとも、アヤカシなら誰だれにでも探せるわけではない。優樹ほど優れた嗅きゆう覚かくを持っているアヤカシは、知り合いの中には相あい川かわ虎とら司じくらいだ。そして、ここに虎司はいない。

　別に虎司を連れてきたかったわけではない。確かに虎司なら、野中の臭い探しには一役かってくれる。だが虎司には学校があるし、たとえ長期休みであったとしても彼との京都行きは避さけたかった。虎司は普段の態度に少々問題がある。夏純もその点では大差ないが、普段はおとなしくしてくれる。

「ところでさ、さっき川の向こう見てたけど、何見てたの？」

　川かわ面もを覗のぞき込んでいた優ゆう樹きが立ち上がった時、彼女は鴨かも川の対岸を見ていた。夏か純すみもそちらを見たが、流れる水の向こうには道を歩いている人や走っている人、ただ川を眺ながめている人しかいなかった。

「いや、誰だれかがあたしたちの方を見てるような気がして……気のせいだと思うけどね」

　川の対岸に小さな子供がいたのが見えたが、彼はきっと川を眺めていたのだろう。警けい戒かい心ばかり高まっているようだ。いくら捜査に来ているとはいえ、もう少し気楽にいきたい。

「ふーん……あ、優ゆうさん、東ひがし大おお路じ通どおりってどこにあるの？」

「えーと……」

　優樹はポケットサイズの京都市内地図を取り出した。

「ここまっすぐ行ったところにある橋を渡って、次の大きな十字路が東大路通みたい」

「京都って、何か道にいちいち名前がついてて面白いわね。覚えるのが大変そうだけど」

「そうだね、ほら、地図見てごらん。まっすぐな道が縦たて横よこにあるから碁ご盤ばん目めみたいでしょ」

「ああ、そうなんだ！　初めて気が付いたわ！」

　夏純は優樹から地図を受け取ると、感心したように眺ながめ始めた。そんな夏純を笑いながら見ていたが、優樹は彼女のことを考えていなかった。

（……もし、野の中なかさんを殺した誰かと戦うことになったら……）

　犯人像がまるで摑つかめていないが、考えられないことではなかった。野中は見るからに強そうなアヤカシだった。その彼を殺せるのだから、相手の力はどれほどのものか。

　そういう事態にはならない方がいいのだが、その時のための夏純である。夏純は強い。純粋な殴り合いではもちろん優樹より強いし、それ以外の力も夏純は持っている。だが彼女が本気で戦ったら、周辺に与える被害が心配だ。

「夏純ちゃん……」

「なーにー？」

　夢中で地図を見ていた夏純だったが、優樹の呼びかけにはすぐ顔を上げて答えた。相変わらず火のついていない煙草タバコを咥くわえ、器用に喋しやべっている。

「いや、呼んでみただけ」

「そう？　変な優さん」

　夏純は笑うと、また地図を見始めた。彼女はよく笑う。些さ細さいなことでも笑う夏純を見ると、優樹も少し楽しくなってくる。そんな夏純を見上げながら、優樹も口元に笑いを浮かべた。




　そのガソリンスタンドで警察手帳を見せて「野中藤とう梧ごさんの話を聞かせてほしい」と言うと、すぐに事務所に通されお茶を出してくれた。灰皿があるのをいいことに、夏純はさっそく煙草を吸っている。

「……刑事さん。野の中なかはいったいどこに行ったんですか？」

　ガソリンスタンドの店長から逆に質問されてしまい、優ゆう樹きの方が困ってしまった。

「それを調べるために、話を聞きにきたんですが……」

　野中藤とう梧ごという『人間』は、行方ゆくえ不明ということになっている。委員会登とう録ろくをしたアヤカシは、自分がアヤカシであることを公表する義務はない。裏を返せば、『自分がアヤカシであることを人間に言いたくない』アヤカシが委員会登録をするのだ。野中が公表を望まなかった以上、彼はあくまで人間として扱われる。

　そして野中が『死んだ』ことを人間の知人に言えば、死体に対して『最期の別れ』をしたがるかもしれない。そうなれば、彼が人間でないことなどすぐにわかってしまう。

「野中さんはどんな人でしたか？」

　優樹が聞くと、その店長は堰せきを切ったように喋しやべり始めた。

「いい奴やつで……ほんといい奴でした……図体がでかくてちょっと顔がごつくて客受けは悪かったですけど……。気は優しくて力持ちって言葉は、野中のためにあるような言葉ですわ……」

「はあ……仲のいい人とかはいましたか？」

「……いや、あんまり……いい奴でしたけど、付き合いは悪かったです。誰だれかに何か誘われても、必ず断ってました。私が知ってる限りですけど」

「そうですか……じゃ、誰かに恨まれているとか、そういう話はありませんでしたか？」

「いえ、全然……刑事さん、あなた、野中が犯罪に巻き込まれたとか、そんなことを考えてません？」

「そういう可能性も、考えられますよ」

　夏か純すみが優樹の方を見たが、何も言わなかった。

「……犯罪なんか自分らには縁えんがないと思ってましたが、そうでもないんですね。……刑事さんの役には立ちたいんですけど、私は野中のプライベートなことはほとんど知らんのです。七月二日の午後五時に見たのが、最後でした……。三日は休みをとってて、四日からずっと無断欠勤してて……電話にも出んで……。いったいどこにいるんだか……」

　京都府警けい察さつの霊れい安あん室。そんなことは口には決して出せない。

　しかし死亡推定時刻が少しだけだが割り出せたのは収しゆう穫かくだ。二日の午後五時から四日の午前二時。その間の時間に野中藤梧は何者かに殺されたのだ。もう少し時間と場所が特定できればいいのだが、その情報はここでは得られそうにない。

「そうですか……では、何か気が付かれましたら京都府警の松まつ本もとに連絡してください。それでは失礼します」

　もし何かあったら、彼が自分の方に折り返してくれるだろう。優樹はそう言うと立ち上がった。夏純は煙草タバコを消すと、先に立って扉とびらを開ける。

「あ」

　ガソリンスタンドの店員数名が、そこにたむろっていた。夏か純すみと目が合った彼と彼女らは、慌てて駆け出していく。

「……何やってんだろうねえ……立ち聞きでもしてたのかな」

「さあ……じゃ優ゆうさん行こうか」

「……あの……刑事さん……どうか野の中なかの奴やつを見付けてください……」

　そう言って頭を下げる店長を、優ゆう樹きは複雑な思いで見つめた。どうがんばったところで、野中藤とう梧ごはこの世にはいない。それとも彼がアヤカシであることを言って、彼の死体を見せつけてやった方がいいのだろうか。

「ええ、がんばります」

　優樹はそう答えることしかできなかった。

　ガソリンスタンドにいた時間はそう長いものではなかったが、外に出ると少し日が傾いていた。夏なのでまだ周辺は明るいが、そろそろ京都駅まで戻った方がいいだろう。

「じゃ、夏純ちゃん……」

「あの、刑事さん……」

　背後から声をかけられて振り返ると、そこにはガソリンスタンドの店員がいた。アルバイトの学生だろうか、まだ二十歳はたち前の女の子だ。

「あ、さっき立ち聞きしてた一人だ」

　夏純の指摘に、彼女は真っ赤になって頭を下げた。

「す、すいません……でも、皆藤梧さんのこと心配なんです……」

「ああ、そうでしょうね……大丈夫、ちゃんと捜してみせますよ」

　心にもないことを言っている。そういう自覚は優樹にもあった。だが、それでも優樹はそう言わなければならなかった。

「……で、あなたは何か野中さんの失しつ踪そうについて何か心当たりでも？」

　こうやってわざわざ追いかけてきたのだから、彼女は何か知っているのだろう。あまり役に立つ情報が手に入るとも思えないが、それでも優樹は聞いた。

「……あたしたちには藤梧さん、何も言わなかったけど、彼女なら知ってるかもしれないんじゃないですか……刑事さんはもう調べてるかもしれないけど……」

「彼女？　彼女って誰だれですか？」

　優樹が聞き返すと、その店員は困ったように顔を伏せた。

「名前は知りません……。あ、あたし、藤梧さんに告白したんです。そしたら藤梧さん、『自分には付き合ってる人がいるから』って……ふられちゃいました」

「それはいつのことですか？」

「四月……くらいだったと思います」

　野中藤梧にそんな人がいたとは初耳だ。もっとも今でも交際をしているかはわからないが、会ってみる価値は充分にあるだろう。名前もわからないというのは少々困るが、野の中なかの家に行けば手掛かりくらいあるかもしれない。

　事務的に考えながら、ふと優ゆう樹きは違う思いに至ってしまった。その彼女は、きっと野中藤とう梧ごがアヤカシであることを知らなかっただろう。もし知っていても、二人は普通に付き合うことができたのだろうか。

　鬼と人との間に、その関係は成り立っていたのだろうか。

「……それ以外には、何かご存じじゃありませんか？」

「いえ……それだけです……藤梧さん、見付けてくださいね……」

　自分の仕事に戻っていく彼女の後ろ姿を見て、夏か純すみが何気なく言った。

「野中ってアヤカシさあ、人に好かれてたのね」

「……そうだね」

「でも人ってさあ、アヤカシだってわかると掌てのひら返すわよね」

「……そうじゃない人もいるかもね」

　優樹の言葉は短かった。
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　優樹と夏純の二人がそのビジネスホテルに着いて手続きを済ませ、部屋の中に荷物を放り込んだ時は六時を過ぎていた。そう広くはない部屋にベッドが二つにテーブルと椅い子すがある。食事は別料金だが、優ゆう樹きも夏か純すみもそう食べる方ではないので問題はなかった。

「京都一日目終わりー」

　夏純は上着と帽子を脱いで放り出すと、勢いよくベッドに腰を下ろした。優樹は帽子を取りはしたが、上着は脱がずに夏純に注意する。

「ハンガーあるんだから、ちゃんとかけないと駄だ目めでしょ」

「はーい」

「……で、あたしはちょっとお酒飲んでくるけど、夏純ちゃんはどうする？　一緒に行く？」

「んー？　ご飯はいい、お昼に食べたので充分」

　そう言うと、夏純はベルトにつけたポーチを外し始めた。この作業を始めたということは、夏純はしばらくこの部屋を出る気はないということだ。

「じゃ、ちょっと行ってくるね。疲れたら寝てもいいよ」

「はーい、じゃ行ってらっしゃい」

　こうして、優樹と夏純は別行動を取ることになった。




　その頃ころ、神奈川の山やま崎ざき家では。

「ねー、太た一いち。明日は梅の木ちょっと切ってくんない？　お隣となりさんに枝が出ちゃってねえ、邪じや魔まだから切ってほしいって言うのよ。ほら、父さんも母さんも仕事だし、一かず実みや三さぶ朗ろうには無理でしょ？」

　母の佳よし実みが台所から叫んでいるので、座ざ敷しきで夕刊を読んでいた太た一いち朗ろうも叫び返した。

「俺おれ、左腕骨折してんだぞ。それに俺は休みに来たんで家事をしに帰ってきたわけじゃない」

「何言ってんの、お前右腕一本でも木に登れるじゃない。鉈なたで適当にばさばさ切ってくれりゃいいから」

「明後日あさつての夜は帰るんだから、働かせないでくれよ」

「兄ちゃん、お茶。夕刊読んだ？」

　いきなり一実が座ざ敷しきに入ってきて、太一朗の目の前に茶ちや碗わんを置くと座布団に座った。

「ああ、ありがとう……まだ読んでないから、少し待ってろ」

　一実は、しばらく黙だまってそこに座っていた。珍しい、と太一朗が思った瞬しゆん間かん、とんでもない発言をして太一朗を驚おどろかせた。

「兄ちゃん、結婚するの？」

「……は？」

　これ以上はないという間抜け面をしてしまった太一朗は、読んでいた夕刊を下ろして一実を見た。

「違うの？」

「……お前、いったいどこからそういう発想が出てきたんだ」

「だって兄ちゃん、突然帰ってくるんだもの。あたしてっきり、東京で彼女見付けて兄ちゃん単純だから『結婚を前提にしたお付き合いを』とか言って、うちに連れてくるのかなあって期待してたんだけど……いつもは全然帰ってこないし」

「……そんなわけないだろ」

「なーんだ、つまんない。母さんと一緒にちょっと期待してたのに。……で、彼女できた？　警けい察さつ官って出会いはあんまりないんでしょ？　合コンとかやるの？」

　好奇心を丸出しにして聞いてくる一かず実みを、なかば呆あきれ顔で見ながら太た一いち朗ろうは手を振った。

「宿題でもやってろ」

「なに、いないの？　あたしね、兄ちゃんが結婚したら亭主関白になるか奥さんの尻しりに敷しかれるかどっちかだと思う」

　そう言ってから、妹は兄の顔をしみじみと眺ながめた。

「見た目はねえ……まあ置いといて」

「……俺おれを馬ば鹿かにしてるのか？」

「性格は……わがまま、短気、自己中、単細胞……っと」

「………………」

「身長はいいとして、学歴は高卒だけど、気にしない人は気にしないし。収入はそこそこ。公務員っていうのは、堅実派にはポイント高い……といいわよね」

「お前は、結婚相談所で働くつもりか？」

「ま、この家は兄ちゃんが継ぐとしても、舅しゆうと、姑しゆうとめがついてくるのが難点と言えば難点ねえ……長男だし……ほんと、大丈夫？」

「……どうして二十歳はたちで結婚のこと心配しないといけないんだ……」

「兄ちゃんが、駄だ目め人間だから」

　あまりといえばあまりの言葉に、太一朗は右[image: 拳]こぶしを握り締しめてしまう。

「だってさあ、兄ちゃんの同級生にだって結婚してる人何人かいるじゃない？　ほら、この間だって結婚式の招待状来たでしょ？　そっちに転送したけど、ちゃんと行ったの？」

「……行かなかった。祝電は打っておいた」

「あ、そういうの喜ばれないわよ？　ご祝しゆう儀ぎ贈おくらないと」

「ほっとけ」

　不ふ機き嫌げんそうに新聞を読んでいる兄を見て、一かず実みはまた黙だまり込んだ。だがすぐに何かを思い付くと太一朗に声をかける。

「兄ちゃん」

「何だ」

「横よこ浜はまスタジアム連れてってよ」

「……ちょっと待て。なんでいきなりそうなるんだ？」

「行きたいから。兄ちゃんだって、たまには横よこ浜はまベイスターズの勇姿に心奮ふるわせたいでしょ？」

「連敗中だけどな」

「兄ちゃん、そんなことでいいと思ってるの！　勝っても負けても、横浜を応援せずに何の神奈川県民！」

　なぜか力説する妹を、太た一いち朗ろうはどこか冷めた目で見返した。

「親父おやじは巨きよ人じんだし、三さぶ朗ろうは阪はん神しんファンだぞ。そんなこと言ったら、広島県民はカープしか応援できないだろうが」

「いいのよ、今のは言葉のあやってもんだから。さあ、明日の試合は……」

　一かず実みはやおら朝刊を取り出すと、スポーツ面を開いて読み始めた。明日の試合予定でも見ているのだろう。だが急に朝刊を畳の上に置くと、大げさなため息をついた。

「……ああ……何でよりによって、横浜対阪神なのよ！　これじゃさぶを連れていけないじゃない！」

「そりゃそうだ……」

　家族内で応援する球団が違うと、対戦によっては野球観戦に行けない。太一朗と一実が横浜を応援しているその隣となりに縦たてじまはっぴと黄色いメガホンを持った三さぶ朗ろう次じがいたら、他ほかの横浜ファンの怒りを買うことは間違いない。

「ああ……情けない……さぶったらどうして阪神ファンなのよ……」

「三朗の趣しゆ味みだからいいだろうが」

「……今日のところはあきらめてあげるわよ。じゃオールスター戦のチケット取れない？」

「取れるか」

「そりゃそうよね……」

　一実が次の話題に入る前に、玄関のガラス戸が開く音がした。

「ただいまー」

「あ、親父おやじだ。久し振りだから出迎えてやるか」

　太一朗が玄関先に行くと、背広姿の父一かず彦ひこが座って靴くつを脱いでいるところだった。

「おかえり、親父」

　背後からかけられた声に、一彦は驚おどろいて振り返った。その大きな男が自分の息子であることに気が付くと、安あん堵どの表情を浮かべた。

「……何だ、太一か……驚かせるな……おかえり」

　一彦は立ち上がると、笑って太一朗のぶあつい肩を叩たたいた。身長だけなら二人はほぼ同じ背丈なのだが、太一朗の方がはるかに筋肉質なので父親の方が小さく見えてしまう。

「親父、何か瘦やせてないか？」

　自分が上京する前は少し中年太りだった父親の腹は、少しへこんでいた。神経質なところのある一かず彦ひこは、何か精神的重圧があるとすぐに体形に影えい響きようが出てしまう。彼が瘦やせている時は何かあった時だということを太た一いち朗ろうは知っていた。

「ああ、いや、気のせいだ。少し疲れてるんだよ。もう少ししたら、夕ご飯だろ？　着替えてくるからな、色々話そう……母さんただいまー」

　眼鏡めがねを外しながら、一彦は台所の方に行ってしまった。太一朗は少し釈然としない表情で座ざ敷しきに戻ると、夕刊を読んでいた一かず実みに声をかけた。

「なあ、親父おやじ何かあったのか知ってるか？」

「んー？　ああ、言うと思ったわ……父さん、兄ちゃんが出てってから瘦せたのよ。ほら、父さん気が弱いから、もし今うちに何かあったらどうしようとか考えてるんじゃないの？」

　一彦は気が弱いというよりは心配性なのだ。自分が家にいない間に、家族に何かありはしないかとよけいな心配ばかりしている。

　かつて山やま崎ざき家に空き巣が入ったことがあるのだが、当時中学二年生だった太一朗が帰宅時に発見して殴り倒したのだ。警けい察さつに表彰されたり校長に褒ほめられたりと色々あったが、父の喜びようもかなりのものだった。

『お前がいれば、うちは安心だな』

　そう言った時の一彦は、本当に嬉うれしそうだった。思えばあの時から、父の心配性は軽くなって少し太り始めたのだ。

「親父の心配性、治ってなかったんだな……俺おれがいなくなったくらいであれじゃあ、お前が嫁に行ったらどうなるんだ？」

「子離れができてないのよねえ、父さん」

　自分たちの父を少々悪く言うと、太一朗と一実は少し笑った。

　だが、と太一朗は思う。自分がこんなことをしている間に、彼女は何をしているのだろう。たまには、自分のことも思い出してくれるのだろうか。

　それとも、自分が殺した男のことを思い出すのだろうか。

「ていっ！」

　いつの間にか背後に忍び寄っていた一実が太一朗の腰の上辺りを蹴けり付けたため、すぐに物思いから現実に引き戻された。

「……お前、何がしたいんだ？」

　痛くはないが、妹に足あし蹴げにされて楽しい兄はいない。

「そういうことは、自分の胸に聞きなさいよ」

　結局太一朗は、自分の表情に翳かげりが落ちるたびに一実がちょっかいを出してくることに、最後まで気が付くことはなかった。




　優ゆう樹きは京都にどんな店があるのかも、何が美味おいしいのかも知らなかった。あまり食にこだわりを持たない優ゆう樹きは、とりあえず酒が飲めればいいと適当なことを考えて烏からす丸ま通どおりを歩いていた。

（……明日、野の中なかさんの家に行ったら、川を当たってみようかな……）

　気の遠くなりそうな話だが、何もしないよりはましだ。殺害現場は川に近い、と優樹は思っている。あの巨体を移動させるのは、結構な手間だ。死亡時刻は確定できていないが、昼間だったらかなり目立っているはずだ。時間は夜、なのだろう。

（……情報って大切だなあ……）

　地道な聞き込みも必要だと思うが、『青黒い肌はだをした身長三メートルくらいの大男を見ませんでしたか？』などと聞いて回るわけにもいかない。その辺りは自分の五感と体力でカバーできるつもりだが、それにも限界はある。

　もしもこれが連続殺害の始まりだとしたら。あまり時間をかけることはできない。それに祇ぎ園おん祭が始まってしまったら、今以上の人間がここに集まるのだ。そうなったら捜査もやりにくくなるし、祭の最中に事件が起きれば世論に与える影えい響きようも大きくなる。早く犯人を見付けたい。

　まだ犯人を見付けてもいないのに、なぜか優樹は令状の心配を始めた。人間だったら逮捕令状がいるし、アヤカシだったら捕ほ縛ばく令状がいる。ところがもし犯人が内閣公認のアヤカシであった場合は逮捕令状なのだから、ややこしいといえばややこしい。

　そんなことを考えていた優樹だったが、自分の横をすごいスピードで駆け抜けていった誰だれかには気が付いた。その人物が持っていた黄色い物体が、狐きつねのぬいぐるみであったことを思い出した時には、もうその姿は人込みの中に消えていた。通行人たちも驚おどろいて振り返っていたが、すぐに歩き出す。だが優樹はそのまま立ち止まると、人の邪じや魔まにならないように路の脇わきに行って考え込んだ。

（来くる栖すさん……だったね）

　後ろ姿を思い出し、やはり来栖であったことを再認識する。彼がなぜ走っていたのか、優樹はその理由を一つだけ考えた。

　彼は野中殺しの犯人を、もしくはそれの手掛かりを見付けたのではないか。その可能性は決して低くはない。優樹は来栖を追おうかとも思ったが、それはやめて彼が来た方向に行ってみることにした。あれだけ急いでいたということは、誰だれかを追っていたのかもしれない。しかし優樹には来栖が追っているのが何かはわからない。聞いたところで、鬼人を嫌きらう来栖は教えてはくれないだろう。夏か純すみがいたら、まだ彼の反応もましだったかもしれないが。

　それにしてもあの狐のぬいぐるみを、来栖はそんなに気に入ったのだろうか。すこしおかしく思いながらも、優樹は彼が走ってきた方向へと歩いていった。彼の臭においを覚えていてよかったと思う。しかしすぐにその臭いは途切れてしまい、優樹はまた立ち止まる羽目になる。

　来栖の臭いは、突然そこに出現したようだった。そして、優樹が今来た方向に走っていっている。優樹は周囲を見回して、彼が来たところがどこかを見付けようとした。そして、すぐに答えを出してしまった。

　優ゆう樹きの右手には東ひがし本ほん願がん寺の塀へいがある。彼はこの中から飛び出してきたのではないか。隣となりの車道を走る車から来くる栖すが飛び出してきた、と考えるよりはよほど可能性が高い。

　入ってみようかと優樹は思ったが、いきなり塀を飛び越すのも何なので正規の門に回ってみた。だが既すでに拝観時間を過ぎていたらしく、門は閉まっている。優樹は警けい察さつ官なのだから、寺の人間に身分を明かして中に入れてもらうことは可能だ。しかし入ってみて何かがあってもなくても、結局は困ってしまいそうな気がする。

（見付からなければいいよね……不法侵入だけど）

　優樹はしばらく門の前で人通りを窺うかがったものの、途と切ぎれることなどない。いくら日が落ちたとはいえ、まだ午後七時にもなっていないのだから当然といえば当然だ。優樹はしかたなく、誰だれも注目していないことをそこそこに確認して門を一気に飛び越えた。

　いきなり誰かいたらどうしよう、と不安になったが幸いなことに誰もいなかった。とりあえず、人目につかない茂みに隠れて来栖のいた痕こん跡せきを探そうとした時だった。

「こんばんは、お嬢じようさん。ここでいったい何を？」

　背後から男の声がした。

　優樹は動揺しながらも言い訳を考えて、ポケットの中に入っている警察手帳を出して身分を証明しようとした。しかしすぐに、自分の背後にいる誰かがただの人間ではないことを察した。警戒をしていた優樹の背後をとれる人間はそうはいない。

　鬼人を嫌きらう京都のアヤカシか、それとも。

　間合いを取るために、優樹は後ろを見ずに前方に跳び振り返った。着地した時、思ったより足元の砂利が滑って大きな音と砂煙を立てたのが気になったが、すぐにそんなことは頭から消し飛ぶ。大通りからの照明しか光源はないが、それでも優樹の目は充分に周辺を見通せた。

　彼女が振り返った先には、誰もいなかった。

　自分が跳んで振り返るまで、二秒もかかっていない。それなのに、相手は自分の視界から消えている。もし敵意がなければ、消えたりはしないはずだ。

　その時、首の横に何か硬く冷たい物が触れた。やはり気配は感じなかった。優樹は思考と感覚を研ぎ澄すましながら、次の手を考える。

　相手の正体が摑つかめない以上は、逃げた方が得策か。真剣にそんなことを考え始めた時、首に触れているその物体が小刻みに震ふるえた。それと共に、背後から小さな笑い声が聞こえてくる。

「三か月以上会っていなくても、私は君のことを忘れなかった。君はひどいな」

　その声は、聞いた覚えがある。記き憶おくはすぐに蘇よみがえり、優樹は背後に誰がいるのかを理解した。

「……フレデリック・アシュトン・クロフォードさん……ですね」

　優樹が振り返ると、そこには三月の終わりに会った墺太利オーストリア出身の吸血鬼がにこやかに笑って立っていた。彼の右手には畳まれた扇せん子すが握られており、それで軽く自分の左手を叩たたく。

「もう少し早く気が付いてほしかったな。それに私のことはフレッドと呼んでほしい」

　金の前髪をかき上げると、フレッドは胸に手を当てて優雅に一礼した。以前に会った時は整髪料を使って前髪を上げていたが、今は下ろしている。それだけでもやや印象は違って見えた。だが顔の彫りの深さや高い鼻が変わるわけでもなく、やはり優ゆう樹きの目から見ても美しかった。

　顔の半分は黒いミラーシェイドで覆おおわれていたが、それがかえって彼の容姿を引き立てている。その病的なまでの肌はだの白さも変わってはいないが、彼の体で露ろ出しゆつしている部分は頭部だけしかなかった。夏だというのに真っ白なロングコートに身を包み、その手には黒い手袋がはめられている。

「……暑くないですか？」

　他ほかにも聞くべきことは色々あるだろうに、よりによって優樹はそんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい質問をしてしまった。

「私はあまり暑さを感じないんだ。それに夏に黒いコートだと周りの人間がもっと暑苦しさを感じてしまうと思ったから、気を遣って白いコートにしたんだが……似合わないかな？」

「似合ってるかどうかは、個人の判断に任せます」

　とりあえず、フレッドの服装には納得した優樹であった。

「で、何でこんな所にいるんです？」

「こんな所とは、本ほん願がん寺の人に悪いよ、ユウキ。それにこうして偶然にも再会できたことを祝って、食事でもどうかな？」

「……それは置いといて、狐きつねのぬいぐるみ持ったアヤカシに追いかけられませんでしたか？」

「ああ、彼か。彼のことを聞きたいんだね？　話せば長くなるから、立ち話では疲れてしまうよ？　右目の怪け我がにも触るんじゃないかな？」

　どうやらこの吸血鬼は、どうあっても自分と一緒に食事をしたいらしい。そうしないと、話をしてくれなさそうだ。

「……わかりましたよ……でも私の血を吸いたいとかいうのはなしにしてくださいね」

　フレッドは口元に微笑を浮かべただけで、その問いには返事をしなかった。




　優樹が連れてこられたのは、東本願寺からさして離れていない場所にあるごく普通の活気にあふれた居酒屋だった。座ざ敷しき席に案内され、フレッドと向かい合って座った優樹はメニューを見るとビールのジョッキと鮭さけ茶ちや漬づけという妙な組み合わせを注文した。

「私が言うことではないと思うが、茶漬けというのは最後に食べるものではないのか？」

「たまにはそういう日もあります。クロフォードさんだって豆腐にワインじゃないですか」

「これはこれでいいのだよ」

[image: ]

　しかし、彼がワインを頼むのが優樹には不思議だ。この店は焼酎や日本酒に重点を置いている。ワインなど気休めにあるようなものだ。なぜわざわざこの店に来てワインを頼むのか……と優ゆう樹きは考えて、彼が自分に気を遣っていることに気が付いた。ワインを中心に出すような店に行かれたら、優樹は美味おいしく酒を飲めない。

「……で、それはさておき、どうして京都にいるんですか？」

　店の選択については内心だけで礼を済ませ、まずは疑問に思ったことを聞いてみる。

「君に絵葉書と羊よう羹かんを送ったのだが、届かなかったか？」

「届きましたけど……あの絵葉書大阪城でしたよ」

「大阪にも行ったし、絵葉書もそこで買った。でも出したのは京都だ。あの羊羹も、京都の駅ビルで買って送った物だよ。それに絵葉書に、私は京都に滞在中と書いたはずだ。君は読んでくれなかったのか？」

　あの文字を読める人間がいたらお目にかかりたい。そう言いたかった優樹だったが、やめておくことにした。

「じゃ、質問を変えます……日本を離れたんじゃなかったんですか？」

「ああ。亜ア細ジ亜アの都市をいくつか回った。日本は物価が高いことはわかったよ。それでも私はこの国が嫌きらいではない。まだ欧州ヨーロツパには帰れないから、今度は日本の西に来てみたんだ……それにしても君にまた会えるとは思わなかったよ。これを運命というのかな」

「これは純粋な好奇心で聞くんですが……どこにお金があるんですか？」

　運命云うん々ぬんが無視されたことにも、フレッドは落ち込んだりはしなかった。

「金を得る手段はいくらでもある……」

　そこで会話は一時中断された。まずはお通しとビール、そしてワインが来た。お通しは小さな螺つぶである。

「この店には三度ほど来たが、これは初めてだ。どうやって食べる物なのかな？」

「ああ、これはですね……この楊よう枝じを中の身に刺してこうやって出す……」

　優ゆう樹きが手本を見せようとしたが、螺の身は途中でちぎれてしまい楊枝にはわずかな身が残っただけだった。フレッドが黙だまって見守る中、優樹は螺の貝かい殻がらを指でつまんで割ると強引に中身を引きずり出した。

「……間違っていないか？」

「間違ってます……」

「……再会を祝って乾杯でもしようか」

「そうしましょうか」

　大ジョッキとワイングラスというまったく大きさの違う器うつわで乾杯すると、優樹はもっとも聞きたいことを口にした。

「で、あなたと狐きつねのぬいぐるみのアヤカシはどういう関係なんですか？」

　フレッドは上手に螺の中身を楊枝で取り出すと、同じ皿にのっていた塩につけて食べた。

「……私好みの味ではないな……」

「クロフォードさん」

　白ワインをひと口飲むと、フレッドはミラーシェィドを外した。その青い瞳ひとみから、優樹は反射的に目を逸そらす。彼と視線が合うと、ろくなことにならない。

「もう君に対して無粋な真似まねはしないから、安心してほしいな……。京都に来てから数人のアヤカシに会ったが、皆私を見ると嫌いやな態度をとる。彼らは早口でよくわからないことを言うから、少し身の危険を感じてね。騒さわぎを起こさないために逃げている。逃げるのは得意だからね。ぬいぐるみの彼もその一人だよ。『よそ者のケトウが』と言っていた。あの場所に逃げ込んで彼が去るのを待っていたら、今度は君が飛び込んできた、というわけだ」

「……なるほど……」

　京都のアヤカシたちは、野の中なかを殺したのがよそ者のアヤカシだと思っている。そこにどこから見ても異国のアヤカシであるフレッドがいれば、つい排他的な行動に出てしまうのだろう。復ふく讐しゆうに燃えるアヤカシというのは、そういうものらしい。

「……君ばかり質問しているが、私も少し君に聞きたいな」

「何でしょうか」

「タイチとは仲良くしているかな？」

　その質問は予想していなかったが、優樹は見事なまでに表情を変えなかった。

「ええ、仲良くやってますよ」

　鮭さけ茶ちや漬づけと冷ひや奴やつこが来た。優ゆう樹きは冷奴の皿をフレッドの前に押しやると、わさびを茶漬けに入れてかき混ぜる。

「噓うそはいけないよ、ユウキ？」

「噓はついてませんよ」

　冷ひや奴やつこにほんの少しだけ醬しよう油ゆをかけると、フレッドは優樹に容赦のない視線を浴びせた。だが優樹はフレッドの方を見ずに、ジョッキの三分の一を空にしてからお茶漬けを食べ始める。ビールで冷えた口の中に茶漬けを放り込んだため、よけいに熱く感じた。

「彼は、本当に君のことが好きだよ？　彼の人格はそう褒ほめられたものではないが、それでも彼が君を想おもう気持ちは本物だ」

「そうですか」

　優樹の答えは素っ気ない。そんな優樹の表情を見て、フレッドは眉まゆを寄せる。

「……君は、どうして彼を怖がっている？」

　見抜かれている。顔には出していないつもりなのに、あまりにも簡単にフレッドは優樹が太た一いち朗ろうに抱いている〝恐怖〟を指摘した。

「こういうことを口にするのは気が進まないが……彼に襲おそわれたのか？」

「……違いますよ」

「そうか……彼と君の関係を考えるとそういうことが起こりそうな気がしたが……」

「どういう発想ですか、それは」

　太一朗がずいぶん侮辱されているような気がした優樹であった。

「君は、彼のことが好きだろう？」

「……たぶん」

　そうだった。太一朗のことは嫌きらいにはなれなかった。

　知らなかったこととはいえ、自分の弟を殺されたのに。

〝主〟と名乗った鬼面の男の言葉が偽りであるとは、優樹は思っていなかった。彼は、優樹に対して間違いなく彼自身の心をぶちまけていた。

　山やま崎ざき太一朗が殺し、自分が荼だ毘びに付したあの高たか橋はし幸こう児じは、異母弟だった。

　もっと前に知っていたら、どうなっていたのだろう。助けることができたのだろうか。

　それともやはり、同じ結末になっていたのか。

　知らない方がよかった。知らなければ、まだショックは小さかった。

　だが知ってしまったものを忘れることなどできない。忘れるつもりもない。

「……つらいことがあったみたいだね」

　フレッドはそれだけ言うと、ワインを一口飲んだ。

「私では君を慰なぐさめることはできないようだ。……しかしユウキ、君が彼のことを好きなら時間が解決してくれるのではないかな。時間は、どんな傷にも効く唯一の薬だ。悲しくてもつらくても、時間が経たてば少しはその痛みが薄うすくなる……」

「……時間がなかったら、どうすればいいんでしょうね」

　低い優ゆう樹きの声に、フレッドは目を閉じた。

「君がしたいようにすればいいさ」

「何もしたくなかったら？」

「何もしなければいい……。しかしその時は、明日死んでもいい心構えでいないといけないよ？　何もしないということは、そういうことだからね」

「……そうですか……」

　明日、死んでもいいかもしれない。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、優樹はそう思った。

　しかし、その思いはすぐに泡となって心の底にたゆたう。

　まだ生きたい。その理由に思い至ると、優樹はビールのジョッキを握り締しめた。

「先ほどよりはいい顔をしているよ、ユウキ。君はとても綺き麗れいだ」

　気取ってワイングラスを掲げるフレッドに、優樹は少しだけ笑みを浮かべた。

「……お世辞言っても、ここのお勘定は割り勘ですよ」

「そんな気はまったくないよ。私が出すから、気にしないでくれ」

　フレッドが差し出すメニューを受け取ると、優樹はそれを眺ながめながら考える。

　今は、まだ太た一いち朗ろうのことを深く考えることはできない。彼のことを思うと、高たか橋はし幸こう児じの最期も思い出してしまう。

　思い出したくはない。

　今はまだ。

　だから、明日も生きよう。

　優樹の左目が力強さを取り戻すのを見て、フレッドは少しだけ安心した。

　この時は、優樹もフレッドも知らなかったのだ。

　優樹の右目を覆おおう包帯の下が、どうなっているのかを。
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（……あたしはいったい何をすればいいのかしらね）

　午後十時を回った頃ころ、ネジはやっと動き出した。動くと言っても、彼女の姿形を人前にさらすわけにはいかない。翼つばさはないが、ネジは空を飛ぶことができる。だが怪け我がが完治しない状態では高さも速さも維持できない。そのため、ネジは建たて物ものの屋上伝いに跳ちよう躍やくすることにした。

「だいたい、何もしなくていいから京都に行けっていうのは何なのよ」

　口に出して言ってみたものの、答えはない。答えが返ってくる方に問題はあるが。その代わり突然首が痛くなった。何かに傷口を圧迫されるような、そんな痛みだった。尻尾しつぽの蛇へびの目で首回りを見る。包帯に血が滲にじんでいた。

　傷口は既すでに塞ふさがっているはずなのに。そう思いながら、ネジは途方にくれてしまった。新しい包帯を買って巻き直すことなど、ネジにはできない。関西には知り合いのアヤカシがいるものの、しばらく会っていないのでどこにいるかもわからない。それにたとえ知っていたとしても、彼らに頼ることはネジにはできなかった。

（……痛いわ……）

　出血と共に、傷口がじくじくと痛む。手足の傷なら自分で舐なめることもできるが、彼女の口はどうあがいても背中までしか届かない。ネジは一度身を起こしたものの、またその場にうずくまった。今の彼女にできることは、ただ休息をとって傷が塞がるのを待つしかない。

（もうちょっと寝て……）

　目を閉じたネジであったが、すぐにその目を開く羽目になった。

　何かが動いている。自分以外の何かが。

　ネジはゆっくりと四本の脚でコンクリートを踏み締しめると、顔の目と尻尾の目、嗅きゆう覚かく聴覚を総動員して周辺の警けい戒かいに当たる。

　生き物の気配ではない。何も臭におわない。だが、音はした。コンクリートの上を硬い何かが引き摺すれている音。

　油断など、ネジはまったくしていなかった。それなのに。

　腹に、穴が開いた。

　血は、噴ふき出さなかった




　ベッドの上に寝そべってテレビを見て、耳ではラジオを聞き、手元にはスポーツ新聞を置いて眺ながめるという器用な真似まねをしていた夏か純すみは、急に顔を上げて天井を見た。

「……夏か純すみちゃん、どうしたの？」

　携帯用ミニボトルの残った中身を飲み干していた優ゆう樹きが声をかけると、夏純は少し首を傾かしげてからまた紙面に視線を戻した。

「上に何かいるような気がして」

「そりゃそうでしょ、ここの上にもお客さんいるだろうし」

「そうよね……ねえ優ゆうさん、ジタンがあと二十八箱なの」

「それだけあれば充分だって……」

　優樹は立ち上がると、洗面所に行ってボトルの中身を水でゆすいだ。鏡きよう台だいを見ないようにして、ただボトルを見る。自分がどんな顔をしているか、優樹は知らない。写真もよほどのことがない限り撮とらないし、撮ったところで自分では見たこともない。

　いつであろうと、自分を見るのは怖かった。

　フレデリック・アシュトン・クロフォードに会って、少しは気が晴れたと思う。彼は連絡先を教えてくれたので、全すべてが終わったらもう一度会って話をしてもいいかもしれない。

「優さーん、明日はその野の中なかさんち行って、どうするの？」

　夏純の声に、優樹はボトルに付いた水滴を落として部屋に戻った。タオルでボトルを拭ふきながらベッドに座る。

「賀か茂も川の上流を歩いてみようと思ってる。行けるところまでね」

　そう言ったものの、賀茂川は長かった。京都府の地図を買ってきたのだが、指でたどると最終的には山奥に辿たどり着いてしまう。そこまで行くことはないだろうが、これで正解が高こう野や川の方だったら、肉体的疲労よりは精神的苦痛が大きくなる。

「……夏純ちゃん、ごめんね」

「どうしたの、急に？」

　新聞から目を離して、夏純が優樹を見た。

「こんな遠くに連れてきちゃって、毎日歩くだけだから、夏純ちゃん面白くないでしょ」

「そんなことないわよ。優さんと一緒だと楽しいもの。それに歩いてて見たことのない風景ばっかり続いてるから、飽きないし。優さんったら、そんなこと気にしてたの？」

「……うん……」

　イヤホンを外して起き上がった夏純は、ベッドの上に正座をすると新聞を畳んでサイドテーブルに置く。

「あたしはね、六課辞めてから優さんに一度も連絡取らなかったでしょ。……ヤマさんがね、

『お前も少しは一人になって世間を見てみろ』って言うから、がんばって色々やってみた。楽しかったわよ、ほんと。……でね、思ったの。皆生きてるけど、優さんみたいな生き方してる人っていないなあって」

「……あたし、どんな生き方してるのかな？」

「転ぶことがわかっているのに前に進んで、転んでも自分の心配しないで周りの心配ばかりする生き方」

　自分の長い髪の毛を目の前に持ってくると、夏か純すみはその毛先をいじり始めた。

「優ゆうさんの生き方、あたしには絶対できないし、やろうとも思わない。……でもね、あたしは優さんが好きよ。まだガキだから難しいことはよくわかんないけど」

　夏純は笑うと、立ち上がって優ゆう樹きの座っているベッドの方に移動した。地図を手に持っている優樹の側そばに座ると、下から優樹の顔を覗のぞきこんだ。

「あんまり深く考えないで、気楽にいこ。ね？　楽しいこと見付けよう」

「……悪くないかもね」

　楽しいこと、か。あまり考えたことはなかったし、見付けようとも思わなかった。酒を飲む。新聞を読む。本を読む。それらは生きるためや知識を得るためのものであり、楽しんだことはなかったような気がする。

「これが終わったら、夏純ちゃんにどっか連れて行ってもらおうかな」

　そう言うと、夏純は嬉うれしそうに笑って優樹の右肩を軽く叩たたいた。

「じゃ、馬券買わなくてもいいから馬だけ見に競馬場行こ？　馬って可愛かわいいわよ、ほんと。それと野球も楽しいし。ね？」

「そうだね、行ってみようか」

　大きく頷うなずくと、夏純はスポーツ新聞をサイドテーブルの上から取り上げて優樹の前に広げた。

「あたしはね、中ちゆう日にちファンなの。……こっちの新聞は阪はん神しんとか近きん鉄てつとかの記事が多いけど。……あ、でも優さん、野球のルール知らないのよね。まずはルールから勉強する？」

「……東京帰ってからにしよ。明日からまたがんばらないといけないからね」

「はーい」

　優樹はミニボトルに詰めるための焼しよう酎ちゆうの包装を解き、夏純はそんな優樹を眺ながめながらまたラジオを聞き始めた。

　二人は、自分たちのすぐ近くで起きている事件に気が付くことはできなかった。

　時間と場所のわずかなすれ違いが、最後の事件の発生を呼ぶ。




　翌日午前九時。京都は今日も暑くなりそうだった。

　優樹と夏純は、堀ほり川かわ通どおりをのんびり歩いていた。野の中なかが住んでいたアパートは、京都市北きた区の紫し竹ちくである。優樹たちの宿泊しているホテルからは約六キロ離れている。これだけ離れていれば、普通は歩いたりしない。

　優樹は別にバス代を倹約したわけではなく、『どのバスに乗れば紫竹に行けるか』がわからなかったのだ。それに一応、この道を歩くと途中に二に条じよう城がある。外観を見るくらいならいいだろう。優樹はそう考えた。

「ほら、夏か純すみちゃん。あれが二に条じよう城だよ」

　東ひがし大おお手て門もんの前から二条城を指差して夏純に話し掛ける。帽子のつばを上げて、夏純もその方向を見上げた。

「昔の偉い人が住んでたの？」

「……ま、間違ってないけどね」

「御ぎよ苑えんに住んでた人と同じ？」

「それは違う……歴史の勉強、した方がいいのかなあ……」

「知らなくても平気でしょ？」

「……でも一般常識がないと、非常識だと思われるしね……」

　城を見るのをやめて今度は堀を覗のぞき込む。夏純はしばらく城を眺ながめていたが、すぐに飽きて咥くわえた煙草たばこの先端を見始めた。火はもちろんついていない。夏純の周辺には歩き煙草をしたり道路に吸すい殻がらを捨てたりする人間が多いが、夏純はやらない。

　夏純が煙草を吸い始めたのを見て、『煙草を吸うならこれだけは守るように』という約束を優ゆう樹きがさせたのだ。禁煙と書いてある場所では吸ってはいけない、歩きながら煙草を吸ってはいけない、吸殻を道に捨てない。それは常識なのだが、あまり守られていない常識だった。

　歴史など知らなくても、ちゃんとマナーが守れる夏純はたいしたものだ。優樹はそう思う。

「夏純ちゃん、がんばって生きようね」

「なーに、優さんったらいきなり変なこと言うんだから」

　夏純は笑うと、優樹の横に並んで堀を見た。いつも陽気な表情しか見せない夏純だが、この時だけは少しだけ不安な表情を見せる。

「駄だ目めだよ、夏純ちゃんは落ちたら死んじゃうんだから」

「落ちないわよ……でも、ほんと雨が降らなくてよかったわ」

　今日も快晴で、雨が降る気配はない。

「そうだね……じゃ、行こうか」

　二人は二条城の外見だけを見ると、また歩き出した。そして二人が野の中なかの住んでいたアパートに到着した時には、午前十時を過ぎていた。二階建ての結構古そうなアパートだ。あまり家賃は高そうには見えない。ここの二〇四号室に野中は住んでいたそうだ。優樹はまずここに住み込んでいる管理人の部屋に向かった。野中の部屋を見せてもらうための許可を貰もらって、鍵かぎを借りなければならない。

　管理人の部屋番号は資料に載っていたので、優樹は夏純を引き連れてその部屋のチャイムを押した。じーっ、という特徴のある音が響ひびく。三十秒ほどしてから、ゆっくりと扉とびらが開いた。

「……どなたさん？」

　瘦やせぎすの老人が顔を出して、優樹をじろじろと見た。

「……保険なら、間に合っとるよ」

「あ、私警けい視し庁ちようの者なんですけど……」

　優ゆう樹きはポケットから警察手帳を取り出して見せた。自分が警察官であることを証明する時は、表紙ではなく階級や名前が明記してある中身を提示することが警察法で義務付けられている。しかし優樹は理想的な警官というにはほど遠いので、そういう法律は無視していた。

「……京都府警察って書いてねえな……警視庁だあ？」

「ええ……まあ……野の中なかさんの部屋を見せていただきたいんですけど」

　老人は目を見開くと、眼鏡めがねをかけ直して優樹を見下ろした。

「あんたら、警察か……」

　今、警察手帳を見せたばかりだろう。そう言いたかったが、優樹は黙だまっていた。

「……あいつ、しばらく顔見んと思ったら、警察の厄やつ介かいになっとるんか……」

「いえ、野中さんの捜索願が出されましたので、手掛かりを探しているんです」

　捜索願など誰だれも出していないが、話が長くなるので優樹は噓うそをついた。

「……で、部屋を見たいって？」

「はい」

　老人は黙って引っ込むと、一分後に小さな鍵かぎを持って戻ってきた。

「ほれ」

　優樹の手に押し付けると、彼はそのまま部屋の中に戻ろうとする。

「あの、立ち会ってくれないんですか？」

「ああ？　あんた、警察にしちゃあ腰が低いから、別にいいよ。何年前だかに刑事に会ったが、あの横柄な口ときたら……あいつに比べりゃあ、あんたは礼れい儀ぎ正しいからほっといても大丈夫だろ……用が済んだら、うちの郵便受けにでも放り込んどいてくれ」

　老人は一度だけ夏か純すみを見上げた。緊きん張ちよう感のない笑顔を向けている夏純を一いち瞥べつすると、そのまま引っ込んでしまった。

「……で、どうするの？　優ゆうさん」

「ま、見てみようか」

　優樹と夏純は、二階への階段を上った。

「あたしの住んでるところと同じくらいぼろいわね。よく燃えそう」

「……そういう発言は駄だ目めだよ、夏純ちゃん」

　一番端の部屋なのだから迷いようがない。優樹はその部屋の前に立ち鍵穴に鍵を合わせようとしたが、急にその動きが止まった。

「……誰か、中にいるわね」

　夏純が、本当に小さな声で言った。優樹は軽く頷うなずくと、左目を閉じて聴覚を二〇四号室の中に集中する。そう厚くもない扉とびらだ。何か物を動かす音、歩く音、そして〝人〟の呼吸音。それらが周囲の雑音に混じって聞こえてくる。

　そうやって耳の感度を上げていたため、突然発生した機械音の大きさに一いつ瞬しゆん耳が痺しびれた。

「……痛い……」

　その機械音は、普通の人間にも充分に聞き取れる音だった。

「優ゆうさん、この音って……」

「……掃除機だね……」

　つまり野の中なか藤とう梧ごの部屋にいる〝誰だれか〟は、彼の部屋を掃除しているのだ。少し拍子抜けした優ゆう樹きだが、すぐに次の疑問に思い至る。野中と管理人以外にこの部屋の鍵かぎを持っている人物とは、いったい誰なのか。生前の野中とよほど仲のいい誰かなのだろうが。

（……ああ……彼女なのかな……）

　ガソリンスタンドで聞いた話が、ここで信しん憑ぴよう性を増した。来くる栖すも野中と仲が良かったらしいが、野中殺しの犯人を見付けようと躍やつ起きになっている彼がこんなところで掃除をしているとも思えない。

　とりあえず優樹は、呼び鈴りんを押してみた。掃除機の作動音が聞こえなくなってからしばらくした後、

「どなたですか？」

　と言う声が聞こえた。若い女の声だ。

「すいません、私警けい視し庁ちようの片かた倉くらという者です。野中さんのご家族でしたら、お話をお伺いしたいんですけど」

　野中に家族などいないことは知っていたが、他ほかに言葉が思い付かなかったのでそう言った。返事は、しばらくなかった。

「もしもーし」

　一分ほど経たった後、夏か純すみが少し大きな声で叫ぶ。優樹が注意しようと思った時、扉とびらがゆっくりと開いた。

「……お待たせしました」

　中にいたのは、二十歳はたちを少し過ぎたくらいの女性だった。しかしその顔は憔しよう悴すいしきっていたため、彼女は少し老けて見える。夏純と同じくらい長い髪にはちゃんと櫛くしが通っておらず、目元は腫はれて鼻の下は赤くなっている。唇くちびるはひび割れ、その表情はひどく暗い。本当ならもっと綺き麗れいに見える女だろうが、そのやつれた姿からは哀傷の思いしか漂ってこなかった。

「……こんにちは」

　優樹が提示した警察手帳を彼女はろくに見ようともせず、細い声で「どうぞ……」とだけ言って奥に引っ込んだ。優樹は何となく後ろにいる夏純を見たが、彼女は黙だまって自分の帽子を取って優樹を見返しただけだった。

「……お邪じや魔まします」

「お邪魔します」

　優ゆう樹きもまた帽子を取ると、二〇四号室に足を踏み入れた。狭い玄関には、女の靴くつとやけに大きなサンダルだけが置いてあった。八畳くらいの部屋と小さな台所、そしてトイレという一人暮らしには充分な大きさの部屋だ。

　靴を脱ぎながら、優樹は台所を確認する。洗い物はまったくたまっていない、綺き麗れいな流しだ。調理器具や食器なども一通り揃そろっているが、独り者にしては数が多い。

「……私は佐さ々さ木きといいまして、野の中なかの……友人……です……」

　歯切れの悪い口調で優樹の背中に向かって自己紹介をすると、佐々木は三枚目の座布団を用意し始めた。夏か純すみがいることに今気が付いたようだ。優樹は靴を揃そろえて部屋に上がると、ここでも態度には出さずに室内を物色した。佐々木が片付けたからだろうが、かなり整せい頓とんされていた。テレビやラジカセ、卓袱ちやぶ台だいに簞たん笥すという生活必需品以外には目ぼしい物はない。掃除機や窓ガラス用洗剤、雑巾などが部屋の端にまとめて置かれている。部屋の片隅に小さな本棚があるが、佐々木の影になっており内容物は見えない。

「……お茶……いれますね……」

　優樹と夏純が座布団の上に座ってから、佐々木は台所にいってお湯を沸かし始めた。夏純は卓袱台の上に灰皿がないので、寂しそうに口に咥くわえた煙草タバコを見ている。その間に、優樹は本棚に並んでいる本を見た。『本棚を見ればその人の人柄がわかる』というのは、本当のことだと優樹は思う。

　どうやら野中は、『人間』としての一般常識を勉強することに集中していたらしい。小中学生が使っている国語や算数、社会などの教科書が学年ごとに並んでいる。それだけで本棚の大半が占領されていた。料理の本や京都グルメマップなどもまぎれている。

　しかし、本棚の一番下の端に置かれている本を見た時、優樹は少し戸惑った。『特異遺い伝でん因子保持生物法』と『特異遺伝因子保持生物管理委員会　登とう録ろく甲種指定生物に関する規則』の二冊である。これは一般の人々にはかなり馴な染じみが薄うすく、手に入れる必要のない本だ。逆に委員会登録や内閣公認のアヤカシは必ず持っている。

　この佐々木という女性は、野中とかなり親しい仲であったことはよくわかる。この部屋には野中の臭においが残っているが、佐々木の臭いもかなりこびりついていた。もしかしたら、彼女は野中がアヤカシであったことを知っていたのかもしれない。

　もしそうだとしたら、どうすればいいのか。

（……どうも……できないよね……今さら……）

　優樹は頭を振って立ち上がると、本棚に近寄ってみた。本棚の上に伏せて置かれていた写真立てに、この時気が付く。起こしてみると、そこには鳥居を背景に二人の男女が写っていた。女の方は佐々木だったが、先ほど見た顔とはまるで違い明るい笑顔を見せていた。男は優樹が会ったことのない野中藤とう梧ごだった。髭ひげ面づらの大男であり、彼の腕にしがみつくようにしている佐々木との関係は父と娘のようにも見える。

　二人とも楽しそうに笑っており、とても幸せそうに見えた。写真の下の方には、今年の六月の日付と「吉よし水みず神社にて」と書いてある。

　台所から佐さ々さ木きが戻ってくる気配があったので、優ゆう樹きは写真立てを戻して座り直した。

「どうぞ……」

　二人の前にお茶が出されると、佐々木は優樹とも夏か純すみとも向かい合える位置に座った。

「……いただきます」

　優樹はその熱いほうじ茶を一口飲んだが、夏純は茶碗に触れただけで飲まなかった。

「……野の中なかのことで、いらっしゃったんですね……」

　佐々木の方から話を切り出したので、優樹は軽く頷うなずく。

「……彼の……何を……知りたいんですか……」

　彼女の表情には、悲しみとそれに伴なって生じる負の感情しか見えない。野中がいなくなったことが、そんなに悲しいのだろうか。

「野中さんとは、どういうご関係ですか？」

　聞く必要はなかったかもしれないが、それでも一応聞いてみた。

「……恋人……だと思ってました……」

　佐々木が過去形を使ったことを、優樹は指摘するべきか迷った。だが優樹が迷っている間に、佐々木の話は続く。

「……彼は……少し変わったところもありましたし、怒ると怖い人でした……でも優しいところもたくさんあって……でも……」

　そこで言葉を切ると、佐々木は俯うつむいた。肩が震ふるえ、鼻をすする音が聞こえてくる。優樹は室内を見回してティッシュの箱を取ると、それを黙だまって彼女の膝ひざ元もとに押しやった。佐々木は本当に小さな声で礼を言うと、鼻をかみ涙を拭ふく。そして、やっと一言だけ言った。

「……帰って……こないんです……」

　夏純は、所在なげに佐々木を見ていた。こんなに悲しみ、泣く人間を夏純は初めて見たのだ。野中がいなくなっただけでこれほど悲しむのだから、もし彼が死んだことを彼女が知ったらどうなるのだろう。夏純はそんなことをぼんやりと考えていた。

　それは優樹も同様である。しかし優樹の考えは、さらに別の方向に進んでいっていた。

　佐々木は、本当に野中のことを好きだったのだろう。だが、彼がアヤカシだとわかっていてもその思いは変わらなかったのか。彼との間に子供ができ、それが〝鬼人〟と呼ばれる覚悟もできていたのか。

　それとも野中が鬼であることを知った瞬しゆん間かんに、彼と彼女の関係は終わってしまっていたのか。

　聞きたかった。だが、聞けなかった。

　そんな自分の好奇心でしかない質問を、泣いている彼女にぶつけることはできない。

「……私たちは、野の中なかさんを捜しているんですが……何かご存じですか？　些さ細さいなことでも結構です」

　優ゆう樹きの口から出たのは、そんな類型的な質問だった。

「……知りません……私……何も……知りません……」

　また泣き出してしまう。直接的なことではなく、少しクッションを置いてから本題に入った方がいいかもしれない。優樹はお茶を飲んで時間を潰つぶし、佐さ々さ木きが泣き止むのを待つ。

「……すいません……私……泣いてばかりで……」

　五分くらい経たってから、やっと佐々木は顔を上げた。涙の痕あとが痛々しく残っているその顔を見るのがつらくて、今度は優樹の方が俯うつむいてしまう。

「えーと……こちらは、よく掃除しにいらっしゃるんですか？」

　少し関係ない話題を振ってみる優樹であった。

「……ええ……」

　返事はそれだけだった。

「野中さんを最後に見たのはいつ？」

　夏か純すみがいきなり質問を始めた。優樹は少し驚おどろいて夏純を見たが、その質問は当然すべきものだったので咎とがめはしなかった。

「……三日に……植物園に行ったんです。彼、盆栽を見るのが好きでした……どうせ育てられないからって……自分では育ててませんでしたけど……。閉園までいて、それから家まで送ってもらって別れました……」

「あなたの家はどの辺り？　あ、それと閉園時間っていつ？」

「左さ京きよう区の……下しも鴨がもですけど……。閉園は、午後五時です……」

「だってさ、優さん」

　声をかけられ、優樹は自分だけの思考から戻ってきた。そしてすぐに得られた情報について思い巡らす。三日といえば、野中藤とう梧ごが殺されたであろう日だ。彼が殺される前にどの辺りにいたのか、これでだいぶ絞れてきた。ここを重点的に調べれば、殺害現場もわかるかもしれない。優樹がそんなことを考えている間に、夏純が次の質問を始めた。

「野中さんが誰だれかに恨まれていたとか、そういう話ない？　それとあなた以外に親しいお友達っていたの？」

　夏純の言い回しはドライなものだった。それでも佐々木は嗚お咽えつ混じりではあったが、夏純の問いに答えてくれた。

「あの人は……あまり友達がいない……というか作ろうとしない人でした……。誰かが仲良くなろうとしても、わざと遠ざけて……。友達なんて知りません……。あの人を恨んでた人も……私、藤梧さんのこと、全然知らないんです……！」

　最後の方は、悲鳴に近かった。優樹はこの場にいることがつらくなってきた。もしかしたら、佐さ々さ木きが羨うらやましいのかもしれない。他人に全すべてをぶちまけることのできる彼女が。大声上げて泣くことのできる彼女が。

　やろうとも思わないし、決してできないことだった。その悲しみにくれる彼女を『羨うらやましい』などと感じる自分に、また罪悪感を抱く。

「……夏か純すみちゃん」

　それだけで、夏純は優ゆう樹きの意図を理解してくれた。頷うなずいて立ち上がると、会釈をして玄関に向かう。

「佐々木さん……悲しまれても事態が好転するわけじゃありません……。悲しむなとは言いませんが、明日を見ましょう。……明日はいいことがあるかもしれませんよ」

　気休めだ。自分で言ってそう思う。『明日いいことがあるかもしれない』というのは、『明日悪いことがあるかもしれない』という可能性と変わらないのだ。

　佐々木からの反応はなかったがそんなものは最初から期待していなかったので、優樹もまた軽く頭を下げると彼女に背を向けた。

「……刑事さん……私、彼と旅行した所に行ってみようと思います……もしかしたら……彼がいるかも……」

　彼女の言葉に、優樹は返事ができなかった。




　階段を下りて鍵かぎを返し、アパートから出るまで優樹は一言も口を聞かなかった。陽ひ射ざしは強く室内との温度差もかなり激しいが、それを感じることができないほどに優樹は佐々木との出会いを引き摺ずっていた。

「優さん、帽子被かぶった方がいいわよ」

　返事も聞かないうちに、夏純は優樹の手から麦わら帽子を取ると頭に被せた。

「……うん……夏純ちゃん、さっきはありがとう」

「何が？」

　不思議そうに首を傾かしげる夏純は、いつもと何も変わらない夏純だった。

「さっき、あたしの代わりに質問してくれたこと」

「ああ、あれ？　優さんがやりづらそうだったから、優さんの真似まねしてみただけ」

　そう言うと、夏純は夏の太陽を見上げた。

「で、これから植物園の方に行くの？」

「ん……」

　優樹は左目を強く閉じると、思考の整理を始めた。あの佐々木という女性は、心から野の中なかがいなくなったことを悲しんでいた。彼がもうこの世にいないことを知ったら、あれ以上に悲しむに違いない。

　野中藤とう梧ごは、彼女があれほど悲しんでいることを知ったら悲しむかもしれない。だが、死後に誰だれも悲しまないというのも、死者としては寂しいものだろう。

　優ゆう樹きは思う。もし自分が死んだら、〝彼〟はどうするのだろう。

　母親や友人たちの反応は何となく予想できるが、彼の行動までは予想できない。

「ぼーっとした顔してるわね、優ゆうさん」

「ああ……夏か純すみちゃんは、考えたことある？　自分が……死んだ後のこと」

　夏純は、一いつ瞬しゆんだが大きく口を開けてしまった。その拍子に咥くわえていた煙草タバコが落ち夏純は右手で素早く受け止める。その後はしばらく口を開けたままだった。

「あっはははははは……」

　突然笑い出すと、夏純は左手で優樹の頭を麦わら帽子の上から軽く叩たたいた。

「優さんたら……いくら大おおさんがいないからって、そんなことあたしに聞いてどうするのよ？　まったく、しょうがないんだから……」

　ひとしきり笑った後、夏純は再び煙草を咥え直す。

「死んだ後のことなんて、考えたこともないわよ。だってまだ死んでないもの」

「死んだら、何も考えられなくなるから……」

「そりゃそうでしょ……ああ、優さんが死んだら、あたしとかヤマさんとか、虎とらくんとか大さんとかがさっきの人みたいに悲しむのかな、とか思ったの？」

　答えない優樹を見て、夏純はそれを肯定と受け止めた。

「とっても悲しいだろうけど、そんなこと考えないでよ。いつ死ぬかはわかんないけど、優さんが今を生きてるってことは間違いないんだし。……しばらく会わないうちに、優さんの考え方だいぶ後ろ向きになったんじゃないの？　もうちょっと前向きに行こ、前向きに。あたしもたまに優さんとこ遊びに行くから、ね？」

　そう言って笑う夏純の顔を優樹が見上げた。初めて会った時から、彼女の性格も思考も行動もほとんど変わっていない。成長していないのではない。帆ほ村むら夏純という名のアヤカシは、心の中に確固たる〝自身〟を既すでに持っている。夏純だけではなく、それは優樹が会った全すべてのアヤカシに共通することだ。やはり、自分はアヤカシにもなりきれない半端者らしい。

「……また優さん、くっだらないこと考えてるでしょ？」

　夏純は優樹が被かぶっている麦わら帽子のつばを摑つかむと、意味もなく回した。

「ほら、犯人見付けること考えて考えて。あたしは喧けん嘩か要員なんだから、優さんが犯人見付けてくれないと殴れないのよ？　がんばって犯人捕まえて、清きよ水みず寺行って、東京帰って遊ぼ」

「……ああ、そうだね。がんばってみようか」

　優樹は帽子の位置を直すと、夏純の先に立って歩き出した。今はまだ、やるべきことが残っている。

「じゃ、はりきっていってみよー」

　その後ろについて歩き出した夏純は、ポーチからライターを取り出すと着火した。強い陽ひ射ざしがふりそそぐ中でその炎を見つめると、夏か純すみはすぐにライターをしまった。

　夏の京都は、今日も暑かった。




　刑事にはまったく見えない刑事二人は、すぐに帰っていった。

「藤とう梧ご……」

　佐さ々さ木きは呟つぶやくと、片付いてしまった部屋の真ん中に正座した。ひとつだけ、彼女は噓うそをついていた。野の中なかと別れたのは植物園の中であり、家まで送ってもらってなどいない。

　彼から別れ話を切り出されて、自分から逃げてきたなどとは言えなかった。それからのことはよく覚えていない。野中と最後に会ったあの日から、ひどく記き憶おくが曖あい昧まいな気がする。会社にも行っていないし、家族とも連絡を取っていない。

　ただ、気が付くとこの部屋にいた。思い出深い部屋。夜を過ごした部屋。朝を迎えた部屋。

　また会えると信じたかった。

　それは永久にかなわぬ願いであり、そのことを彼女は理解していたはずだった。

　脳の奥底で。




　夏の京都が暑いのと同様に、小お田だ原わら市も暑かった。その暑い最さ中なか、手て拭ぬぐいを頭に巻いた山やま崎ざき太た一いち朗ろうはサンダルを脱いで裸足はだしになると、右腕一本で庭に生えている大きな梅の木によじ登った。二階の窓にまで枝が届いているが、彼が切らなければならないのはそちらではなく塀へいを越えて隣家に伸びている枝だ。

　太一朗は太い枝に跨またがると、ベルトに差していた大きな鉈なたを手に取った。腕を伸ばして鉈を振り回し、枝を切り落とす。切るというよりは強引に折っているようにも見えたが、本人は気にしない。

　太一朗の雑な枝切りは、ものの二十分程度で終わってしまった。彼が落とした枝のほとんどは隣りん家かの庭に落ちている。それの片付けを頼まれた覚えはないし、そこまで家の雑用をする気のない太一朗は、用の済んだ鉈を庭に投げてから再び右手一本で木を下りた。木の根元に置いてあったサンダルを履はき、鉈を拾い上げて物置に放り込んで枝切り作業を完了させる。

「お疲れ、兄ちゃん。麦茶あげる」

　盆にのせた麦茶を置くと、一かず実みは縁えん台だいに腰掛けて麦茶を飲み始めた。一かず彦ひこは仕事、佳よし実みはパート、三さぶ朗ろう次じは病み上がりの体ではあるが学校に行っているので、現在家には太一朗と一実しかいない。

「もう試験休みか……早いもんだな」

　太一朗は立ったままよく冷えた麦茶のコップを手に取る。汗をかいた今は、この冷たさが心地いい。

「兄ちゃん、これからどうするの？」

「そうだな、散歩のついでに小お田だ原わら城見てくる」

　たった二年しか離れておらず、どこかが変わったわけでもない。ただ、何となく見たかったのだ。自分が十八年間暮らし、またいつか戻ってくるかもしれない街を。

「で、明日帰るのよね？」

「ああ……何だ、力仕事でもあるのか？」

「ううん、……どうせ宿題なんて見てくれないでしょ」

「当たり前だ……お前、また踏み倒すつもりだろ」

　太た一いち朗ろうは夏休みの宿題を八月の中旬からやり始めるタイプだったが、一かず実みは九月一日から始める。誰だれの手も借りずに宿題の提出日にまでは仕上げるのはいいが、一部の宿題はやらずに済ませてしまう。

「成績落ちても知らないぞ」

「平気、留年になるほどじゃないから」

「……いいけどな、親父おやじとお袋と三さぶ朗ろうに心配かけるなよ」

　一実はその言葉に返事をせずに、手の中のコップを見た。三分の二ほど残っている麦茶を眺ながめて、少しだけ思い詰めた表情をしている。気の利かない太一朗は、そんな妹には気が付かないで麦茶を飲み干した。

「今日の昼飯、なんだか知ってるか？」

「……蕎麦そば」

「去年の歳せい暮ぼの残りか……どうせ余ってるから俺おれに食わせようって魂こん胆たんだな？　その方が食費も浮くからな」

　不満気に言った太一朗に対して、一実はしばらくの間何の反応も示さなかった。いつもなら、『いいじゃない、兄ちゃんたくさん食べるんだもの。うちの食費と台所スペースのために協力しなさいよ』とか言い返すはずだ。黙だまっている妹を薄うす気き味み悪く感じたが、太一朗は何も言わずにコップを盆に置くと玄関の方に行こうとした。

「……兄ちゃん」

「何だよ」

　一実は少し言いづらそうにしたが、すぐに決意を固めて太一朗を見上げた。

「小田原署に異動できない？」

「……はあ？　お前何言ってんだ？」

　妹の言葉に、太一朗は呆あきれたような言葉を返した。

「異動なんて、そうほいほいできるもんじゃない。それに俺は緊急捕ほ縛ばく部隊に勤めたいんだ。神奈川県警にはないんだぞ」

「顔にみっともない傷つけて、骨折って、そこまでしてやりたい仕事なわけ？　死んじゃうかもしれないんでしょ？　父さんも母さんもさぶも、本当は兄ちゃんに家にいてほしいの。兄ちゃんだって家が恋しくて帰ってきたんでしょ？　……どうせいつかあたしもさぶもこの家出てくんだから、今くらい一緒にいたっていいじゃない！」

　一かず実みが怒鳴ったのは、怒っていたからではない。大きな声を出さないと、顔が悲しみに歪ゆがんでしまいそうだったからだ。すぐに下を向いて黙だまってしまった一実の後頭部を、太た一いち朗ろうは困惑気味に見下ろした。

「………………」

　自分を普段から頼りにしており、東京行きが決まった時も泣いていた三さぶ朗ろう次じに『帰ってきてほしい』と言われたなら、そう驚おどろかなかったかもしれない。だが気が強いとばかり思っていた一実の口からそんな言葉が出てくるとは、夢にも思わなかった。

　太一朗が東京で生活を始めて二年以上経たつ。家族に会いたいと考えたことはたまにはあったが、その回数は多くない。家族のことはもちろん好きだったが、彼は寂しさに対しては鈍い方であり、『会おうと思えばいつでも会える』と簡単に考えていた。そのため、感傷にひたることはほとんどない。

　そして、家族たちが自分のことをどう思っているかなどはまったくと言っていいほど考えていなかった。自分が頑がん丈じようにできていることは家族全員が知っていたのだから、あまり心配されていないだろうと思い込んでいた。

　だが妹に何を言われようと、今はどうしても帰ることはできない。家族のことは好きだし、また一緒に暮らすのも悪くはないと思う。しかし、自分にはやりたいことがあるのだ。その気持ちを何と言って妹に伝えるか、少し考えた後に太一朗はゆっくりと話し始めた。

「一実、兄弟姉妹ってのは、いつかばらばらになるもんだ。どうせなら、早い方がいいと俺おれは思う。……そりゃ俺だって、家が懐なつかしく思う時があるさ。顔の傷を鏡かがみで見た時は、『ああ、うちの連中は何て言うかな』って思ったし、たまに寂しく思うよ。……でもな、それじゃいけないんだ。寂しいことってのは、全部避さけられるわけじゃない。そりゃ、無理すれば避けられるだろうよ。……でも、寂しいこと全部避けようとしたら、そのぶん嬉うれしいことも避けなきゃならないような気がする。俺は東京でやりたいことがある。……今の仕事もそうだし、それ以外にも大切なことがあるんだ」

　家族の誰かにこれほど自分の心情を正直に語ったのは、久し振りだった。太一朗は俯うつむいている一実の頭を軽く撫なでてやる。

「たまには帰ってくるから、そう寂しがるなよ」

「……別に寂しがってなんかいないわよ。うちに来るうざったい勧誘を追っ払うのが面倒なだけ。兄ちゃんが出ると、すぐに逃げてくもんね」

　太一朗の手を叩たたき落として顔を上げた一実の顔は、彼が知っているいつもの妹に少しだけ戻っていた。弱気な発言というのは、誰だれかに言えば少しは楽になるものだ。太一朗自身はあまり悩んだことはないので、そういう経験は滅めつ多たになかったが。

「そうか。……俺おれがいれば梅の枝は切れるし、泥どろ棒ぼうはぶん殴れるし、車は見てやれるし、余り物を何でも食ってやれるからな」

　太た一いち朗ろうが口にしたのは事実ではあったが、彼としては精一杯の皮肉と一かず実みに対する慰なぐさめの言葉だった。言い終わった後、一実の頰ほおに肘ひじ打ちの真似まねをする。

「……ま、今度帰ってくる時は可愛かわいい妹と弟にお小遣いとセンスのいいお土産みやげをお忘れなく。何よ、あの浅あさ草くさって書いてあるだけのでっかい湯飲み茶ちや碗わんは。雷おこしは結構美味おいしかったけど、もうちょっと面白い物がいいわ」

「考えておいてやるよ……じゃ、俺おれは小お田だ原わら城行ってくるから留守番してろよ。昼飯までには帰ってくるからな」

　少しは元気になったらしい妹に背を向けて、太一朗は巻いていた手ぬぐいを首にかけて庭を出た。

「一時までに帰ってこなかったら、のびた蕎麦そばを無理やりにでも食べさせるわよ！」

　右手を上げて応こたえると、太一朗は家を出て小田原城へと向かった。二十分ほどで行ける距離にあるので、気楽に歩くことにする。道を歩いている途中には相模さがみ湾が見える場所もあり、太一朗は立ち止まって海の方を眺ながめた。

　学校に通っている時は幾度となくこの道を通ったものだが、海を『見よう』と思って見たことはなかった。緊急捕ほ縛ばく部隊の訓練所からは東京湾が近かったが、わざわざ見に行こうとは考えもしなかった。だが昨日は夕食の後に出かけてまで相模湾を見に行ってしまった。

　自分でも感傷にひたることがある。そう考えると太一朗は少しおかしく感じてしまう。家族も友人も『繊せん細さいという言葉とは無む縁えん』と太一朗のことを評し、彼自身も少しは自覚していた。それなのにこうして海を眺めて、ぼんやりと感慨にふけっている。

　高校を卒業してまだ二年少々しか経たっていないのに、こうして海を見ていると学生時代を思い出す。幸い広い歩道でそう人通りが多い場所でもなかったので、太一朗は端の日陰に座り込んで相模湾をしばらく眺めることにした。

　学校をさぼったり煙草タバコや酒を学校のトイレや屋上で隠れて飲んだりということは、太一朗はしなかった。授業にもしっかり出ており、決して不真ま面じ目めではなかった。しかし短気で少し腹が立つとすぐ腕力に訴える癖くせがあるため、トラブルに巻き込まれたり自ら首を突っ込んでしまうことが多かった。自分から好んでやったことはないが、喧けん嘩かもよくした。寸止めは苦手だったが痕あとが残らないように殴るのは上手という、凶悪な技術を彼は持っていた。

　太一朗が使う空手は、彼の祖父である一いち之の介すけから習ったものである。どこかの流派の亜流らしいが、太一朗がそれを知る前に一いち之の介すけは八十五歳で死んだ。厳げん格かくで怒る時は必ず平手を飛ばす祖父を太一朗は好きだったが、一実や三さぶ朗ろう次じは嫌きらっていた。もっとも一実が一之介を嫌う最大の理由は、彼女と弟の名前にあった。

　山やま崎ざき家の子供たちの名は全すべて一之介がつけたのだが、父と母の名前から一字ずつ取って命名された〝一かず実み〟という名を彼女は『かっこ悪い』と嫌きらっている。弟の名前のことも『三番目に生まれた次男だから三さぶ朗ろう次じだなんて単純すぎる』と、今でもたまに口にする。太た一ちい朗ろうや三朗次は気に留めなかったことを、祖父が死んだ後もかなり長い間引き摺ずっていたものだ。

　そんな些さ細さいなことでさえ、懐なつかしいと思った。

「……俺おれ、まだ若いのにな……」

　昔のことを懐かしむ歳としではまだないはずだ。そう思って呟つぶやいたが、こうして海を見ていると遠いようで近い過去が思い出される。

　高校時代の友人たちに会ってみたいとも思うが、全員が全員小こ田だ原わら市に住んでいるわけではないし、いきなり訪ねるのも失礼だ。同級生の中には既すでに結婚している者もおり、彼と彼女から届いた葉は書がきには『お近くにお越しの際はお寄りください』などと書いてあるが、そんなものを真まに受けるほど太一朗もおめでたくはない。

　統計的には日本は晩婚化が進んでいるようだが、早く結婚する人もいる所にはいるものだ。何通か結婚式の招待状を貰もらった時に太一朗はそう感じた。結局、彼は誰だれの結婚式にも出席はしなかった。スピーチを頼まれたこともあったのだが、仕事を休んでまで行くこともないだろうと断った。祝福してやろうという気持ちが薄うすかったわけではないのだが、式典というのはどんなものでも苦手なのだ。

　しかし六月に届いた結婚式の招待状を見た時は、太一朗は行くべきか少し迷った。彼が高校時代に付き合っていた女性の結婚式だったからだ。相手の男は名前も顔も知らない男だった。付き合っていた当時、別れ話を切り出したのは彼女の方だった。彼女が言った言葉は今でも覚えている。その当時、太一朗は少々落ち込んだものだ。

　その彼女が結婚式を挙げる。

　行った方がいいのか迷ったが、結局は行かなかった。そして生まれて初めて祝電を打った。それで終わったと思っていた。今、自分の心の中に彼女はいないのだから。

（……もういいよな……）

　そろそろ小田原城に行こうか。立ち上がって歩き出した太一朗の背後から、自転車のベルが聞こえてきた。既に端を歩いているのだから、太一朗は振り返りもせずにそのまま歩き続ける。だが彼の背後でブレーキの軋きしんだ音がしたので、何かあったのかととりあえず振り返ってみた。

「……山やま崎ざきくん……よね……？」

「……ああ？」

　太一朗は、自転車から降りてきたその女性が一いつ瞬しゆん誰だかわからなかった。だがつい先ほどまで思考の中心に存在していた女性であることに気が付くと、口が『ああ』という発音をしたままの半開きになった。

「渡わた辺なべ……か……」

　言ってしまってから、それが彼女の旧姓であることに思い至った。

「ああ……えーと……今の名字って何だっけ……」

「いいわよ、渡わた辺なべで……」

　彼女はそう言ってはにかんだ。印象は少し違って見えるが、そう劇げき的に変わったところはない。強しいて挙げれば髪が伸びたことくらいか。笑うと少しだけえくぼができることを彼女は自慢しており、今もそのえくぼは健在だ。体も顔付きも少し丸くなったような気がするのは、気のせいなのだろうか。

「……お前、太ったのか？」

「いきなりそんなこと聞かないでよ……体重は増えたけど。でもほんと久し振り。東京で警けい察さつ官になったんでしょ？　……あ」

　この時、渡辺は太た一いち朗ろうの左腕に巻かれた包帯と左頰ほおの傷に初めて気が付いた。

「どうしたの、腕と顔」

「ただの怪け我がだ、気にするな……ところでお前の家、南みなみ足あし柄がらにあったよな……結婚してこっちに来たのか？」

「うん……」

　そこで唐突に会話が途と切ぎれた。

「じゃ、元気でな……」

　お互いに十秒ほど黙だまって向かい合っていたが、いたたまれなくなった太一朗はその場を去ろうとした。だが渡辺がそれを呼び止める。

「待って……少し、話さない？」

　何を話すというのか。その言葉を口には出さず、太一朗は振り返ると数十秒前まで座っていた場所に再び座り直した。

「言ってみろよ」

「……ここで？　移動……しない？」

「しない。……長話をする気はないからな」

　渡辺はスタンドをたてて自転車を止めると、スカートが地面につかないように気を付けながら太一朗の横にしゃがみ込んだ。そんな彼女を意図的に視界には入れず、太一朗は遠くの相模さがみ湾だけを見ている。

「で、何が言いたいんだ？」

「山やま崎ざきくんは、私に言いたいことはないの？」

　太一朗はほんの少しだけ考えてすぐに答えを出した。

「結婚おめでとう。式に行けなくて悪かったな」

　それ以外に言いたいことはなかった。昔は彼女のことが好きだったが、今は違う。彼女が誰だれかと一緒になって暮らしていることを祝福こそすれ、怒ったり妬ねたんだりする理由などない。太一朗はそう思っていた。

「それだけ、なの」

「それだけだ。他ほかに何を言えばいいんだ？」

「……山やま崎ざきくん、いい人だし優しいけど……正直すぎてたまにすごく残酷なこと言うのよね……それでもあまり恨まれないのは、すごいと思うけど……」

　歯切れの悪い渡わた辺なべの横顔を見ずに、太た一いち朗ろうは黙だまって視線を下に向けた。サンダルを履はいた自分の足のすぐ近くに、渡辺の小さな足が見える。

「……あたしね……妊娠三か月なの……」

「そうか……」
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　生返事をした後、渡辺のあまりにも唐とう突とつな発言に太一朗は目を少しだけ見開いて思わず彼女の腹部を見てしまった。ゆったりとしたワンピースとその上に着ているパーカーのせいで体のラインはわかりにくいが、そう言われてみればそういう気がする。

「そりゃ……おめでとう……」

　本人がどう思っているかは知らないが、とりあえずそう言ってみた。しかしそれから数十秒後、太一朗は彼女の結婚式が六月であったことを思い出した。

「おまえ……子供ができたから結婚したのか……？」

「そうじゃないわよ、結婚を決めたのは今年の一月だったから」

「……そうか……」

　それならいいのかな、と一応納得してみる太た一いち朗ろうであった。

「で、俺おれに何か愚ぐ痴ちりたいのか？　結婚してみたら亭主が実は変態趣味があったとか、姑しゆうとめにいじめられているとか」

　小お田だ原わら城を見られなくなるかもしれないが、昔のよしみで聞いてやろう。決心した太一朗の内心を知ってか知らずか、渡わた辺なべは首を振った。

「ううん、彼……夫は普通の会社員よ。あたし就職したんだけど、そこの上司だったの。八歳年上で……」

「馴なれ初そめなんか興きよう味みない」

　太一朗は一言のもとに切り捨てた。渡辺が浮かべた悲しそうな表情を見ようともしない。薄はく情じようかもしれないが、昔の関係を考えればきっぱりと決別をした方がいいのだ。

　別れ話を渡辺に聞かされた時、太一朗は『そうか、じゃあしょうがないな』とだけ言って了承した。未練など見せない方がいいと思ったのだが、あまりにも太一朗があっさりしすぎていたため彼女は少々寂しかったらしい。そのことを後日友人から聞いた時は、『よくわからん』と思った。だが、今は渡辺に悪いことをしたと考えられるようになった。

　誰だれかに拒絶されることは、つらいことだ。今ではそれがよくわかる。

　だからといって、今ここで渡辺に優しくしてやることはできない。

「……うん……でね、今あたしは幸せだなって思うの……」

「よかったじゃないか」

　やはり太一朗は渡辺のことを見ようともしない。だが、次に渡辺がとった行動にはさすがに驚おどろいて彼女の方を見てしまった。彼女の手が、太一朗の太い二の腕を摑つかんで自分の方に引き寄せたのだ。剝むき出しの腕に自身の体を押し付ける渡辺を、太一朗は目を細めて見下ろす。夏の気温と彼女の体温が合わさって暑苦しく感じるはずなのに、太一朗自身はひどく冷めていた。

「……何の真似まねだよ、暑いぞ」

「山やま崎ざきくん……少しの間だけでいいから……」

「……そうか」

　素っ気なく答えると、太一朗は再び海を見つめた。こんな時に彼が考えていたのは、隣となりにいる昔好きだった女性のことではなかった。

　片かた倉くら優ゆう樹きのことだった。彼女は誰だれにもすがろうとしないで生きようとしている。それは確かにすごいことなのかもしれないが、その生き方はあまりにも悲しい生き方だと太一朗は家族に再会してあらためて実感した。彼女には力があり、そして太一朗よりはるかに優れた力を持つアヤカシの友人たちがいる。だが彼らは仲間意識こそ非常に強いものの、どこか単独で行動することを好んでいるようにも見えた。

　自分はアヤカシに比べれば、知識も力もない。しかし一つだけ、アヤカシには決して持ち得ないものを彼は持っていた。

　ヒトであること。ただそれだけ。

　だから何ができるというのか、太た一いち朗ろうにはわからない。

　それでも、自分には誰だれかを支えられるのだ。家族やかつての恋人を、少しは支えることができた。そして彼自身もまた、その支えを受けてさらに重いものを受け止められる気がした。それは自分を満足させるためだけの欺ぎ瞞まん的な思い込みなのかもしれなかった。だがやはり太一朗は、信じたいのだ。

　自分が彼女と共に生きられることを。

「……山やま崎ざきくん……ごめんね……」

　震ふるえたような渡わた辺なべの声が、静かに流れていった。

「気が済んだならいいさ……もう会うことはないと思うけど、元気で……」

　言いながら立ち上がろうとした太一朗の腕を、渡辺はまだ離そうとはしなかった。訝いぶかしげに太一朗が見下ろすと、彼女と視線が正面から合った。久し振りに見た渡辺の目は潤うるんでいたが、どこか疲れているようにも見えた。

「……あのね……山崎くん……あたし……」

　言葉を続けようとした渡辺の顔面に、包帯の巻かれた太一朗の左[image: 拳]こぶしが猛スピードで迫った。渡辺は息を吞のんでのけぞり、その拍子に太一朗の腕から手を離して地面に尻しり餅もちをつく。

「ぶん殴るぞ、渡辺」

　低い声で言い放つと、太一朗は彼女を助け起こそうともせずにそのまま大おお股またで歩き出した。たとえ彼女がのけぞらなくても、太一朗の[image: 拳]が当たることは決してなかった。だがそれを知っていたのは太一朗本人だけだった。

（これで、いいんだろうな……ごめんな）

　内心で彼女に謝あやまる。これでよかったはずだ、と思いたい。昔の思い出を自分も彼女も引き摺ずることはない。思い出は、ただ思い出としてだけあればいい。

　突然、太一朗は走り出した。ただ目の前にある道をがむしゃらに走った。走りながら叫んでみた。時たますれ違う人々が、驚おどろいたように彼を見る。それでも走った。

　五分ほど走った後、呼吸を整えてから何事もなかったかのように歩き出す。後ろは振り返らなかった。

（……元気……かな……）

　休暇が終わったら、会いに行こう。言葉を交わさなくてもいい、ただ会うだけでいい。それだけでいいと思えるようになった。少しだけ、前向きになれた気がした。

　太一朗は海を見ようとしたが、この場所からだと建たて物ものに隠れて海は見えなかった。だが空はそこでも見ることができる。夏特有の形と大きさを持った雲が、青い空の中で見事に映えていた。




（見付けた……見付けたぞ！）

　来くる栖すは朝だというのに薄うす暗ぐらく、異様に散らかったその部屋の真ん中に座り込んだ。その腕には、先刻この部屋の押し入れから引っ張り出したばかりの風ふ呂ろ敷しき包みが抱えられている。それは五十センチ以上の大きさを持つ丸型の物体であり、結び目の間から湾曲した棒のようなものが突き出ていた。

　見たことはない。だが、来栖の鼻はこの臭においを知っている。京都中を駆け巡り、知らない顔のアヤカシには片っ端から殴りかかり、それでいて最初に目をつけた人物にも注意しておいた。あの白髪頭にもガキの帆ほ村むらにも言わなかったが、自分が考えていたことは正しかったのだ。

　ベルトにくくりつけてある狐きつねのぬいぐるみが揺れる。何となく気に入ってしまい、こうして持ち歩いていた。

　犯人を殺して死体を始末して藤とう梧ごの敵かたき討うちが終わったら、白髪頭の鬼人に教えてやってもいい。そして帆村にぬいぐるみの礼をあらためて言って、あいつらが頼んできたら京都の案内をしてやってもいいんだ。

　そんなことを考えている自分を、来栖は少し笑いかけた。だがすぐに表情を引き締しめる。まずは福ふく尾おの爺じじいにこれを届けて、その次にあいつを捕まえて人のいないところで殺して。

「……返してよ」

　来栖が聞いた、それが最後の言葉だった。何が起こったのか、理解できなかった。体が壁かべに叩たたき付けられたかと思うと、顔に腹に腕に足に、一いつ瞬しゆんで数え切れない穴が開いていく。その光景を、まるで他人ひと事ごとのように見ている自分がそこにいた。

　だがすぐにその目も貫かれ、耳も落ちていく。それなのに血は一滴も彼の体から流れることはなく、来栖は大きな音を立てて床に倒れ込んだ。まだ死んではいない。だが重要器官のほぼ全すべてが使いものにならなくなった以上、もう長くはないだろう。

　光は見えず、音も聞こえない世界の中で、来栖は手から落としてしまった風呂敷包みを嗅きゆう覚かくだけで捜そうとした。幸いにも、手の届くところにあることはわかる。腕を上げようとすると腕が落ちた。這はおうとすると足がちぎれた。それでも、来栖はほんの少しだけ前に進むことができた。

　しかし。

「藤梧……藤梧……何でこんな姿になっちゃったの……」

　来栖の指が届く前に、その風呂敷包みを持ち上げた人物がいた。

「アヤカシが悪いのよね、藤梧……皆アヤカシが悪いのよね……」

　忍び笑いが荒れた室内に響ひびくが、もう来栖は聞くことができなかった。だが、最期の力を振り絞って叫びをあげる。

「よくも……よくも藤梧を裏切ったな……佐さ々さ木きぃぃいいいいい！」

　断だん末まつ魔まの叫びで生命力の全てを使い果たすと、来栖は事切れた。

　肉体から離れてしまった彼の手が、狐きつねのぬいぐるみに触れていたのは偶然であったのか。それを知る者はたった今この世から消えた。







[image: 第五章　鬼相、顕現]






















　京都府立植物園正門へと続く道には、けやきが並木を作っている。現在は落おち葉ばの時期ではないため、道路に落ちている葉は少ない。その並木道のほぼ真ん中に手を地べたにつけて這はいつくばっている片かた倉くら優ゆう樹きがいた。少し離れた所には、けやきによりかかってその優樹を見ている帆ほ村むら夏か純すみの姿がある。

「うーん……」

　一声唸うなると、優樹は立ち上がってポケットからミニボトルを取り出した。蓋ふたを開けて酒の臭においを嗅かぐ。誰だれかの臭いを追っている最さ中なかに別の臭いを嗅ぐのは、優樹には必要な作業だ。嗅覚には自信があるが、さすがに長時間続けると集中力がもたなくなる。時間は既すでに午後一時を回っていた。

「何かわかったの、優ゆうさん」

　夏純が優樹には近寄らずに声をかける。煙草タバコの臭いを嫌きらう優樹に気を遣って彼女の方から離れていたのだ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに見えて、夏純はたまにだが気が利く。その夏純に、優樹は自分から近付いた。ここで得られる情報は、もうなさそうだ。

「うん……薄うすれてはいるけど、野の中なかさんと佐さ々さ木きさんがここに来たのはわかった。でも、ちょっとおかしいんだよね」

「何が？　……あ、それと煙草咥くわえていい？」

「いいよ……歩き煙草をしないのは嬉うれしいんだけど、火のついてない煙草咥えて楽しいのかな、夏純ちゃんは。それに前から思ってたけど、よく煙草咥えたまま喋しやべれるね」

　優樹が喋っている間にも、夏純はジタンの箱をベルトのポーチから取り出していた。そして煙草を咥えてから、優樹の問いに答える。

「何となく口が寂しいのよね、煙草を吸える場所に行ったらすぐに火をつけられるし。それに咥えたまま喋るってのは慣れよ、慣れ。あたしの場合は唇くちびる通り越して下の前歯にのっけちゃってるけど。意外に落ちないもんよ。優さんもやってみる？」

「煙草は肺に悪いんだよ……まあ夏純ちゃんの肺は普通の肺じゃないからいいけど」

「だって優さん、胃の中身器用に吐くじゃない？　肺の中にたまった悪い物も後から出せるんじゃないの？」

「……あれだって、結構苦労してできるようになったんだけどね……。あれは色々と便利だけど、肺に入れるのって空気以外に普通ないでしょうが。練習する理由がないよ」

「そう？　溺おぼれた時に肺に水入るから便利じゃない？」

「……溺おぼれない努力をした方が楽だよ……」

　優ゆう樹きはボトルに口をつけずに蓋ふたを閉めてポケットに入れ直す。

「佐さ々さ木きさんは確かにここから入ってこの道から帰ったよ。でも野の中なかさんは帰りにはここを通ってないね」

　数日前でしかも雨が降ったが、それでも優樹の鼻は彼らの臭においを探り当てることができた。だが二人の臭いがほぼ重なって園内に入ったものと、佐々木一人が園の外へと続くもの、二つの痕こん跡せきがあった。

「他ほかの出口から出たんじゃないの？」

「一緒に家まで帰ったっていう佐々木さんの言葉と矛盾するよ」

「じゃ、佐々木さんが噓うそついたのね」

　あっさりと言う夏か純すみを、優樹が驚おどろいたように見つめた。

「どうしたの、優さん？」

「いや……」

　優樹は、あの佐々木が噓をついていることなどまったく考えていなかった。あれほど野中がいなくなったことを悲しんで泣いていた彼女が、彼を捜している自分たちに偽りの情報を流すとは思ってもみなかった。それに彼女が噓をつく理由が見付からない。

「ああ……そうかも……」

　噓をつく理由など、本人にしかわかるわけがない。いや、自身でさえわからないうちに自分を、誰だれかを欺いているのだ。

「でも、どうして佐々木さんが噓ついてると思ったの？」

「優さんの鼻と佐々木さんの言葉、どっちかが違うんだったら優さんの方が正しいわよ。優さんの鼻は噓つけないけど、佐々木さんは噓つけるでしょ」

「そう……」

　自分は物事を客観的に見ることができる方だと思っていたが、どうやらそうではなかったようだ。考えてみれば、まだ野中を殺した犯人がアヤカシか人間かも特定できていない。佐々木が野中を殺した犯人であるという可能性も、決して零ゼロではない。

（まさか……ねえ……）

　疑うことはいくらでもできる。その疑念の中に事実があるかもしれないが、全すべてが虚偽であることも否定できない。だがあの女性に野中を殺すことなど、どう考えてもできないはずだ。そうやって考え込んでいる優樹を見ながら、夏純はけやきの幹をなぜか楽しそうに叩たたいている。

「……で、これからどうするの？」

「中に行って、野中さんの痕跡を探すよ。それで、もう一回佐々木さんに会いに行ってみる」

　もう野中のアパートにはいないだろうが、彼のアパートから臭いを追えば彼女の住居がわかるだろう。下しも鴨がもだとわかっているのだから、そう難しくはない。

「ねえねえ優ゆうさん、火つけたら燃えそうね」

「……ここ植物園だよ？　植物はたいてい燃えるもんでしょうが」

　優ゆう樹きが歩き出すと、夏か純すみもまたその後に続いた。けやき並木を抜けて正門をくぐると、そこは花か壇だんになっており色とりどりの花壇が二人の目に映った。

「たっくさんあるわねー！　でも花の名前がさっぱりわかんないわ……優さん、わかる？」

「……タンポポがないことだけはわかる……」

　綺き麗れいだとは素直に思うが花を愛めでるような趣しゆ味みはまったくない。ここに大おお田たがいれば見ただけで『これはキク科の一年草で……』などと語ってくれそうだが、この時ばかりはいなくてよかったと優樹は思う。彼がこの花全すべての説明をするには、一日では済まないだろう。

「優さん、遠くの方に山が見えるわね！」

　夏純が周辺を見回している間、優樹はしゃがみ込んで臭においを探った。花の匂においが入ってくるため少々選別に苦労したが、何とか野の中なかと佐さ々さ木きの痕こん跡せきを辿たどることができた。それにこの場所なら、しゃがんでいても花をじっくり観察しているように他人には見えるのであまり世間体を気にしなくて済む。混雑しているとはとても言えないが、来園者は二人だけではないのだ。だからといって、そこら中で座り込むわけにもいかないのだが。

「夏純ちゃん、盆栽のところ行くよ」

　佐々木の証言全てが偽りではない。現に、あの二人がこの植物園に来たことは間違いなかったのだから。『盆栽を見るのが好きだった』とりあえずこの証言を信じて盆栽の展示場へと向かうことにする。

　温室の前や桜林を通り過ぎて盆栽の展示場にやってきた二人は、一応盆栽を見た。見ただけであった。見た目が地味だからというわけではないが、良さがよくわからない。ざっと五十個以上はある鉢はち物ものを見て、夏純がひと言感想をもらした。

「全部同じに見えるのはあたしの気のせい？」

「……微妙な違いはあるけどね……名札付いてるけど、名前見たって『ふーん……』って感想しか出てこない……」

　残念ながら、二人には盆栽の良さがわからなかった。

「ま、夏純ちゃんは盆栽でも見てて」

「はーい」

　幸いなことに、見物人は優樹たち以外には二人しかいなかった。少ない方が集中しやすいし臭いの選別も楽だ。さっそく優樹はしゃがんで地面に鼻を近付けた。

（……あれ……）

　間違いなく、野中と佐々木はここに来た。だが佐々木の臭いが出入り口に向かっているのに対し野中の痕跡はここから出ていない。優樹は一度立ち上がると、周囲を見回した。確かこの場所は植物園の中では北西部にあったはずだ。地図を見た時には気にも留めなかったが、ここの西には賀か茂も川が流れている。賀茂川の先には、鴨かも川があるのだ。

（この近くで殺された……のかな……）

　しかし現場はここではないはずだ。野の中なかとてアヤカシなのだから、そう簡単に殺されはしない。抵抗はしただろうし、彼を殺せるような相手と戦えば間違いなく周辺に被害が出る。だがそれらしい痕こん跡せきはまるで見当たらない。

（……ここで佐さ々さ木きさんと別れたのかな……それで西の方に行って賀茂川近くで殺された……のかもしれない……）

　優ゆう樹きは西の方を見た。まっすぐに行けば賀茂川に辿たどり着けるが、その間には柵さくだの木々だのがあり正規の道はない。突っ切ることは可能だが、さすがに人がいるところではまずい。一度植物園を出て賀茂川の岸を当たってみるべきだろうか。

　色々とやっているうちに、時間は午後二時になろうとしていた。

　ある盆栽とにらめっこしている夏か純すみに声をかけようとしたその時、ポケットに入れておいた携帯電話が『トルコ行進曲』を奏でた。前に使っていた物は先月に壊こわれてしまったので、新しく買い直した物だ。着信メロディは優樹の趣しゆ味みではなく、夏純に電話番号を教える時に彼女が設定した。『東京に帰ったら、もっとかっこいいの入れてあげるわ』とは夏純の弁だ。

「優さん、鳴ってるわよ」

「うん……」

　夏純に指摘され、慌てて取り出してボタンを押した。

「もしもし、片かた倉くらです」

『……京都府警けいの松まつ本もとだ』

　その声はかなり早口で、慌てているように優樹には感じられた。

『来くる栖すっていう委員会登とう録ろくのアヤカシを知ってるか？』

「知ってますよ。彼が何か？」

　また見知らぬアヤカシに喧けん嘩かでも売って、騒さわぎを起こしたのだろうか。だが次の松本の言葉は、そんな生易しいものではなかった。

『殺されたよ……体中穴だらけだ』

　沈ちん黙もくで松本に応こたえた優樹は、自分の耳を疑いたくなった。




　横腹を貫通した穴を、ネジは尻尾しつぽの目で眺ながめた。左の横腹にできた穴から覗のぞくと、向こうの景色が見えてしまうほどの穴だ。体内の肉が見えるが、血はまったく出ていない。

（……あれね……あれを見付けるために、あたしをここによこしたのね……浦うら木きは……）

　昨日の夜、自分にいきなり襲おそい掛かったものの正体をネジは見ることはできなかった。すぐさま逃げをうったからだ。どこにいるかもわからず、しかも自分に対して完全な奇き襲しゆうをかけられるような敵を手負いの体で相手にして、勝てる気はしなかった。あの場所にいるように命令されていたわけでもないので、ネジは逃げることにまったく躊ちゆう躇ちよしなかった。傷のせいで二百メートルほど離れたビルの屋上までしか移動できなかったが、敵は追ってこなかった。それだけは不幸中の幸いである。

（この傷口……間違いなく〝鬼おに斬ぎり〟ね……しかもかなり強いわ……）

　飯いい田だや浦うら木きに連絡を取りたかった。だが緊急連絡用に右前脚にくくりつけられていた無線機は、逃げた時にぶつけたらしく半はん壊かいしている。いつもは首に巻くのだが、傷の上からではよくないだろうと脚に巻いたのが災いしたようだ。

　十時間以上寝てみたが、ろくに回復してはいない。せめて食事を取りたいが、この傷では適当な小動物も捕ほ獲かくできそうになかった。いつもなら一週間くらい飲まず食わずでも活動できるが、怪け我がをしている時はそうもいかない。自分が衰弱死する可能性を一いつ瞬しゆんだけ考えて、ネジはぞっとした。そんな死に方をしたアヤカシなど聞いたことがない。

（……まだ、死ねないわよ、あたしは……）

　そう思い込んで無理やり体を奮い立たせようとしたが、結局立ち上がることしかできなかった。だが、立ったところで何もできないことに変わりはしない。連絡を取るにはどこかで電話を調達する必要があるが、誰だれにも姿を見せずに実行するのは今のネジには無理だ。

　ことん、と小さいが自分の近くで音がした。

　慌ててネジは周囲を見回した。もし今、昨夜の襲しゆう撃げき者にあったら自分はおしまいだ。すぐに逃げようとしたが、体が上手うまく動かない。

　ところが、あっけなく音の正体は判別できてしまった。十メートルほど離れたところに小さな瓶びんが転がっている。どうやらその瓶が倒れた音らしい。風もないのに地面を十センチほど転がって止まったその瓶を見て、ネジはあの場所にあんな瓶があったかを思い出そうとした。だが結局何も浮かんでこずに、周囲を警けい戒かいし続ける。何もいないように見えるが、油断はできない。

　その状態のまま、十五分経たった。

　傷のせいて集中力が途と切ぎれてくる。ネジは一度目を閉じて、再び開けた。何も起こってはいなかった。いつもなら一時間でも二時間でも警戒状態を維持できるのだが、現在のネジはかなり焦っていた。それにあの瓶にはラベルが貼はってあり、目のいいネジはあれが人間用の栄えい養よう剤であることを判読している。

　なぜそんな物がそこに、と考えている余裕はネジにはなかった。そろそろと前進して瓶に近付く。何も起こらなかった。じっくりと瓶を見下ろす。錠じよう剤がたくさん詰まっていた。ラベルには効能だの成分だの用法などが小さな文字で書き込まれている。市販の栄養剤だ。まだ未開栓らしい。前脚でつついてみる。転がった。前脚をのせて軽く力を加えると、ガラスが割れた。鼻先を近付けて、中身の匂においを嗅かぐ。毒、ではなさそうだ。ガラスを避よけて一粒だけ舌で舐なめてみた。少し甘かった。

（……もういいわ……）

　ネジは一粒ずつ警けい戒かいしながら、口の中に入れていった。大して美味うまくもない錠じよう剤のはずなのに、この時だけはとても美味に感じられた。これほど何かを美味いと感じられたのは、久し振りだった。




「……ずいぶん早かったな、あんたら」

「走りましたしね……それに結構近かったし」

　下しも鴨がもにあるマンションの一室、それが来くる栖すの最期の場所だった。警察官が七、八人おり鑑かん識しき作業が行われている中、優ゆう樹きは開け放たれた部屋の前で松まつ本もとと話をしていた。優樹の後ろには夏か純すみが立っているが、普段の彼女よりはるかに無表情で近寄りがたい雰囲気を醸かもし出している。

「通報者は、三〇三号室の住人だ。壁かべに何かを叩たたき付けるような大きな音がしたので外を覗のぞいてみたら、隣となりの三〇四号室から女が飛び出していったそうだ。扉とびらが開けっ放しだったから覗いてみると、部屋の中がとんでもなく荒れているのが見えたから通報したらしい……最初は窃せつ盗とうだと思われていたんだが、中を調べたら転がってたんだと、アヤカシの死体が。鑑札持ちだったからすぐに身元がわかったよ。……ごたごたしててあんたへの連絡は少し遅れたけどな」

「そうですか……その女の人っていうのは誰だれだかわかっているんですか？」

「ああ、三〇四の住人だ。隣の人間が顔を見ている。声をかけたが、まるで夢遊病者みたいだったと。名前は佐さ々さ木きだ。あまり仲が良かったわけじゃないから、名字しか知らないとさ。捜して話を聞かないとな」

「佐々木……」

　偶然、なのだろうか。そう珍しくない名字とはいえ、引っ掛かる。しかしそれも、部屋の中に入れば解決する。

「……中、見てもいいですか？」

　今なら、まだ間に合う。現場に残った犯人の臭においを追うことができるのだ。

「鑑識がまだ終わっていないんだが……」

「アヤカシ殺しに関することは、警視庁刑事部捜査第六課の責任者である私に委任されているはずです。不服でしたら本部長なり京都府公安委員会なりに問い合わせてください。一時的で結構ですから、鑑識の人たちを全員外に出してください、今すぐに」

　これは強迫だな、と優樹は思った。上位の権力を振りかざして無理を通すというのは優樹の望むところではない。しかし、今は一刻を争っている。

「……そういう言い方をすると、あんた悪者だな」

『権力を盾に無理を通した化け物』と京都府警に思われるようなことをお前はやっているんだぞ。暗に松本はそういう注意をしたつもりだった。

「悪くても結構ですから……心遣いだけは受け取っておきますよ」

　嫌きらわれることを恐れている場合ではない。犯人はまだ近くにいるのかもしれないのだから。松まつ本もとは優ゆう樹きを見下ろすと腹を撫なでながら部屋の中に入っていった。

「……おい、作業は一時中断だ！　外に出てくれ！」

　中で松本と鑑かん識しきの人間が何か話しているようだが、優樹は聞き耳を立てたりはしなかった。

「優さん、くるさん死んじゃったの？」

　夏か純すみの声はかなりトーンが低くなっている。それは夏純が怒っている時の声だ。彼女は煙草タバコも咥くわえずに、ただ部屋の中に視線を向けていた。

「……そうらしいね」

　優樹は短く答えた。優樹は来くる栖すに対してとくに何の感情も抱いてはいなかったが、死んで良かったなどとは思ってはいない。彼と協力していれば、こんなことにはならなかっただろうに。そんな後悔の念ばかり浮かんでくる。

　松本を先頭に、鑑識の人間が数名部屋の中から出てきた。優樹は彼らの視線を真っ向から受けるつもりだったが、長身の夏純が自分の目の前に立って視界を遮さえぎっていたので睨にらみ合う事態は発生しなかった。松本だけは部屋の入り口に留とどまっている。

「できれば、早く済ませてほしい」

「はい……夏純ちゃん、ちょっとだけここにいてね。……後で来栖さんに挨あい拶さつしよう」

「いってらっしゃい」

　部屋の中に入る優樹を夏純は手を振って見送った。その夏純の顔を見上げて、松本は少しの間何も言えなかった。表情はないに等しいのだが、どこか泣くのを我慢しているように彼には感じた。こういう顔は見たことがある。家族、恋人、友人……親しい人の訃ふ報ほうを聞いてもそれを信じられず、現実を見るまでは信じない人々の顔。そして遺い体たいと対面した時、彼らはその場で泣き崩れる。

「……なあ、あんた。泣きたいなら泣いたらどうだ？」

　今のうちに泣いておいた方がいいと松本は思う。だからそう言ったのだが、夏純は表情を変えないまま松本を見下ろして言った。

「何で泣くの？」

「悲しいんだろ？　悲しい時にはアヤカシだって泣くんじゃないのか？」

「ううん、悲しくはない。ただ怒ってるだけ。怒ってるのを我慢してるだけ。寂しいとか楽しいとかはわかるんだけど、悲しいはまだわからないの、あたし。悲しいことがあったら〝悲しい〟がわかると思ってたけど、そうじゃないのね。友達が死んだらね、あたしは怒ることしかできないんだなって、今わかったの。あたしはたぶん、一生悲しめないと思う。今は来栖さんを殺した誰かに怒ってる。とても怒ってる。腹の中がぐるぐる回るくらい」

　その口調に怒りの要素を見付けることは、松本にはできなかった。どう見ても、悲しんでいる表情なのだ。彼女の顔は。

「でもな、泣いてやってもいいだろ？　泣くのは恥ずかしいことじゃない」

「そう。でもあたしの体から水は出ないから優ゆうさんに泣いてもらうわ……泣くことって、あたしには絶対にできないのよね」

　夏か純すみは帽子のつばを摑つかむと、優ゆう樹きがいる部屋の中に視線を向けた。

　その部屋の中は、異常なほどに荒れていた。敷しきっぱなしの布団の上には衣服が脱ぎ散らかしてあり、床には新聞や雑誌、それに酒さけ瓶びんや出来合いの弁当箱が散乱している。テレビの画面や鏡きよう台だいは割れ、その破片がまだ床に散らばっていた。歩く隙すき間まもないので、仕方なく優樹はそれらを踏み付けて歩く。

　この部屋にもっとも強く残っているのは、やはりあの佐さ々さ木きの臭においだった。野の中なかもここには来ていたようだ。間違いなく、この部屋が佐々木の住んでいた場所なのだ。しかし野中の部屋をあんなに綺き麗れいにしていた彼女の部屋がここまでひどいとは、いったい何があったのか。それに、なぜ来くる栖すがこの部屋に来る理由があったのだろうか。

　しかし、と優樹は思う。この部屋には佐々木と野中以外には本当に薄うつすらとした臭いしか残っていない。残っているのは、来栖と鑑かん識しきに来ていた人間たちだけだ。消去法でいけば、佐々木が来栖を殺した犯人ということになってしまう。

　そうなのか？　そう考えれば、恐ろしいことに全すべての辻つじ褄つまが合ってしまう。たった二つ、彼女にそんな力があるかということと、動機がまるでないということだけが不明だ。しかしそれさえ除けば、状況は彼女が犯人であることを示している。少なくとも優樹の捜査方法では、それが事実だ。

　優樹はまとまらない思考を一時停止させた。壁かべの近く、ぼろぼろに穴の開いた衣服の下に来栖を見付けた。

　彼は、人の姿をしていなかった。それは、優樹の目には体長一メートルくらいのこげ茶色をした狐きつねに映った。だが彼の体には野中と同じような穴が幾いくつも開いており、耳や手足は少し離れたところに散乱していた。その体はかろうじて原形を留とどめているにすぎず、〝狐〟と判別するだけで精一杯だった。

　しかしこれほどの惨状にありながらも、彼の肉体や室内に血の痕あとはまったくない。優樹の鼻でさえ、血の臭いを嗅かぎ取ることはできなかった。

「……失礼します」

　優樹は軽く頭を下げると、彼の体に開いた穴の一つに鼻を近付けた。既すでに土つち気け色をしているその傷痕にはまだ凶器の臭いが残っていたが、それはますます優樹を混乱させる原因となった。

　木だ。金属の類たぐいではない、木の臭いだ。そして、これに似た臭いを持つアヤカシを優樹は知っている。

　その名は空うつろ木ぎ。どこからともなく現れては消え、彷徨さまよい続けるアヤカシ。その名の如ごとく中身は空虚なのか、何も見ず、何も聞かず、話そうとせず、動こうとしない〝生きる屍しかばね〟。

（……空うつろ木ぎ……さん……が……？）

　優ゆう樹きは一度立ち上がって鼻から息を吐くと、もう一度傷穴に鼻を寄せた。確かに空木に似ている。しかし空木そのものではない。空木と関係はあるが、空木が手を下したわけではない。そう優樹は思いたかった。空木が犯人と考えるくらいなら、まだ佐さ々さ木きの仕業だと思った方が気は楽になる。何を考えているかわからずとも、大おお田たが嫌きらおうとも、優樹にとってあのアヤカシは大切な友人の一人なのだ。付き合いもかなり長い。

（……佐々木さんを追おう、彼女に聞けばだいたいのことがわかる……のかな……）

　夏か純すみを呼ぶために優樹は玄関の方を見た。その時、足元に見覚えのある写真立ての縁ふちが見えた。手袋をはめた手で、用心深く引っ張り出す。割れたガラスの中にあった写真は、野の中なかの部屋で見た物と同じだ。ガラスが落ちないように水平に持ち上げて写真立ての裏を見た優樹は、目を見開く羽目になった。

　そこには狂ったように、ある単語が数え切れないほどマジックインキで書き殴られていた。

〝会いたい〟。ただそれだけだった。

　何か薄うす暗ぐらい執念のようなものをそこに感じ取ってしまった優樹は、そっと写真立てを元のように置いた。

「夏純ちゃん……おいで」

「お邪じや魔まします」

　帽子を脱ぐと、夏純は静かに室内に入ってきた。そして来くる栖すの側そばにしゃがみ込むと、彼に手を触れようと手を伸ばす。

「夏純ちゃん……触る時は手袋して」

「……はい」

　自分がはめていた手袋を夏純に渡す。少し窮きゆう屈くつそうにはめると、夏純は来栖の服をめくった。少し現場は荒れるかもしれないが、優樹は黙だまっていてやることにした。夏純と来栖の間に何があったのか、優樹は知らない。自分が思っていたより、はるかに仲が良くなっていたのかもしれない。

「……夏純ちゃん……」

「狐きつね」

　夏純がぼそっと声を漏らした。

「あたしがあげた狐のぬいぐるみ、くるさんベルトに付けてたの。喜んでくれてたのね……ちょっと嬉うれしい」

　来栖の服から手を離すと、夏純は優樹を座り込んだまま見上げた。その表情には怒りはないが、目の輝かがやきがかなり剣けん吞のんなものに変わっている。

「優ゆうさん、悪いことしていい？」

「……え？」

「ううん、もうやっちゃった、ごめんね、優さん」

　彼女の言葉が終わる前に、この場から来くる栖すの死体は服ごと消滅していた。優ゆう樹きは目を離していなかったはずなのに、夏か純すみが何をしたか理解できていなかった。

「燃やしたの。蒸発って言った方がいいかもしれないわね。怒ってる時の方が、あたし集中できるみたい。こんなに上手にできるとは思わなかったわ」

　優樹は来栖の死体があったはずの場所を見た。灰も見当たらないし、焦げた臭においさえ優樹の鼻には嗅かぎ取れない。彼の死体が燃えた痕こん跡せきは、何ひとつ残っていなかった。夏純がはめていたはずの手袋も、彼女の手から消え失せている。

「ほっといたら、くるさんは野の中なかってアヤカシみたいにあの建たて物ものの中で放っておかれるんでしょ？　そういうの、あたし嫌いや。本当は灰くらい残して土の下に埋めるのがいいんだけど、灰残したら人間に持ってかれちゃうんでしょ？　だから灰も残さなかったの。……ごめんね、くるさん」

　その一いつ瞬しゆんだけ、室内の空気が震ふるえて熱を帯びた。それが夏純の怒りであり、未いまだ彼女が表現のできない〝悲しみ〟でもあった。その夏純を見下ろし、優樹は困ったように彼女の名前を呼ぶ。

「夏純……ちゃん……」

　彼女が取った行動は犯罪行為だ。だが、アヤカシの死体が人間の手に渡ることは優樹も嫌だ。優樹も同じことをしたことがあるので夏純を責める気はないが、問題は状況にある。この外には、人間たちがいるのだ。いきなり来栖の死体がなくなったことをどう説明すればいいのか、適当な言い訳を考えなければならない。

「ぬいぐるみもね、燃やしちゃったの。……くるさんもね、尻尾しつぽが二本あったわ……だからあの狐きつねがよかったのね……」

「……夏純ちゃん、後からついておいで。黙だまってるんだよ」

　優樹は先に外に出ると、待っていた松まつ本もとに話し掛けた。

「この部屋に住んでた佐さ々さ木きさんを探してみてください。人手がないなら構いません。何か見てるかもしれませんからね、話は聞いてみた方がいいと思います。もし見付けたら連絡ください。とりあえずこっちでもがんばりますから。それと、アヤカシって死んでから時間が経たつと塵ちりになっちゃう時があるんです。来栖さん、塵になっちゃいました。誰だれかに怒られたら、文句は私に回すように言ってください、じゃそういうことで」

　松本が言い返す隙すきを与えずに早口でまくし立てると、優樹は三階の手すりから身を乗り出すとそのまま飛び降りた。帽子は落ちないように押さえながら、膝ひざを上手うまく屈くつ伸しんさせて着地する。

「え……おい、ちょっと待て！」

「ごめんね、刑事さん。怒られたらあたしを恨んでね、でもくるさん殺した犯人は、あたしが責任持って始末するから大丈夫よ。じゃ、がんばってね」

　夏か純すみもまた優ゆう樹きの後に続く。警けい察さつ官や住人が驚おどろいて注目する中、夏純は優樹の真横に着地すると何事もなかったかのように話し掛けた。それは本当に普段の夏純と何ら変わらない表情であったが、彼女の奥底で燃えている〝情念〟に優樹は気が付いていた。

「優ゆうさん、これからどうするの？」

「……佐さ々さ木きさんの臭においを追うよ。可能性はさておき、彼女が一番怪あやしいからね。話を聞かないと……がんばろうね」

「うん」

　夏純が三階を仰ぐと、松まつ本もとが呆あつ気けに取られた顔で二人を見下ろしていた。夏純が手を振ってみせたが、彼は何も応こたえようとはしなかった。




　片かた倉くら晃こうがネジを見付けた時、彼女は憔しよう悴すいしきっていた。腹に開いた丸い穴がネジを苦しめていることが、晃にはよくわかっていた。そしてネジに怪け我がを負わせた犯人が、自分より優れた〝鬼おに斬ぎり〟を手にし、しかも一体化がかなり進行していることも理解できる。恐らく精神にも異常をきたしているだろう。〝鬼斬り〟の本能に支配されると、アヤカシを殺すことしか考えられなくなる。

　犯人の〝凶器〟が届く範はん囲いにネジがいたのは、不幸としか言い様がない。アヤカシを殺すことが目的の犯人から逃げられたことは、幸運だったが。しかし片倉晃がネジを見付けてしまったのは、いったいどちらにとって幸いだったのだろうか。

　クロスブリードにしてみれば、ネジは殺しておいた方がいい敵である。晃にとってはとるに足らないアヤカシだが、他ほかの構成員にとっては充分な脅威だ。今ネジはかなり弱っているし、邪じや魔ま者もいない。簡単に殺せるいい機会だ。しかし、とも思う。本当に殺したいアヤカシはネジなどではない。この間会った時は、ネジは排除すべき敵だった。だから晃も奇き襲しゆうをかけたし急所である首を狙ねらった。

　だが、結局晃はネジを殺すことをやめた。それどころか、近くの薬局で栄えい養よう剤を買ってネジの近くに転がしておくという自分でもおせっかいだと思う行動をとってしまった。

　なぜ自分がそんな気を起こしたのか、あまり晃は考えたくなかった。それに、ネジよりも追わなければならない敵が彼にはいた。

（〝第参世代〟くらいだ……早く切らせないともう手遅れになっているかもしれない……）

　晃が使っているのは〝第伍ご世代拾六号〟である。万が一にも直接対決があった場合は、経験と宿主の素質でカバーするしかない。相手がただの人間であるのに対し、自分はキマイラなのだからかなり分ぶがあるはずだ。

（……キマイラ……か）

　木刀が熱を持って震ふるえて、晃の意識を引き戻した。距離はともかく方向はこの拾六号が曖あい昧まいではあるが示してくれる。ネジを見付け出したように〝第参世代〟の犠ぎ牲せい者の場所を教えてしまう時があるが、それでもこれだけが唯一の手掛かりだ。

　現在、自分とあの片かた倉くら優ゆう樹きはどちらが真相に近いのだろうか。自分には拾六号という切り札兼手掛かりがあるし、その背景にある事情もいくらかわかっている。一方片倉優樹には官かん憲けんとしての権力と情報収集力があり、協力者らしいアヤカシもいる。

　ネジはあのざまだから、特高はもう今回の件に介入することは難しい。あとは片倉優樹さえ出し抜ければ、〝第参世代〟を手に入れることができる。

　最後に晃こうは、ネジがいるであろうビルの屋上を見上げた。そして、拾六号の導みちびくままに歩き出した。




　優樹と夏か純すみ、二人の捜索は午後三時を少し過ぎた時点で行き詰まっていた。二人の目の前にあるのは、市営烏からす丸ま線北きた大おお路じ駅の入り口である。優樹の鼻では、佐さ々さ木きはこの駅に入っている。電車に乗られては、鼻で追うことはもうできない。

「……優ゆうさん、どうしよう」

　ここに来て、初めて夏純が不安げな表情を見せた。しかし彼女の瞳ひとみから怒りそのものは消えてはいない。

「……うん……彼女が行きそうな場所か……」

　実家、職場、友人の家。可能性などいくらでも考えられる。しかも彼女の精神状態は午前中に会った時と比べてかなり不安定のようだ。どこか予想もつかないような場所に行っているかもしれない。

「……そうだ……佐々木さん言ってた……」

〝私、彼と旅行した所に行ってみようと思います……もしかしたら……彼がいるかも……〟

　確かにそう言ったはずだ。だが、いったいあの二人がどこを旅行したかなど優樹は知らない。いや、一つだけ確実な場所がある。二人の部屋に飾られていた写真、そして佐々木の部屋の写真立てに書いてあった妄執的な文字。

　吉よし水みず神社だ。あまりにも頼りない手掛かりでしかないが、行ってみる価値はあるかもしれない。だが、残念ながら優樹は吉水神社を知らなかった。本屋辺りで調べればわかるのだろうが、本屋を探している時間さえ惜しい。

「夏純ちゃん、ちょっと電話かけるね」

　優樹は通行人の邪じや魔まにならないような道の端に移動すると、大おお田たの家に電話をかけた。彼は携帯電話を持っていない。もし家にいなかったら。しかし幸いなことに、三回目の呼び出し音の後に大田が出てくれた。

「もしもし、片倉です」

『ああ、優樹か。元気かい？　京都での仕事は進んでいるのかな……と聞きたいところだが、僕ぼくにかけてくるということはそうではないのかもしれないね。それとも僕へのお土産みやげに何を買うか迷っているのかな』

「……お土産みやげ……」

　すっかり忘れていた。

『そうだね、僕ぼくとしては食べ物はやめてほしいんだ……』

「すいません、先生。お土産はまた後で。吉よし水みず神社ってどこですか？」

　電話の向こうにいる大おお田たが、ほんの一秒だけ黙だまった。

『奈良県吉よし野の山だったかな。後ご醍だい醐ご天皇が……』

「そういう話は帰ってからにしてください。京都から遠いんですか？」

『……優ゆう樹き、最近の君は僕の話を聞いてくれないね。僕は悲しいよ』

　大田の声音はあまり悲しそうには聞こえない。

「帰ったら、何でも聞きますよ」

　口に出してから『まずいこと言ったかな』と思ったが、そんなことを後悔している暇はない。

『……君の言葉を、僕は約束として受け止めたよ、優樹？　では僕としては珍しく簡かん潔けつに説明しよう。京都駅からなら電車で二時間強かかる。確か……橿かし原わら神宮前駅で乗り換えて吉野駅で降りればいいのかな。初めての駅での乗り換えというのは、意外に迷うものだよ。下手へたをするとそれ以上の時間がかかることを覚悟した方がいいね。しっかり路線図を確認して案内板には気を付けて。そして吉野駅で降りたら、山道を少し歩く必要があるのかな。僕も行ったことはないから知らないよ』

　行ったことがないのにそこまでわかるのだから、大田の記き憶おく力はすごい。優樹はそれだけは素直に感心した。

「わかりました、ありがとうございます……」

　そこで通話を終えようかと思ったが、もうひとつ聞きたいことを思い出した。

「先生は、クロフォードさんが京都にいることを知ってたんですか？」

『ああ、僕に来た手紙にはそう書いてあったよ。知らなかったのか？』

「知りませんでしたよ……言ってくれればよかったのに……」

『言った方がよかったのかな？』

　フレッドが京都にいるからと知っていても会いに行こうなどとは思わなかっただろう。会えてよかったとも思うが、所しよ詮せん偶然だ。会えなくとも、問題はなかった。優樹がそんなことを考えている間に、大田が質問を投げかけた。

『ところで優樹。君は吉水神社が重要文化財だということを知っているかな？』

「……はあ……？　知りませんよ。吉水神社っていう神社のことだって今日初めて知ったんですから」

『壊こわしたら怒られるだろうから、気を付けなさい。もし壊したら、ばれないように逃げるんだよ。とくに夏か純すみがいると危険だからね。今の吉野は観光時期を外しているから、あまり人はいないだろうがね』

　大おお田たもよく言ったものだ。『壊すな』と言われれば『はい』とは決して返事ができないが、『壊したら逃げろ』なら、実行できる。しかし、と優ゆう樹きは思った。

「私が吉よし水みず神社壊こわしてもいいんですか？」

『君は自らの意思で壊そうとは思っているわけじゃないだろう？　もし壊れたなら、それは不可抗力だ。不可抗力を避さけろというのは、君が中央線の電車に乗った時に人身事故に出くわすな、というのと同じくらい無茶な話だよ。君は自分と重要文化財、どちらが大切かなどと僕ぼくに聞くつもりかい？』

「……すいません、先生。ちゃんと逃げる時は逃げますよ……それと先生、アヤカシの体に穴をたくさん開けて殺すなんてこと、人間にできるんでしょうか？」

『もちろんだ。人間は不可能に思えることを、長い時間をかけてやってのけるすごい生き物だからね。アヤカシは人を殺す。逆もまた然り。どうやって、と問われたら、なかなか答えにくいものかもしれないけどね』

　そう、なのかもしれない。佐さ々さ木きは、野の中なかと来くる栖すを殺す手段を持っているのかもしれない。確かめるために、佐々木を見付けるしかない。

　この時、優ゆう樹きは気が付いていなかった。大おお田たは『答えにくいかもしれない』と言ったが、『答えを知らない』とは言わなかったのだ。しかし今の優樹には、細かいことに指摘を入れられる余裕がなかった。

「ありがとうございました。……あの、先生……」

　もし、自分が生きて帰れなかったら。その時のことを考えて大田に何か言っておくべきだろうか。

『優樹、死ぬことはまだ考えなくてもいいよ。夏か純すみがいる以上、たとえ吉よし野のが焦土と化しても君は死なないさ』

「焦土と化したら困るでしょうが……」

　大田がどこまで本気かは知らないが、少し苦笑混じりに優樹は言った。

『そう思うなら、努力すればいいさ。君が手た綱づなを引いている限り、夏純も暴れはしないだろう。何事も君次第だよ。……優樹？』

「はい」

『……僕にお土産みやげを買ってきてほしい』

　彼にしては短い言葉だった。大田はその後、『じゃあ』とだけ言って電話を切った。

「……夏純ちゃん……」

　優樹はすぐに吉野に向かうべきか迷った。佐々木が本当にそこにいる確実性などまるでない。ただそれ以外に思い付かないだけだ。彼女が京都市内にいたとしたら、まるで無む駄だ足あしになってしまう。佐々木は容疑者でも参考人でもないのだから、警けい察さつに本気で動いてもらうわけにもいかない。かといって、この京都に知り合いはいない。一度だけ会った福ふく尾おの連絡先は知らないし、知っていたところで到底協力はしてくれないだろう。来くる栖すの死を伝えれば、さらに怒りを買うだけだ。

「優ゆうさん、どこか行くんでしょ？」

　夏か純すみが声をかけてきた。彼女を見上げて、優ゆう樹きは一いつ瞬しゆん夏純に京都に残ってもらおうかと考えた。だが彼女を一人で置いておくことの方が、もっと大事を引き起こしそうな気がする。

「うん……あ」

　昨日会ったばかりだが、協力してくれそうなアヤカシが一人いた。

「夏純ちゃん、もうちょっと待っててね」

　優樹はそう言うと、もう一度携帯電話を持ち直した。




　結局、自分は奈良に行く羽目になったようだ。そう考えながら、片かた倉くら晃こうは窓の外を見た。川が見えたが、それもすぐに通り過ぎていく。その川が木き津づ川だということは、晃にとってはあまり興きよう味みがなかった。

　彼が乗っている車両からはその姿を確認できないが、〝第参世代〟を持ったあの女はこの列車の中にいる。手に何も持っていないのを見た時は、一体化の進行率に驚おどろいたものだ。彼女はネジ以外にもアヤカシを斬きり、しかも殺している。殺さない限り、一体化は進まないはずだ。

　拾六号を頼りに京都市内を歩いていた時に、彼女を見付けた。目が虚うつろで表情はなく、足取りはおぼつかない。まさに末期症状だった。今すぐ〝引き摺ずり出した〟ところでもう遅い。彼女は間違いなく死ぬだろう。

　ただの人間がアヤカシを殺すために払わなければならない代だい償しようを、既すでに彼女はその命と精神で払っている。いつか自分も、彼女のようになるのかもしれない。戦い続ければ、そうなる可能性は充分にある。

　それでも、晃は〝第参世代〟が欲しかった。この拾六号よりはるかに強力な力を秘めたあの

〝鬼斬り〟が欲しい。彼女がどこに行くのかは知らないが、人目のないところで引き摺り出して切り離す。

　その時こそ、彼女の魂が果てる時だ。

　彼女を殺すのは〝鬼斬り〟だが、その原因を作るのは晃自身だ。そのことに罪悪感はない、と思いたい。まだ晃は人間を殺したことはない。人間の死体を見たこともない。

（それくらいの覚悟は……できている。できているんだ）

　晃は右手で木刀を握り締しめた。その左手には、彼が昨日新幹線の中でもらった菓子袋がある。その中身は、結局彼の胃袋に納まっていた。




　奈良県吉よし野の町吉野山。後ご醍だい醐ご天皇御ご陵りようや金こん峯ぽう山ざん寺などの史跡も多いが、桜で全国的に有名な土地だ。春には桜を、秋には紅こう葉ようを見に足を運ぶ観光客の何と多いことだろう。

　しかし今は夏である。観光時期を外した観光地はこれほど閑散としているものなのだろうか。橿かし原わら神宮前から特急に乗った優ゆう樹きは、吉よし野のに近付くにつれて減っていく乗客に驚おどろいたものだ。夏か純すみにとっては幸いなことに、この特急電車には喫煙車両があったので彼女は喜んで煙草タバコを吸い続けていた。他ほかの車両にはまだ客がいるのかもしれないと思っていたが、午後七時を過ぎて吉野駅に降り立った時、見回しても自分たち二人以外には誰だれもいなかった。

「……全然人がいない……」

「よかったわね。人がいないと臭におい追いやすいんでしょ？」

　それもそうだ。優ゆう樹きは早速ホームの探索にかかった。一応橿原神宮前のホームを調べて佐さ々さ木きが電車に乗った痕こん跡せきを何とか見付けることができてはいたが、途中下車の可能性もあるのだ。その時はすぐに引き返す必要がある。しかしその必要はなかった。ホームにしゃがみ込んで一分で、優樹はあの佐々木の臭いを見付けることができた。

「……夏純ちゃん、ここに来たのは間違いじゃなかったよ」

「喧けん嘩かの準備しておいた方がいい？」

「まだ早いって……じゃ行ってみようか」

　改札口を抜けるとその両りよう脇わきには土産みやげ物屋が並んでいたが、当然の如ごとく閑古鳥がないていた。というより、既すでに閉店している店もある。太陽は既に沈んで見えなくなっていた。

「……うん、これだけ人が少なくて自動車もほとんど通ってなければかなり追いやすいな……」

　優樹と夏純は、まず案内板を見て吉よし水みず神社を探した。ロープウェイを使ってさらに一キロほど歩くようだ。しかし優樹は直接吉水神社を目指すのではなく、彼女の臭いを辿たどって追うことにした。

「夏純ちゃん、煙草しまって。……少し歩くよ」

　少し上り坂になっている道を、優樹と夏純は歩き始めた。近くには小さな川が流れていて、木も多い。もう少し明るければのどかな風景であっただろうが、優樹には周囲を眺ながめている余裕はない。ちゃんと舗ほ装そうされており道の脇には街灯もついているので、山道というほど歩きにくくはなかった。それに佐々木以外の人間の臭いがほとんどしないのもありがたい。だがそうやって歩き始めて、すぐに優樹はあることに気が付いた。

　ここ最近、この道を通った人間は二人しかいない。一人はもちろん佐々木なのだが、もう一人の臭いが妙だった。人間、ではない気がする。もちろんアヤカシでもないのだが、かといって自分と同じ二重雑種ダブルブリツドとも違う。何か微妙に違う気がするのだ。しかも、その人物は佐々木と常に距離を開けて歩いている。まるで彼女を尾行しているようだ。

　優樹は一度立ち止まるとミニボトルの蓋ふたを開けて臭いを嗅かいだ。そしてすぐにまた道の臭いに集中し始める。

　そんな優ゆう樹きを、夏か純すみはただじっと見下ろしていた。




「……こんにちは」

　夕方まで眠っていたネジであったが、自分の側そばに誰だれかがいる気配とかけられた声にぎょっとして身を起こそうとした。

「無理はしない方がいい」

「……あなた、誰？」

　立っている男を見て、ネジは不思議そうに尻尾しつぽを振った。つばの広い帽子にミラーシェイドのサングラス、白いコートに手袋を纏まとったその男は、どうやらアヤカシのようだった。皮ひ膚ふを極力隠しているのだが、少しだけ見えている部分は火ひ脹ぶくれになって爛ただれている。

「フレデリック・アシュトン・クロフォード。よろしく」

「長い名前ね……あたしはネジ。……首の傷はあなたが塞ふさいでくれたの？」

　起きた時に気が付いたが、首の傷は完全に繫つながっていた。腹の穴は一応ガーゼと包帯で隠してあるが、まだ少し痛い。

「ああ。腹の方は大きすぎて私の手には負えない。……ところで、その穴はどうしたんだ？　だいぶ大きいが、人間にやられたのか？」

「……わかんないわよ、いきなりやられたからすぐ逃げたもの」

　そう答えてから、すぐにネジはこのアヤカシがクロスブリードの一員ではないか、という疑いを持った。彼らの中には数こそ多くはないもののネジが敬愛する〝御おん大たい〟を殺そうとしているアヤカシもいる。その中には異国のアヤカシもいるという話だ。もしこの男が情報を引き出すために近付いたのだとしたら、油断はできない。

「……とにかくありがとう……じゃあね」

「ああ、待ってほしい」

　すぐに逃げようとしたネジだったが、呼び止められて仕方なく動くのをやめる。

「この都市では君のような傷が原因で死んだアヤカシがいるそうだが、犯人を知らないか？」

「……知ってたら、すぐに殺しに行くわよ……あなた、何で犯人を捜しているのよ？」

　答えによっては戦う必要があるかもしれない。

「私の友人が犯人を捜しているので、手伝っているんだ。あまり詳しいことは私も聞いていないのだけどね」

「そう……」

　何となくだが、クロスブリードの一員ではない気がした。考えてみれば、ネジはクロスブリードに広く顔が知れているのだ。彼らが自分を助けるわけがない。

「ところで、君は空を飛べるか？」

「……何よ、いきなり……飛べるけど、それがどうかしたの？」

　高度三百メートルに時速六十キロ、それが現在のネジの限界だろうか。

「少し頼みがあるのだが、私を乗せて移動してもらえないか？」

　これはまた突拍子もないことを言い出したものだ。しかし助けてもらった礼もした方がいいだろうし、近場なら構わないだろう。ネジは律りち儀ぎなアヤカシなのだ。

「……あなた、体重どれくらい？」

「計ったことはないが……そんなに重くはないと思う」

「そう……近所なら構わないわよ、でどこ？」

「ヨシノ、という場所らしい」

「……それって奈良県の吉よし野の？　遠いじゃないの！」

「そう言われても困る……無理なら、構わない」

「吉野に、あたしの腹に穴を開けた奴やつがいるの？」

　それなら、一緒に行っても構わない。たぶん浦うら木きが自分にやらせたいことは、あの〝鬼おに斬ぎり〟を持った人間を捜すこと。恨みは晴らさなければならないし、どうせ捜すあてもないのだから。

「確実とは言えないが、可能性はある」

　フレデリック・アシュトン・クロフォードが片かた倉くら優ゆう樹きから聞いた話はひどく断片的なものだった。彼が知っていることは『アヤカシに穴を開けて殺す人間がいるらしい』ということくらいだ。京都市内でもしそれらしい事件があったら知らせてほしいと頼まれたから、こうして日没前に動き出している。人間にとっては陽ひ射ざしなどもはやないに等しい時間帯だが、彼にはまだつらい。

　優樹は吉野に犯人がいる可能性を口にしていた。だからこそ京都のことを自分に託したのだろうが、彼としては彼女の方が心配だ。彼女の電話が終わると同時にかかってきた大おお田たからの電話によると、吉野の方が可能性は高いと言っていた。あのシームルグは面白いが、何を考えているかわからないことの方が多い。

「まあ、いいわよ……一時間以上かかると思うけど。首の毛摑つかんで落ちないようにするのよ。落ちても下に人間のいるところだったら拾いに行ってあげないからそのつもりで。……名前、何だっけ？」

「フレデリック・アシュトン・クロフォード。フレッドと呼んでほしい」

「そう、その方が呼びやすくていいわ。じゃ、乗って」

　そして、鵺ぬえと吸血鬼は吉野を目指す。




　後ご醍だい醐ご天皇縁ゆかりの場所であり、その前の時代には源みなもとの義よし経つねが一時期隠れ潜ひそんだ場所、そのさらに後の時代には豊ほう太たい閤こう秀ひで吉よしが花見を催した時に本陣を置いた場所。それが吉よし水みず神社である。本来なら観光で来るはずのこの地に、片倉優樹と帆ほ村むら夏か純すみが辿たどり着いた時は午後八時三十分を過ぎていた。鳥居を通って石段を上り、閉じていた小さな山門の前で一度止まる。

「……着いた……ね……」

　そうたいした距離ではないが山道を歩き、優ゆう樹きの鼻もだいぶくたびれてきた。それに、ひどく右目が疼うずく。まるで包帯に隠されていることが不満のように、熱く揺れている。

「優ゆうさん、大丈夫？　お酒切れたの？」

「……いや、大丈夫。とりあえず中に入ってみようか」

　優樹と夏か純すみにとって、山門を飛び越えることなどわけはない。閉まっている以上は不法侵入になるわけだが、何もなければすぐに出ていけばいい。そう軽く優樹は考えていた。いきなり飛び越えて人がいても困るので、とりあえず優樹は門の前に立って中の気配を探ろうと聴覚と嗅きゆう覚かくに集中した。

　小さな音がした。

（……あれ……）

　それは本当に小さな音だった。何かが砂利の上を這はっているような……。

「……夏純ちゃん、ちょっと飛び越えるの待……」

　木でできた門もん扉ぴに小さな穴が開いて何か飛び出したかと思うと、それは優樹の足首に絡みついた。異様なまでの強い力に引っ張られて、優樹は背中から地面に倒れる。麦わら帽子が飛んで地面に落ちる前に、優樹の体は扉を突き破って門の中に引き摺ずり込まれていた。

「……優さん……！」

　夏純が手を伸ばしたが届かず、優樹の体は地面の上を跳ねながら滑っていく。

　優樹は引き摺られながらも指で地面を摑つかんだが、砂利の上に指の跡を残すことしかできなかった。即座に目標を地面から自分の足に絡みついているものに移し、それを摑む。

　目を凝こらすとそれは細い紐ひものように見えたが、木の手触りがした。そのくせ鞭むちのような弾力性を持ったそれは足首に五重くらいに巻きついており、優樹が引っ張った程度の力ではびくともしない。その〝紐〟を取ることに意識を集中していた優樹は、自分がどこに向かって引っ張られているかの確認が遅れてしまった。

　体が一いつ瞬しゆん宙に舞ったかと思うと、自分の眼下に巨大な黒々とした森が見えた。視界の隅に月が見えたような気がしたが、そう思った時にはもう自分の体が落下を始めている。優樹は木の枝を数十本ぶち折りながら落下を続け、最終的な衝しよう撃げきが彼女の体に伝わった。

　背骨が砕けるような痛み。

　痛覚を断つ暇はなく受け身をとることもできず、目の前が真っ暗になった。だがその痛みが優樹に『生きている』という自覚と『敵と戦わなければならない』という静かな戦意を巻き起こす。痛覚遮しや断だんと同時に立ち上がり、目を闇やみに慣らした。

　照明は月明かりしかない、真っ暗な森の中だった。何の物音も聞こえない、何も動く物のない静寂が優樹を包む。だが、それが真の静寂ではないことをすぐに優樹は知ることとなった。

　ず、ず、ずという奇怪な音と共に、わずかに開けた平地を何かが這はっている。それが何かと目をさらに凝こらした優ゆう樹きの耳に、誰だれかの声が響ひびいた。

「……刑事……さん……藤とう梧ごは……？　藤梧は、見付かったの……？」

　聞いたことのある声だった。今日の午前中に聞いたばかりの女の声。

「佐さ々さ木き……さん……？」

　闇やみを見通す優樹の目は、確かに佐々木の姿を捉とらえることができた。

　しかし。

　彼女は、いったい〝何〟だったのだろうか。

　顔に見覚えはある。声に聞き覚えはある。だが彼女の姿は、優樹が見た今朝けさの彼女とはまったく違っていた。

　腕や足から、数えきれないほどの細い木の枝がびっしりと生はえていた。枝の先端には緑の葉が芽吹き、あまりにも伸びた枝は地面に落ちて蛇へびのようにのたうっている。見た目だけは確かに木の枝なのだ。だが枝は意思を持って伸び、優樹の目の前で生長を続けている。

　佐々木という人間の、肉の中から。

　顔や胴体はまだ枝の侵食を免れているが、そこだけがはっきりと人間であるためよけいに佐々木の姿をグロテスクに見せていた。

「……あの……佐々木さん……どうしたんですか……」

　自分の声が震ふるえるているのを、優樹は抑えることができなかった。体中から緊きん張ちようの汗が流れ始めている。

「……藤とう梧ご……ああ……藤梧……ここにもいないのね……」

　佐々木が喋しやべるたびに、彼女から生えている枝が音を立てて揺れる。

「……どこにもいないのよ……どこにもいないのよ……！」

　地面に落ちていた枝が五、六本持ち上がったかと思うと、それは突然優樹に向かって一直線に伸びてきた。あまりにも高速で突き進むそれらを全すべて避よけきるために、優樹は咄とつ嗟さに地面に伏せた。それでも間に合わず、髪の毛が飛んで頭の皮が剝むける。優樹の白髪に血が滲にじんだ。

　あの勢いで体を貫かれたら、間違いなく穴が開く。

「佐々木さん……あなたが……あなたが野の中なかさんと来くる栖すさんを殺したんですか……？」

　優樹がそう言った途端、彼女の頭上を通り過ぎた枝が力を失い音をたてて地面に落下した。

「……殺したのよ……殺したのよ……！　だって……だって……藤梧が何て言ったか知ってるの？　知らないでしょ！　あの人は……」

　悲鳴のような声は、やがて笑い声となった。それは最初小さな声だったが、やがて高笑いへと変わっていった。

「人じゃなかったのよね……鬼だったよね……」

　狂気じみた佐々木の笑いと表情が、本当に一いつ瞬しゆんだけ正気に戻ったように優樹には見えた。だがすぐにけたたましい笑いが森の中に響ひびき渡る。

「……でもね、あたしは鬼でも何でもよかったのよ……鬼でも何でもよかったのよ……あたしは藤とう梧ごを愛してたのよ……ううん、違うわ……今でも彼だけを愛してるのよ……！」

　立ち上がりかけた優ゆう樹きは、どこか呆ぼう然ぜんとした表情で佐さ々さ木きを見た。彼女は、野の中なか藤梧が鬼であることを知っていたのだ。

　それなのに。

　彼女は彼を『愛している』と言った。

「彼は言ったわ……！　自分は鬼でお前は人だから、このまま一緒にいても幸せにならないって……だから別れよう……って言ったのよ……！」

　笑い声が小さくなったかと思うと、今度はすすり泣きへと変わった。足から力が抜けたのか、佐々木はのろのろと地面に崩れ落ちた。それと共に、触手のように蠢うごめいていた枝全すべてが地面に落ちて動かなくなる。

「……最低よ……最低だわ……だから……」

　佐々木の声が大きく、そして力強くなると同時に、枝が再びうねり始めた。

「……あたしが殺したのよおおおっ！」

　夜の黒に、赤が走った。

　優樹に向かって飛来しようとした枝全てが一いつ瞬しゆんのうちに蒸発し、佐々木の長い悲鳴が尾を引いて、そして消えた。

「優ゆうさん、優さん、大丈夫？　喧けん嘩かの用意に時間かかっちゃったの、遅くなってごめんね！」

「……いや、早かったよ、夏か純すみちゃん、助かった……」

　自分の数メートル前で燃え盛る火柱に、優樹は話し掛けた。離れていても、彼女の熱は優樹に痛いほど伝わってくる。

　火柱。それほど今の帆ほ村むら夏純を的確に表現できる言葉は他ほかにはないだろう。地面から一メートルほど高いところに浮遊しているそれは、二メートルほどの長細い火の塊だった。暗い闇やみの中で、彼女の周りだけが真昼のように明るい。その炎の中には、敢あえてたとえるなら巨大な蜥蜴とかげのような輪郭が見える。しかし尻尾しつぽと後脚は存在せず、胴体と短い前脚、そして黄金色に輝かがやく眼めを持つ爬は虫ちゆう類に似た頭部をかろうじて炎の中に見ることができた。
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「……あの枝だらけの人がくるさんを殺したの？」

　優樹は答えなかった。彼女が肯定した途端に夏純は間違いなく走り出す。この木が密集した中で夏純が暴れれば、山火事になることは疑いようがない。

「大丈夫、優さん。あたし怒ってるけど、冷静に怒ってるわよ。体の温度だって二百度くらいまで落としてるもの。山火事になったら責任持って消して回るわよ」

「夏純ちゃん……殺しちゃ駄だ目め……なんだよ……」

　佐々木はもはや人間の範はん疇ちゆうに入ってはいない気がする。だが、それでも殺すわけにはいかない。できれば夏か純すみには人殺しになってほしくないし、佐さ々さ木きにも死んでほしくない。

　たとえ佐々木が〝鬼殺し〟であったとしてもだ。

「努力はするわ。優ゆうさんも殺させない、あたしも死なない」

「信じてるよ、夏純ちゃん」

　その言葉を合図に、火柱が地面を這はった。夏純の炎の体が佐々木めがけて蛇だ行こうしながら、彼女から伸びている枝を灰も残さずに焼き払っていく。土にくっきりと焦げた痕あとが残ったが、それでも夏純は周辺の木々には火を飛ばさなかった。

「……燃やさないでえええっ！　痛いの、痛いのおおおおっ！」

　佐々木の悲鳴など意にも介さず、夏純は突進し続ける。夏純にとってもはや佐々木は敵でしかない。彼女が飛ばしている〝木〟など、夏純に触れる前にその体を包む炎で塵ちりへと変わる。

　夏純は冷静に怒っていたし優ゆう樹きの言葉も聞いてはいたが、それでも夏純は容赦なく体温を上げながら突き進んだ。

「来ないで！」

　夏純の瞳ひとみは自分めがけて伸びてくる十センチほどの太さを持つ枝を捉とらえていたが、そんなものは無視だ。だが自身を守る炎の幕で燃え尽きるはずのそれは、いとも簡単に夏純の首に巻き付いた。そのまま枝は驚きよう異い的な生長速度で上空へ向かって伸びていく。夏純の肉体と共に。

「……どっか行きなさいよ……！」

「夏か純すみちゃん……！」

　優ゆう樹きはベルトにつけたナイフを抜きながら走った。不用であることを祈りながら持ってきた神銀鋼製ミステイツクメタルナイフである。夏純の首に絡み付いた枝を切ろうとしたのだが、枝は既すでに夏純の体を優樹の目の届かない高みへと連れていってしまっていた。

　それでも優樹は、その枝を切ろうとナイフを枝に向かって振り下ろした。

　一いち撃げきでは切れなかった。二撃で五センチほど、三撃でやっと両断した。硬いだけではなく、ある程度の弾力があるために枝が衝しよう撃げきを吸収してしまう。

　優樹は空を見上げたが、木々の天井に隠れて夏純の燃えている肉体は見えなかった。

「……ああ、藤とう梧ご……無事だったのね……」

　佐さ々さ木きの声が、突然陶酔しているようなものに変わった。彼女の体から生えている枝は夏純の炎でかなり燃え尽きたのだが、それを上回る速度で生長しているためまったく減っていないように見える。

　その彼女の足元に、何か丸い物体が転がっていた。枝は象の鼻のように器用に動いてそれを摑つかむと、佐々木の顔の前に運ぶ。

「……藤梧……藤梧……愛してるわ……」

　それは。

　鬼の首だった。顔の造形はよく見えなかったが、青黒いその額ひたいには角つのが二本まっすぐに生はえており、人間の首にしてはあまりにも大きかった。

「……佐々木……さん。それが……野の中なかさんの……」

　発見できなかった彼の首。佐々木はずっと隠し持っていたのか。死んだ鬼の首を抱き、いったい彼女が何を思っていたのか。そんなことが優樹にわかるはずもない。

　ただ、一つだけわかった。

　佐々木は、野中藤梧がアヤカシであるにもかかわらずに心の底から『愛して』いたのだ。それは好意と呼ぶにはあまりにも強烈な『想い』だった。

　この時初めて、優樹は『愛』という言葉の意味を理解できたような気がした。だがそれは、優樹がわかりたいとは決して思えない、あまりにも恐ろしく狂気と妄執に満ち満ちた『想い』。

　愛することと殺すことは、この佐々木という人間の中では同義なのだ。

　彼女は〝ヒト〟の例外なのか、それとも。

「……藤梧……藤梧……」

　同じ言葉をただ繰くり返す佐々木の声に、優樹は心から余計な雑念を振り払った。

　佐々木は、とても幸せそうな表情を浮かべていた。そして枝に覆おおわれた自分の腕でしっかりと野中の頭を持つと、その胸の中に抱く。

　優樹はその奇妙な光景を視界の隅に置きながら、周囲の状況を確認した。夏純の炎は木には飛び移らずに地面を焦がしただけで済んだが、当の本人は上空に飛ばされてまだ帰ってこない。夏か純すみは空を飛べるのだからやがては戻ってくるだろうが、上空からこの森の中を見下ろしたところで正確な位置はすぐには摑つかめないだろう。夏純が戻ってくるまで、一人で生き残らなければならない。

「……佐さ々さ木きさん！　しっかりしてください！」

　とりあえず説得を試みようとした優ゆう樹きであったが、それはすぐに佐々木の壊こわれた思考により拒否された。

「……藤とう梧ご……アヤカシが悪いのよ……アヤカシが死ねば……いいのよね……刑事さん……あなたもそうなんでしょ……？　わかるわよ……藤梧に似てるもの……だから……」

　枝の群れが、今度は数十本単位で持ち上がる。佐々木の肉体から尽きることなく生長するそれは、空気をも切り裂きながら優樹に襲おそいかかった。

「死んでちょうだい！」

　超低空を這はってくる枝もあったため、先ほどのように地面に伏せても避よけきることは不可能だ。それでも優樹は体を傾け、足でかわし、ナイフで切り払う。直ちよく撃げきは避さけているのに、ほんの少し掠かすめただけで枝は優樹の腕や足の肉を服の上から抉えぐり飛ばした。葉と地面に黒い染みを散らしながらも、優樹は何とか前進しようとした。しかし気持ちとは裏腹に、佐々木との距離は少しずつ開いていく。

　優樹の体に十個目の傷きず痕あとが刻まれた直後、一いつ閃せんが彼女の右目を直撃した。包帯のせいで視界が狭まっていたため反応が遅れた。

「…………っ！」

　眼球への直撃はかろうじて免れたが、右のこめかみから皮ひ膚ふと血とそして。

　包帯が飛んだ。

「あ……」

　優樹の左目が最後に見たのは、白い帯が中空を優雅に舞う光景だった。自分の左肩に枝が突き刺さった時には、彼女の意識はその魂の奥底へと沈んでいた。

　そして、〝彼〟が表層の海へと浮かび上がる。




　自分たちの話を黙だまって聞いていた偉大なる〝主〟が、唐とう突とつに顔を上げた。飯いい田だはまず浦うら木きの方を見た。浦木も飯田の顔を見た。そして次に〝主〟の方に視線を向けた。

「……どうされましたか」

　飯田の問いかけに答えはなく、ただ右目を押さえて微動だにしない。二人の忠実な下げ僕ぼくが見守る中、彼らの〝主〟は左目を閉じた。




　フレデリック・アシュトン・クロフォードは空に昇っていく炎を見ていたが、ネジはだいぶ疲れていたので注意力が散漫になっていた。

「ああ、疲れたわね……もう下は吉よし野の山なんだけどね、この辺りは下しも千せん本ぼんかしらね。桜の季節じゃないからわかりにくいんだけど」

　そのネジの首を、フレッドは包帯の上から優しく撫なでる。そして彼女の頭の上に、自分が被かぶっていた帽子をのせた。

「……ネジ、ありがとう。そろそろ私は降りる。また会ったら、礼をするよ。……その帽子は今の私の気持ちと思って受け取ってほしい」

「何よ、いきなり……ちょっと待ちなさいよ！」

　ネジが叫んでいるのは聞こえたが、フレッドはそれを無視して彼女の体から飛び降りた。飛ぶことは彼にはできないが、周辺の空気の流れを変化させることはできた。地面に向かって垂直に降り、木に激突する寸前に空気の幕を形成して折れる枝から身を守る。そして地上一メートル程度のところで自分の体を静止させ、ゆっくりと地面に着地した。ミラーシェイドを外してその青い瞳ひとみを見開く。

　暗くら闇やみなどフレッドの目には簡単に見通せる。それに大きな生き物の気配は二つしか感じられない。彼はすぐに自分の目指す方向を見付け、そちらに走り出した。数十秒後には、木の幹にもたれて頭を撫でている優ゆう樹きの姿を見付けることができた。その足元には白い包帯が散らばっている。彼女から少し離れたところにも誰だれかがいるのが見えたが、それは後で確認することにした。

「……ユウキ、無事か？」

　頭を撫でているのかと思ったがそうではなく、右目近辺を触っているようだった。優樹はゆっくりと立ち上がると、フレッドに顔を向ける。

「……ああ、気にするな、よそ者」

　確かにそれは優樹のものだったが、心の底に響ひびくような重い声だった。彼女の右目は異様に脹はれ上がっており、左目とはまったく別の場所を見ている。右の眼球はしばらくフレッドの方を見ようとせずに目まぐるしく動いていたが、急に止まると彼の青い目を射抜いた。

　そして、優樹のものとは思えない凶悪な笑みを口元とその右目に浮かべた。
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　左上腕と右大だい腿たい部にぽっかりと開いた傷を、片かた倉くら晃こうは他人ひと事ごとのように眺ながめていた。痛くはない。彼は生まれながらに〝痛覚〟というものが欠落している。先天性無痛症という病は存在するが、それは日常生活を行うためにはむしろ邪じや魔まなものでしかない。

〝痛み〟を知らなければ、自分が危険な状態にあるということを目や鼻で確認しない限り気が付くことができないのだから。

　だが晃はまだ自分の肉体に不都合を覚えたことはない。傷付くことの多かった彼のそう長くはない生の中で、〝痛み〟を抑えることは必要不可欠なことだった。それは彼と縁えんが浅くはない片倉優ゆう樹きも生きていくうちに覚えた手段なのだが、そんなことを晃は知らない。

（……あんなに一体化が進んでるなんて……）

　晃は自分の側そばに置いてある〝鬼おに斬ぎり第伍ご世代拾六号〟を見た。これでは勝てない。殺す気でやれば勝てるだろうが、彼女の体内にある〝鬼斬り〟を引き摺ずり出すまでは殺せないのだ。体の中に張っている根を放置して彼女を殺した場合、宿主と共に〝鬼斬り〟もまた枯れ果ててしまう。一体化が末期まで進んだ以上、その可能性は高い。

　いっそのこと、宿主であるあの女が衰弱死するのを待った方がいいかもしれない。突然宿主が死んだ場合は寄生している〝鬼斬り〟が逃げる暇はない。だが衰弱死ならば〝鬼斬り〟は次の宿主への移動を開始することができる。その時に、晃は二本目の〝鬼斬り〟を手に入れられるだろう。

　だがそのためには、彼女が死ぬのを彼女の間近で待つ必要があった。

　晃は立ち上がると、自分の体に付いた土を払った。彼の傷口からは一滴の血も出ていない。〝鬼斬り〟の特徴は血を吸収しながら敵を傷付けることにある。そのため犠ぎ牲せい者の出血量はかなり少なくなるのだが、晃の持つ拾六号ではここまで出血を抑えることはできない。貪欲に血を取り込むあの女の〝鬼斬り〟とは、格が違いすぎる。

　そんなことを考えながら、晃は周辺の木々を眺めた。この場所がどこかは、よくわかっていない。人気のない山道を歩いていたら、前を歩いていた女の背中からいきなり枝が飛び出したのだ。四本ほど避よけて五本ほど木刀で叩たたき落したが、二本が腕と太ふと腿ももに突き刺さった。晃の体半分まで侵攻したが、枝はそれ以上彼の中に入ることはできなかった。その代わりに、彼の体を空高く放り投げたのだ。こうして彼は暗い森の中へと転落する羽目となったのである。痛くはないし骨が折れた形跡もないが、服はところどころ破れていた。

　それは、ほんの数秒間の出来事だった。

　ここまで一方的に負けたことはなかった。だが、やはり〝鬼おに斬ぎり〟が対アヤカシ用の武器であることが再確認できた。鬼を殺し、ネジの体を貫いたというのに、自分の肉体に対してはその力は半減している。

　自分がアヤカシではない以上、勝機はあるということだ。晃こうはあらためて拾六号を持ち上げると、あの女の場所を探ろうとした。

　しかし。

　晃は周囲を見回した。真っ暗なこの森のどこかに、何か異様なものが潜ひそんでいる気がしてならない。

（……何かが……いる……）

　拾六号を地面に突き立てた。




　フレデリック・アシュトン・クロフォードは、片かた倉くら優ゆう樹きを見ていた。彼女は首を二、三度振り、右肩をぐるぐる回し、掌てのひらを何度も開閉させた。体のあちこちから出ている血を眺ながめ、右[image: 拳]こぶしを作ると手近の木を軽く叩たたく。そしてポケットに入っていたミニボトルを取り出すと、中身を一気にあおりすぐに眉まゆをしかめて容器を地面に叩き付けた。

「……安物の酒を飲んでいるな。貧乏人め。いや、金はあるくせに貯ため込んでいる守しゆ銭せん奴どが……。シームルグも細工しおってからに……侵食が遅れているぞ」

　次に落ちていたナイフを拾い上げてつまらなさそうに眺めると鞘さやにしまい、左手で左目の辺りを触る。何をしているのかは、フレッドの位置からは見えない。

「……君は……誰だれだ……」

　そう声をかけるのが、フレッドには精一杯だった。彼はそれなりの年数を経たアヤカシであり多くの経験を積んでいる。しかし、目の前で起こっている事態は彼には到底理解できないものだった。姿と声は、確かに彼の知っている片倉優樹なのだ。だが気配と臭においが違う。そう、まったく人間らしい部分のない、まるで。

　アヤカシの中のアヤカシ。

「お前は、俺おれの名前を聞いているのか、よそ者？　俺は自ら名乗ったことはない。強しいて俺のことを呼びたいのなら」

　優樹の姿をした優樹ではない〝鬼〟がにやりと笑ってフレッドの顔を正面から見た。脹はれ上がった赤い右目と、瞳ひとみのない白い左目。

「〝主〟と呼べばいい。そう呼ばれている」

〝主〟。そういうと、彼女である彼はゆっくりと正面を見やった。そこには、枝をうねらせながら正気を失った瞳で〝主〟とフレッドの方を見ている佐さ々さ木きがいた。

「……藤とう梧ご……皆、あたしをいじめるのよ……だから……だから……」

「下がっていろ、よそ者。お前にはほんの少しだけ感かん謝しやしている。こいつがろくでなしでありながらも俺おれの理想であるらしいという希望を持たせてくれたのだからな」

　そう言うと、〝主〟は森中に響ひびき渡るような大声で笑い出した。

「死になさいよおっ！」

　太い枝が五十本近く、〝主〟とフレッドに向かって高速で突き進む。

「笑ってしまうな……この人間が！」

〝主〟の左手が佐さ々さ木きに向かって突き出される。その瞬しゆん間かん二人を襲おそった枝は先端から消滅していき、佐々木の体はまとわりついていた枝ごと吹き飛んだ。彼女の背後にあった木にしたたかに叩たたき付けられる。

　フレッドは、周辺の大気が喚わめいているような気がした。

「……貧弱だ。たったこれだけのことで腕ががたがたになるとはな」

　吸血鬼は何が起こったのかわからずに優ゆう樹きを、いや、今となっては彼女の中に潜ひそんでいる〝何か〟を見ようとした。その左腕からは大量に血が滲にじみ出しており、彼の空腹にうんざりするほどの飢き餓が感を呼び起こした。思わず、口の中の歯が小さな音を立てる。

「残念ながらくれてやるわけにはいかんな、よそ者」

〝主〟はフレッドを右目だけで見た後、上空を見上げた。

「ふふ、小娘は場所を特定できずにかなり困っているな。ネジはお前のいる辺りに見当を付けようとしていたが、小娘を警けい戒かいして森の中に隠れたか。手負いの獣けものは用心深い……そしてあいつか……」

　声色は優樹のものなのに、言葉遣いはまるで別人だ。フレッドに聞かせようとしているかのように、その〝主〟の声は響いた。

「……君が誰だれかは詮せん索さくしない」

「それは賢明かもしれんな」

　優樹の中に何か潜んでいるのはわかる。それはフレッドが見てきたどんなアヤカシよりも強大で、自分とは次元が違うことがすぐに理解できた。悪意や害意のようなものも感じ取れたが、それは自分や優樹に向けられたものではない。

「……あれは、何だ？」

　フレッドは、のろのろと起き上がろうとする〝枝人間〟を指して聞いた。あれこそが、優樹の言っていた〝アヤカシ殺し〟の犯人らしい。彼の鼻は彼女が人間であると訴えているのだが、彼女の肉体から生えている木の枝にはどこかアヤカシの気配がある。

「あの女の体には、〝鬼おに斬ぎり〟の根が生えている。脆ぜい弱じやくな人間どもがあるアヤカシに泣いてすがって恵んでもらった木刀の枝分かれした奴やつだ。名前こそ〝鬼斬り〟だが、アヤカシなら何でも斬れる。お前も気を付けんと穴が開くぞ。あれはオリジナルの曾ひ孫まごくらいだな」

「……彼女は、人間……なのか……？」

「見ればわかるだろう。だが、ああなってしまってはもう死を待つばかりだ。たかだか人間が鬼を斬るためには、色々な物を捨てる必要がある。命とまともな思考って奴やつだ。ひと山いくらで買える安いものよ。そんなものでどんなアヤカシだって殺せるんだから、奴もとんでもないものを恵んでやったものだ……！」

〝主〟がまたも左腕を振ると、二十メートルほど離れた木々の向こうに倒れている佐さ々さ木きの、下半身が潰つぶれた。べちゃり、という音と共に肉の弾はじける音がしたが、フレッドの鼻に血の臭においはまったく漂ってこなかった。彼女のひしゃげた肉に赤い箇所はなく、腐ってしまったような生気のない色をしている。

「よそ者、あまり見られない光景だから見ておいた方がいいぞ。あれが〝鬼おに斬ぎり〟の力に頼ってアヤカシを殺した人間の末路という奴だ」

〝主〟とフレッドの視界の中で、佐々木の上半身の中から枝がぞろぞろと肉を突き破って生はえてくる。こうなると、もう人間にはとても見えない。

「……落ちた、か」

　その〝主〟の言葉と共に、左腕が肩の付け根から音を立てて落ちた。黒い土の上に転がる白く細い腕は、フレッドの目にはひどく映えて見えた。

「二回でこの程度か……一か月も前の腕がまだ繫つながっていないとは問題があるな」

「痛く、ないか？」

　フレッドも腕や足がもげたことは何度かあるが、結構痛いものだ。

「気にするな、痛いのは俺おれではない……」

「……痛い……痛いのよ……藤とう梧ご……」

　佐々木の呻うめき声が、静かな森の中にこだまする。土と涙に汚れた顔をさらに歪ゆがめ、腕に抱きしめた野中の首は未いまだ離していない。

「……愚かだな、お前は。そしてお前の腕にいるその鬼も、また哀れなものよ。……いや、そんな馬ば鹿かな女と付き合っていた鬼などに、同情の余地はないか」

　そう鼻で笑うと、〝主〟は側そばにいるフレッドを顔は動かさずに右目を回して見た。

「よそ者。お前、火は使えるか？」

「そういう芸はないな」

「そうか、ああなったら、体ごと燃やしてしまうのが一番手っ取り早いんだがな。体の一部を潰したぐらいでは、すぐに生えてくる……先ほどのでとどめを刺すつもりだったが、予想外にこれの体は貧弱でな……使えん奴だ、まったく。小娘はまだぐるぐる回っているようだしな」

　鞘さやからナイフを引き抜きながら、〝主〟はまっすぐに佐々木を見た。

「お前、あの人間を殺すのに協力する気はあるか？」

「ユウキならともかく、君の助けになる気はあまりない」

「そうか、ならその腕でも拾って後ろにいるがいいさ……ふふ、やはりこうして自ら……ではないが、直接叩たたき潰してやった方が面白い」

　爪つま先さきで二度土を蹴けると、〝主〟はもはや枝と人との境が曖あい昧まいになった佐々木に向かって走り出した。




　夏か純すみは自分の眼下を見下ろして、いったいどの辺りに優ゆう樹きと佐さ々さ木きがいるのかわからずに困っていた。木の枝葉に隠れて、さっぱり見当が付けられない。森の中に入って捜すのがいいのだろうが、飛んでいる間は体温を下げることができない。現在、彼女の体を包む炎は、六百度ほどにまで上昇している。このまま突っ込めば、木々に引火することは間違いない。火をつけるのは得意だが、消すのは苦手だ。燃え広がって山火事にでもなったら、夏純の手には負えなくなる。山が燃えても夏純は構わないのだが、後で優樹に怒られそうな気がするのが少し嫌いやだった。大おお田たにばれたら、きっと彼にも怒られるだろう。もしかしたら、八や牧まきにも怒られるかもしれない。

「あ、怒られることばっかり考えちゃった」

　夏純は頭を振った。その勢いで体に纏まとっている炎の一部が飛んで、森の中に落ちていく。それは落下途中で燃え尽きたが、森の中は火種だらけだ。

　しかし、最終的には夏純は森の中へ降りる決心を固めた。頭を地面に向けると、火の軌跡を空中に残しながら高度を下げていく。少しずつ炎の温度も下げて、百五十度くらいまでに抑え込んだ。

「あ」

　木に火がつかないように注意深く森の中に入ったのだが、なぜか自分のすぐ目の前に見たことのない人間の男の子が木刀を構えて立っていた。この少年が人間ではないことなど、夏純は知る由もない。

「………………」

　一方の片かた倉くら晃こうも、突如上空から舞い降りたこの火蜥蜴サラマンダーに戸惑っていた。木刀を構えてみたものの、戦う気はこちらにもないし向こうにもなさそうだ。その黄金色の瞳ひとみからは、自分に対する攻こう撃げき的な意思は感じられない、ような気がする。表情は火に包まれているためによく見えない。

「……君、迷子……？」

　こんなところに迷い込む子供がいてたまるか。そう言いたくなったが、晃は黙だまって木刀を下ろして火蜥蜴を見た。確か、捜査第六課にこういうアヤカシがいたような気がする。かつて内閣公認だったアヤカシというのは、クロスブリードでは要注意人物としてリストに載っている。あまり常識を知らず、どこか抜けている火蜥蜴の帆ほ村むら夏純。

「……そんなところです」

「ふーん、そう。ねえ、この辺りで枝の生えた人と髪の毛の白い女の子見なかった？」

　こいつはかなり間抜けだ、そう晃は考えた。自身の姿を見て何の驚おどろきも示さない少年に疑問を持たないのだろうか。あまつさえ、質問までするなど普通のアヤカシではない。

「見てないですけど」

　正直に答える義理などない。だからといって噓うそをつく理由もなかったので答えてみた。

「そう、困ったわね……ねえ、君は大丈夫、ちゃんと家に帰れる？」

「……そういうあなたはどうなんですか」

「そう言われると自信ないわ、あたし。優ゆうさん見付けないと帰れないわね……じゃ、あたしの用が終わったら君を乗っけて森じゃないとこまで連れてってあげるわ」

「……火傷やけどしそうだから、遠えん慮りよしておきますよ」

「頑がん張ばれば百度くらいまで落ちるわ……そういうわけで優さん捜しに行くから、ちゃんと後からついてくるのよ」

　そう言って夏か純すみは晃こうに背を向けると前進を始めた。その後ろ姿は火蜥蜴サラマンダーというより人魂だ。こんな間抜けなアヤカシに関かかわっている暇はない。晃は夏純を無視して別の方向に歩き出そうとしたが、すぐに自分の身近に夏純とは違う気配を感じた。

　鵺ぬえのネジがいる。気配を精一杯殺して自分の様子を窺うかがっている。

「ねえ、ちゃんとついてこないと置いていくわよ？」

　燃えている夏純の姿が少し遠くに見える。晃はどうすべきか迷ったが、結局夏純の後についていくことにした。ここでネジと戦ってもいいが、それよりはまだ夏純についていった方が時間のロスがない。夏純は今のところあの女のいる方向に進んでいるし、ネジは自分が一人にならない限り襲おそってくることはなさそうだ。ネジをあの女のいる場所に誘ゆう導どうしてしまう恐れはあるが、夏純の話を聞いた限りでは片かた倉くら優ゆう樹きはあの女と一緒にいるようだ。ネジもそう簡単に姿は現せないだろう。

「……今行きますよ」

　晃が夏純の背後を歩いていくのを見て、ネジは困っていた。こんなところで晃に会うとは思っていなかった。しかし〝鬼おに斬ぎり〟を彼の手に渡すわけにはいかない。彼の持っているものだけでも脅威なのに、これ以上あんな物がクロスブリードの手に落ちたとしたらどうなることか。

　それにしてもあの火蜥蜴はなぜこんなところにいるのだろう。元捜査六課のアヤカシたちがあの〝鬼斬り〟に興きよう味みを示すとも思えない。しかし彼女がいることはネジにとって幸いだ。火蜥蜴と一緒にいる限り、晃自身からネジに挑いどみはしないだろう。

（……それにしても責任重大だわ……）

　ネジはゆっくりと歩を進めながら、森へ降りていった長ったらしい名前のアヤカシのことを思い出した。いったい彼は何をやっているのだろう。彼から貰もらった帽子は、とりあえず尻尾しつぽに被かぶせてある。落ちないように蛇へびの牙きばで咥くわえているのだが、見た目はかなり間抜けだ。誰だれも見ていないので問題はないが。

　フレッドと一緒に降りていたらどうなっていたかなど、全知ではないネジにはわかるはずもなかった。




　腹が減ったなと吸血鬼は思ったが、自分が手にした生々しい左腕についている血を舐なめるというのは屈辱的だ。そんな場違いなことを考えられるほど、フレッドは落ち着いている。目の前で起きている出来事は、どう考えても自分では手が出せそうにない。

　自らを〝主〟と名乗る片かた倉くら優ゆう樹きの姿をした存在は、ナイフを振りかざし襲おそいくる枝全すべてを異常な速度で斬きり払いながら前進している。彼女の中に潜ひそむものが何かは知らないが、フレッドとしては〝主〟に手を貸すのは気が進まなかった。というより、手を貸す必要がないのだ。あの〝主〟は、フレッドが敗北を喫した優樹よりはるかに強いことは見てわかる。

　そして何より、〝戦せん闘とう〟という行為を楽しんでいる。〝彼女〟の口元には笑みさえ浮かんでいるのだ。しかしその笑いは、フレッドの知っている優樹のものではなかったが。

「……何よ……何よ何よ何よ何よ！　藤とう梧ごを殺したくせに……藤梧を殺したくせに……！」

　佐さ々さ木きの狂った悲鳴に、笑って言葉を返す余裕が〝主〟にはあった。悲鳴と共に枝葉の動きは激しくなるのだが、それさえも〝主〟の歩みを止めることはできない。

　佐々木のすぐ目の前、そのどこか怯おびえた瞳ひとみを、片倉優樹の顔が埋め尽くした。赤い右目がぎちりと小さな音を立てて回り、口を大きく開けてその白い歯が剝むき出される。

〝鬼〟の顔だった。

「ふふ、既すでに脳にまで〝鬼おに斬ぎり〟の根が張っていたか！　お前が後生大事に抱えている鬼の首を斬きって殺したのは、他ほかでもないお前自身だろうが！　見ろ、空うつろ木ぎ！　貴様の蒔まいた種は、未いまだに愚かな人間を増やし、狂わせ、殺すだけだな！　お前の蒔いた種は、お前が刈り取るべきだと思うがな！　……いや、俺おれが刈ってやろう！」

〝主〟のナイフが、枝ごと佐々木の首を一刀で切断した。やはり血を一滴も流さないまま、彼女の首は鈍い音を立てて地面に落ち、二、三度跳ねてから木にぶつかって止まった。〝主〟はそんなものには目もくれず、首を失った佐々木の胸にナイフを突き立てると、その中の物を抉えぐり出すように引き上げた。

「いやああああああああ！」

　もはや首でしかありえないはずの佐々木の口から、凄すさまじい悲鳴が迸ほとばしった。この時、ほんの一いつ瞬しゆんだけ〝主〟の顔に面白くなさそうな表情が浮かんだが、それは誰だれも見ていなかった。

「……脳の方に核があったのか」

　舌打ちをすると、〝主〟は佐々木が抱えていた野の中なかの首を奪い取った。

「頭くらいは弔とむらってやろう……おい、よそ者、これも預かっておいてくれ」

　ボールを投げるようにその重い頭をフレッドに放り投げた途端、佐々木の首の切断面から枝が二本伸びて転がっていた彼女の首に突き刺さった。枝はすぐさま超高速で縮ちぢみ、元通りに彼女の体へ首を連れて戻ろうとする。

「懲こりん人間があ！」

　雄お叫たけびと共に、〝主〟はナイフを再度構えると戻ってきた頭部が繫つながる前にその額ひたいに突き立てた。そのまま抜かずに、刃を真上に引き上げる。裂かれた頭部から大量の血と脳のう漿しようが飛び出して〝主〟の顔にかかった。それらを意に介さず、続いて鼻の辺りにナイフを突き立て串くし刺しにすると、地面に彼女の頭部を叩たたき付ける。

　二度目辺りで原形をとどめなくなり、そこにあるのは見るも無残な血と肉と骨の塊と変じた。

　ついに佐さ々さ木きの体は動かなくなり、枝もまた地面に伏す。

「……君は、結構ひどいアヤカシだな」

　表情一つ変えずにナイフを鞘さやに収めて戻ってきた〝主〟を、フレッドは少しだけ眉まゆをしかめて見た。フレッドは人間を殺すことに罪悪感を持ってはいない。彼が言いたいのは、それを〝片かた倉くら優ゆう樹き〟という殺しを嫌きらう二重雑種ダブルブリツドの体で行ったことだ。

「ユウキが知ったら、悲しむと思う」

「気にするな、左目を裏返してあるから見ていない」

　何事もなかったかのように血ち塗まみれの顔で〝主〟が言う。頭を振ると、白い髪の毛に付着していた赤い液体が少し飛んだ。その血がかからないように、フレッドは一歩下がって〝主〟との距離を取る。

「……さて、小娘はまだ来んか。あれは灰にでもしておかんとまた再生するかもしれんからな。ネジの奴やつとも……」

「……返して」

　声が聞こえた。

　ずるずるという引き摺ずる音、べちゃべちゃという肉が絡み合う音が、二人のアヤカシの耳に届く。

「……まだ……生きている……のか……？」

　生命力と再生力においてはアヤカシの中でも優れていると自負しているフレッドでさえ、目の前で再生を始めた佐々木の肉塊に対しては驚きよう愕がくの声を上げた。心臓を刺され、頸けい部を切断され、脳を潰つぶされたとあっては、自分でも死んでいるかもしれないのに。

　それなのに、あの人間はまだ生きている。

「……返して……藤とう梧ごを返して……藤梧……愛してるのよ……」

　歪ゆがんだ口が不ふ明めい瞭りような発音ながらも言葉を紡ぐのを見て、〝主〟が地面につばを吐きかけた。

「愛してる、か。そんな言葉を聞くと反吐へどが出る。殺せば、永遠にお前の物か？　こんな動かん首を抱いて何が楽しい、下げ種すが」

　足元にあった野の中なかの首を、〝主〟は爪つま先さきで軽くつついた。

「お前の趣しゆ味みがわからんよ……ふふ、俺おれの趣味も誰だれであろうと到底理解できんがな」

　そんな〝主〟に、フレッドは少し離れたところから声をかける。

「……君は、いったいどうするつもりだ？　私としてはああいうのとは関かかわり合いになりたくない。だからと言って、君を一人ここに置いていくわけにもいかない。精神はともかく、その体はユウキの物だからな」

「そうでもないがな……逃げてもいいんだぞ、よそ者。こいつが死ぬことなど万にひとつもありえんよ。この俺おれがいる限りはな」

「その顔と声に、その口調は合わないな」

　今さらながらそんなことを口に出すフレッドを見上げて、〝主〟は喉のどの奥で笑ってみせた。

「いやらしい笑い方をする」

「お前は面白い奴やつだ。……しかしあれを潰つぶすには腕がもう一本落ちそうだ。まあ、俺の腕ではないから別に構わんがな」

　フレッドは、面白くなさそうに自分の顔に触れた。日暮れ前にできた顔の火ひ脹ぶくれは、既すでに治っている。夜こそフレッドの力を発揮できる時間だ。この傲ごう慢まんなアヤカシと共きよう闘とうするのは不本意だが、優ゆう樹きの腕がこれ以上落ちるのは面白くない。

「……協力しよう」

「いい心掛けだ。……それにしても、もう少し頑がん丈じようになってもらわんと使えんな」

　最後の呟つぶやきはフレッドに向けたものではなかったが、彼はその視線を〝主〟に向けた。

「さて、お前は何ができるんだ、墺太利オーストリアの吸血鬼？　色々と芸はあるようだが」

　その言葉にフレッドが言葉を返そうとした時、突如森全体の気配が変わった。今まではただの暗くら闇やみと森でしかなかった。だが木々からは〝生命〟が、土からは温かさが、闇からは静寂が一いつ瞬しゆんにして失われる。

「……何だ……？」

　フレッドは思わず周囲を見回してしまうが、彼の感覚では何も捉とらえることはできなかった。だが、〝主〟はひどく楽しそうに笑うとその右目を回す。

「ふふ……よそ者、お前はとても運がいい……奴の気が向けば、奴の姿が見られるぞ……奴の本体が出てきたのに俺の方は代理とはな……」

　時が、凍りついた。




　夏か純すみは、近付いていたはずの優樹の気配が急に遠ざかったような気がした。

「優ゆうさーん、優さーん！」

　叫んでみても返事はない。

「……ねえ、少年。ちゃんとついてきてる？」

　背後を振り返ってみたが、先ほどまで後ろにいた木刀を持った少年の姿はない。

「……変……よね」

　この感覚は何度か味わった覚えが夏純にはあったが、どうもうまく思い出せない。




　晃こうは前進を続ける火柱をしっかり見ていた。あんな目立つものを見逃すはずがなかった。なのに、今自分の目の前に彼女はいない。

　ただ、森があった。ひどく頼りなげな感じのする薄うすっぺらな森。

　先ほどまで後方に感じていたネジの気配も消えている。

（これは……）

　あのアヤカシが、ここにいる。それだけは間違いない。

　木刀は、何の反応も示そうとはしなかった。




　ネジはとうとう自分の神経がいかれてしまったのかと思って悲しくなった。晃こうが自分のことに気が付いていたのは何となくわかったが、火蜥蜴サラマンダーと一緒に歩いている様子からこちらを攻こう撃げきする気はないだろう。そう考えていたのに、今は晃も火蜥蜴も見えない。

（……こういうことが多いと、自信なくなるわよほんと……）

　しかし、歩いているうちに地面が妙に冷たく水気を失っているような気がしてきた。ネジは立ち止まると、足元の土を前脚で擦こすってみた。

　乾いた土だった。




　歩いてくる。

　何かが歩いてくる。

「……よそ者、俺おれが見えるか？　俺にはまだお前が見えるが」

「君は何を言っている？　君は見えるし、あの人間も……」

　そう言って指で示そうとしたフレッドの動きが止まった。いない。今まで蠢うごめいていたあの枝も肉の欠片かけらも、そこには微み塵じんも存在していないのだ。

「俺たちは〝隔離〟されたのだ……首も見当たらないだろ」

　フレッドは目を凝こらして周辺を見回したが、彼の視界に入るのは木々と闇やみと〝主〟のみだった。先ほどまで〝主〟が蹴けっていた鬼の首も跡形もなくなっている。

「……どうなっている？」

「待てば、出てくるだろうさ。……ふふ、奴やつめ、たまには自分の種を自分で刈る気になったか。面白いことになっているだろうよ」

　森の中をやけに生暖かい風が流れ、〝主〟の中身のない左袖そでを揺らした。




　……何も見えないの。

　……何も感じないの。

　……何も喋しやべれないの。

　……藤とう梧ご……藤梧……。

　あの時、あなたは……。

　………………。

　あ？

　……何て言ったの……。

　あなたは、何ていったの……？

　思い出せない……。

　ああ……あ？

　顔も……声も……。

　あたしたち、どこで会ったの？

　どこに行って……どんなことして……。

　そして……殺した、の？

　………………。

　違う……！　違う……わ……！

　あたしじゃないの……！

　あたしじゃ……ないの……！

　何で……？　何で、あんなのが見えるの……！

　あたしが思い出したいのは、こんなことじゃないの！

　……どうして！　どうしてなのよお！




「つ」

　奈良県吉よし野の山のとある場所、誰だれもが近くにいるのに誰も見ることのかなわない場所に、佐さ々さ木きはいた。下半身は潰つぶれ、首は小枝一本で繫つながっており、脳は半分以上流出していた。それなのに、未いまだ彼女は死んではいない。

　その命を支えているものは、彼女の脳内に潜ひそむ〝鬼おに斬ぎり第参世代壱いち号〟。そしてそのことを知っている者が、彼女の側そばにいた。

　その名を空うつろ木ぎという。

　誰かがそう呼んだ。その名がまるで本当の名前のように扱われるようになって、何年経たったのか、それ以前の名前が何であったのか。もう空木自身覚えていない。

　空木はある木の幹に寄りかかって座っていた。足首から先は、いつものように土の中に埋まっている。そして、その膝ひざに当たる部分に佐々木の半分しかない頭がのっていた。俯うつむいた空木の長い髪の毛が彼女の顔に少しかかっているが、もはやそんなことに気が付く感覚は佐々木にはない。

「み」

　空うつろ木ぎがゆっくりとゆっくりとした動作で、その左手を佐さ々さ木きの顔の上に置いた。

　変化は急激に起きた。今まで佐々木の命を支えていた枝が、彼女の脳内から這はい出たかと思うと空木の手の中に溶け込むように入っていく。ずるずると回虫のように途中でぶつ切れになりながらも、枝は空木の中へと消えていく。

　そして枝が空木の中に戻ると共に、佐々木の体はそれまで以上に衰えていった。あふれんばかりであった生命力はもはや見る影もなく、半はん壊かいした肉体はさらにひしゃげ、干からび、小さくなっていく。

　最後の一本。

　首を繫つなぐ小さな枝。

　それを抜けば、佐々木は死ぬ。

「と」

　空木が、本当に少しだけ顔を上げて傍らに置いてあるものを見た。その死んだ視線の先にあるものは、野の中なかの首だ。空木が纏まとうロングコートの、空っぽな右袖そでが揺れる。と、その中から紐ひものように細い枝が蛇へびではなく亀のような速度で這はい出した。

　それは見るものがいれば嫌いやになるほどの遅さで野中の首に巻き付くと、ゆっくりと持ち上げて佐々木の上に置く。体といっても、干からびた上半身しか既すでに残っていない。

「ば」

　最後の一本が抜けた。

　佐々木の首が、空木の膝ひざから落ちる。ことん、という軽い音は誰だれにも聞こえない。

　それを見て、空木は何も言わずに立ち上がった。手を地面についたりせずに、上から何者かに引っ張られているかのような不自然な立ち方だった。その拍子に佐々木の体の上にのっていた野中の首が転がり、半分しかない佐々木の顔にぶつかって止まった。

　二つの首が寄り添うように並んでいるのを、空木は見ていた。

　虚うつろではない目で、見ていた。




　フレッドは腕時計を見ていた。その秒針は先ほどから一ミリたりとも動いてはいない。彼は時間に対して鈍い方ではなかったが、それでも先ほどからいったい何秒経たったのか何分経ったのか、さっぱりわからなかった。

「……動かない、方がいいのか？」

　何もかもが希き薄はくな空間であるここでは、優ゆう樹きの姿をしたこの不気味なアヤカシしか頼れない。自分がこれほど無力な存在であると思ったことなど、久し振りだ。

「気にするな。これに初めて巻き込まれると、そういうわけのわからん重圧を感じるものよ。要は慣れ、という奴やつだ」

「……君は、平気なのか？」

「俺おれはともかく、この体と脳が慣れている……お、来たぞ……いや、さっきからいたのかもしれんが、俺もお前も気が付けなかっただけかもしれんな」

　立っていた。

　背が低く、やけに髪の長いアヤカシが十メートルほど離れた場所にいた。人型をしていようと、それが人間でないことなどフレッドにはすぐわかった。汚れた黒いロングコートの裾すそと共に、黒い髪の毛が地面に擦すれている。左袖そでからは人の手が出ていたが、右袖からは佐さ々さ木きと同じような枝が覗のぞいている。太い枝の先端に細い枝が五本生えており、人の手をかたどっていた。

「よそ者、あれが空うつろ木ぎだ……あれを見ることができるとは、お前は幸運としか言いようがないぞ……。久しいな、空木」

　口を大きく歪ゆがめ歯を剝むき出す優ゆう樹きの顔をした〝主〟を見下ろしてから、フレッドは空木という名のアヤカシを見た。長い髪の毛で顔が隠れているため、空木がどこを見ているかはまったくわからない。ただ、〝生命〟というものの力強さが感じられず、まるで死体のように見える。

「さて、何をしに来た、空木？　どうやら〝鬼おに斬ぎり〟はお前が回収したようだが、第参世代ごときでわざわざお前が出てくるとは思えん。お前が欲しいのは、お前自身の右腕だろうが。……どうだ、あれから既すでに千年以上経たったわけだが、少しは悔いたのか？」

　空木は何も答えない。しかしそんなことを意に介さず、〝主〟は言葉を続ける。

「ふふ、俺おれはお前を恨んでいるわけではないさ。あれほどの物をお前に恵んでもらっておきながら、奴やつらはそれだけでは勝てず結構な手を打ってきたものよ。奴らが必死に俺に立ち向かう様さまはなかなか楽しかった……死ぬのは痛かったが、その前までは本当に楽しかったよ……お前のおかげと言ってやってもいいぞ、空木？　やはり己の手で叩たたき潰つぶすのが楽しい。……はは、お前とはいつも直接やりあうことができん。残念だが……」

〝主〟はやけに饒じよう舌ぜつで、どこか楽しげなようにフレッドは感じた。そう、笑っているのだ。優樹ならば決してこんな獰どう猛もうで残ざん虐ぎやくな笑い方をしない。赤と白、色と大きさの異なるその目が生み出す表情は、恐怖を知らないはずのフレッドでさえも一いつ瞬しゆん震ふるえるほどであった。

　その〝主〟に正面から見られているはずなのに、空木は微動だにしない。

「あ～………」

　低く長い声が響ひびいた。そこに何らかの意思が込められているかなど、空木しか知らぬこと。

　だが、その五本の枝が少しずつ上がっていく。

　ゆっくりと。ゆっくりと。

「……さて、お前が何を考えているかは多少気になるが、今はどうでもいい。そんなものは連中の考えることだ。……俺は、やはり上位者には向かんよ……空木！」

　その一瞬に何があったか、唯一の目もく撃げき者であるフレッドは何とか見ることができた。

〝主〟の右手が空木に向けられ、そこから放たれた〝力の場〟が空木の右袖から網のように広がった五本の枝をぶち切った。
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　しかし次の瞬間、足元の地面を割って出現した枝が〝主〟の右目に襲おそいかかる。

　貫いた。

　赤い右目から噴ふん水すいのように血が噴ふき出して、その顔を赤く染める。

「……空うつろ木ぎ……今度会う時は右腕があることを祈っている……その時は……これも……」

　がくり、と倒れ込もうとしたその体を、フレッドが右腕で支えた。たとえ精神がそうでなくとも、この体は優ゆう樹きの物なのだから。

　刺さっている枝は、蠢うごめきながら右眼めを抉えぐり出そうとしていた。その試みは半分ほど成功しており、串くし刺しにされたやけに大きく赤い目玉が優樹の眼がん窩かから取り出されつつある。しかし目玉から生はえている数十本の赤い血管がそれを阻止するべく眼窩の肉にしがみついており、目は中空で浮く羽目になっていた。

　フレッドは少しだけ迷ったが、枝の方に手を貸そうとした。この眼は、明らかに優樹の物ではない。彼女の精神に巣食っている何かの正体がこれならば、取り除くべきだ。左手に抱えていた優樹の腕をそっと地面に置いてから、その目に手を伸ばす。

　だが彼の手が届く寸前に、枝と血管の力の拮きつ抗こうが突然破れた。枝が千ち切ぎれ、その瞬しゆん間かん赤い右目は優樹の顔の中に戻っていってしまっていた。

「………………ウツロギ？」

　フレッドはそう呼ばれていたアヤカシを振り返ったが、そこにはもう誰だれもいなかった。




　手の隙すき間まから血が流れ出しているのを見ても、飯いい田だと浦うら木きは動かなかった。彼らの〝主〟が何も言わない限り、それは些さ細さいなことでしかない。その証拠に、〝主〟の口元には笑みさえ浮かんでいる。

「ふふ、なかなか楽しかったぞ。……空うつろ木ぎめ、奴やつが出てくるとは面白い。早く奴の右腕を見つけたいものよ。そうすれば、もっと楽しくなるだろうに……飯いい田だ」

「はい」

「もう少ししたら、俺おれも奴もまた力を取り戻す。その時には、俺が出るぞ」

「……はい」

　飯田の答えには、どこか不満気な響ひびきがある。それに気が付かぬ〝主〟ではないが、彼は何も言わずにもう一人の忠実な下げ僕ぼくを見た。

「浦うら木き、見ての通りだ。少々予定が遅れる。その間に内閣を再編するぞ。俺が自由に動けるようにな」

「はい」

　浦木の返事は、飯田とはうってかわって晴れやかなものだった。




　森の中を歩いていた晃こうの前に、そのアヤカシは唐とう突とつに現われた。会ったことなどないが、木の幹にもたれているそれがあの空木であることを晃は知っている。

　手に持っている木刀が、かつてないほどに震ふるえていた。そして、空木の元に戻りたがっている。自らの創造者とひとつになりたいのだろうが、まだこの第伍ご世代拾六号を空木に返すわけにはいかない。晃はしっかりと木刀を握ると、空木に話し掛けた。

「……こんばんは、空木。僕ぼくは片かた倉くら晃こうという者です。……そして、あなたがかつて殺すのに手を貸したアヤカシを、再度殺すことを目指す者でもあります」

　空木は何も答えないが、晃は言葉を続ける。

「僕ぼくは、この〝鬼おに斬ぎり〟が持ち主に与える弊害を知っています。……純粋な人間でもアヤカシでもない僕にはその効き目が遅いようですが、これを使うことは命を削ることと同義であることもわかっています。……それでも僕は、これ以上の力が欲しい。命を」

　そこで一度言葉を切って、晃は空木を見た。何の反応もない。

「命を落とすことになっても。彼さえ殺せば、僕は……死んでもいい。僕一人の命で足りないのなら、僕の同胞たちも命を捨てる。それだけのために、僕は生きている……」

「う～………」

　小さな呻うめき声と共に、晃の足元に穴が開いた。地面から生はえてきた枝は、晃の持つ木刀に絡みつく。奪われるのかと思った晃は身を引こうとしたが、枝にその意思がないことはすぐにわかった。

　何分経たったかもわからない。やがて枝は元来た穴に戻っていった。地面に開いた穴そのものまで、自然に塞ふさがっていく。それに視線を向けていた晃こうが顔を上げた時、空うつろ木ぎのいた場所には誰だれもいなかった。

　そして、唐とう突とつに森を覆おおう気配が晴れた。全すべての存在に急に〝生命〟が宿り始める。

　しかし、空木が寄りかかっていた木はなぜか枯れていた。それだけではない。晃の視界に入る全ての木が、色を失った葉を急速に落としていく。

　まるで、冬の到来を見ているようだった。




　優ゆう樹きが意識を取り戻した時、視界には何も入ってこなかった。両目とも瞼まぶたを開けているはずなのに、何も見えない。

「優ゆうさん、起きた？」

　夏か純すみの声が聞こえる。右肩の方に彼女の熱い体温が感じられたが、今はそれが温かくて心地よく感じた。それと共に、電車らしい揺れと音も体に伝わってくる。どうやら電車内のようらしい。

「……ユウキ、私だ。フレデリック・アシュトン・クロフォードだ。わかるか？」

　聞き覚えのあるその声は、確かにあの吸血鬼のものだ。

「聞こえますよ、クロフォードさん……ちょっと目が見えないんですけど、どうなってます？」

「優さん、左目ひっくり返ってるの。白目ばっかりで黒目がないの。……ずれてるんじゃない？」

　夏純の言葉を聞いて、優樹は左目を何度か瞬まばたきしてその中で眼球を器用に転がした。すぐに視力は戻ってきたが、光に慣らすためにしばらく目を瞑つむっておく。

「……えーと……」

　よく状況が飲み込めない。右目の包帯が取れたことまでは覚えているが、そのあとの記き憶おくが欠如している。視力が回復した優樹は、まず隣となりに座っている夏純を見て次に正面に座っているフレッドを見た。ここは行きにも乗った吉よし野の特急の電車内である。隣には、煙草タバコこそ咥くわえていないもののそれ以外はいつもとまったく同じ格好をした夏純、正面には汚れた白いコートを着たフレッドが座っている。その両者を交互に見比べた後、優樹はまず夏純に話し掛けた。

「夏純ちゃん、あの後どうなったの？」

「よくわかんないわ。森の中飛び込んで優さん捜してたら少年に会ったの。その子とはぐれた後で、ふーさんと一緒にいる優さん見付けて、急いで駅戻って最後の特急に乗ったの」

　優樹はこの時初めて自分の左腕がまったく動かないことに気が付いた。神経が繫つながっていないようだ。傷は他ほかにもあちこちにあるようだが、数える気にもならない。

「……ふーさんという呼び方に不満はあるが、それがホムラの知っていることだよ、ユウキ。私の知っていることを話そうか？」

「……お願いします」

「君に頼まれた後、私は怪け我がをしているアヤカシに会った。その怪我は君の言ったように肉体に穴が開くというものだった。……心配しないでほしい、彼女は生きていた。私は君が心配になって、そのアヤカシにヨシノまで連れてきてもらったんだ。森の中に入って意識を失った君と枝の生はえた女を見付けた。……君の左腕は地面に転がっていたよ。ところが次の瞬しゆん間かん、ひどく髪の長い奇妙なアヤカシが現われて、それと同時にその女が消えてしまったんだ。……私が驚おどろいている間に、そのアヤカシも消えてしまってね。君を介抱しようとしたら、ホムラが飛んできたというわけだ」

　彼の言葉にどれほどの虚偽が混ざっているかなど、今の優ゆう樹きには考えることもできなかった。頷うなずくと、そっと右目に手を添える。包帯が巻かれているようだ。少し眼球が小さくなったような気がする。

「道具がないからちゃんとした手当てができなかったの、ごめんね優さん。戻って落ち着いたら、ちゃんとしようね」

「……うん……ところでクロフォードさん。近くに首はありませんでしたか？」

「いや、何も。その後少し周りを見てみたが、何の痕こん跡せきもなかったよ。私の鼻と目の良さは君も知っているだろう？」

「……そうですね、どうもご迷惑をかけました」

　軽く頭を下げると、優樹は目に当てた右手を額ひたいに移動させた。髪の長い奇妙なアヤカシ、それは空うつろ木ぎに間違いない。空木がこの事件に関かかわっていたのかどうかは聞いてみなければわからないが、たぶん解決したのだろう。恐らく佐さ々さ木きは生きてはいまい。優樹はそんな気がした。

　酒を飲もうとポケットの中に手を入れたが、そこには少し凹へこんだミニボトルしか入っていなかった。しかも中身は空っぽだ。飲んだ覚えはないのだが、とりあえずまたしまい直す。

「……何だか、よくわからなかったわね」

　夏か純すみは気楽な口調で言うと、いつもと変わらない表情で煙草タバコを取り出して口に咥くわえた。咥えただけで火はつけず、ぼんやりと天井を見つめる。

「優ゆうさん、疲れたら寝たら？」

「うん……」

　口では答えたものの、優樹はその頭の中で解決しない答えを探し出そうとしていた。佐々木とあの鬼の首は、空木が〝片付けて〟しまったのだろうか。その可能性は高いが、理由がわからない。確かに来くる栖すの死体からは空木に似た臭においがしたが、それ以上の関係があったのだろうか。東京に戻ったら聞いてみたいが、空木が会いにきてくれない限りそれは不可能だ。今空木がどこにいるかなど、優樹にはわからない。

　だが、もはや優樹はこの事件が終わってしまったことを自覚した。もう佐々木に会うことは二度とないだろう。

　あの鬼の首とも。

　そんな優ゆう樹きから視線を逸そらしてミラーシェイドをかけると、フレッドもまた考えた。優樹に噓うそを言ったのは彼女のためだけではなく、彼自身のためでもあった。優樹の中に潜ひそむあの〝主〟と名乗るアヤカシ、そして空うつろ木ぎ。どちらも二度とは関かかわり合いたくはない。

　だが、優樹は彼らとこれからも深く繫つながりを持っていかなければならないのだろう。それを考えると、フレッドはこの二重雑種ダブルブリツドがひどく哀れに感じられた。どうせ行きずりの仲、と切り捨てるほどフレッドも薄はく情じようにはできていない。血を貰もらった縁えんもある。

　あのシームルグは何と言うだろう。一度彼に会って全すべてを話してみるのもいいかもしれない。どうせ気ままな旅を続ける身だ。もう一度東京に行くのも悪くはない。

　暗い窓の外を眺ながめながら、フレッドはそんなことを考えていた。




　そのほぼ同時刻。

　沿道のベンチに座っていた大おお田た真さね章あきは、自分のすぐ近くに自分がもっとも嫌きらうアヤカシが現われたことに気が付いた。

　木の幹によりかかり、うな垂だれている空木。

　大田は何も言わずに、自分の足元を睨にらみ付けている。

　ただ、それだけ。

　時間は過ぎていく。

　二人のアヤカシの間に、静寂は続く。

　その終しゆう焉えんを知るのは、二人だけ。
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　山やま崎ざき太た一いち朗ろうが東京駅に着いた時は、既すでに午後九時三十分を過ぎていた。もう少し早めに出たかったのだが、夕食を家族でとったので遅くなってしまった。明日からの勤務に備えてすぐに帰宅する必要がある。

　しかし太一朗が足を向けたのは、彼の乗る必要のない山手やまのて線乗り場へと続く階段だった。今から行けば、午後十時前後には渋谷に着くことができる。渋しぶ谷やに行って。

　捜査第六課に行こう。

　その決心を、太一朗は固めていた。片かた倉くら優ゆう樹きに会いたい、というわけではない。……本当は、会いたいのだ。だが、そう思っているのは自分だけだ。きっと、彼女は自分に会いたいなどとは思わない。だがそれでも、少しだけ、ほんの少しだけでいいから彼女の存在を近くに感じたかった。窓から見上げるだけでいい。たったそれだけでいいのだ。

　そう思って階段の側そばまで来た太一朗だったが、結局は立ち止まった。壁かべの側に立って通り過ぎる人々の邪じや魔まにならないようにする。

　馬ば鹿かなことをしようとしている。自分でもそう思った。これではまるで変質者だ。だが、無理やり会っても優樹の記憶を呼び起こすだけであり、自分もその優樹の姿に傷付くだけだろう。お互いに傷を広げるだけだ。

　でも、少しでいいから歩み寄りたい。

　一度揺らぎかけた決心を再び固め直すと、太一朗は壁から体を離して歩き出そうとした。だが注意力が欠落していたようで、壁際を歩いてきた荷物を大量に持った人に背中にぶつかられた。相手も太一朗も一歩も揺らぎはしなかったが、一応謝あやまろうかと太一朗が振り返る。

　その瞬しゆん間かん怒鳴られた。そう大きな声ではなかったが、彼らの横を通り過ぎた人々が一瞬振り返るほどの声であった。

「ちょっと、でかい図体でぼんやりしてるんじゃないわよ！」

　素直に謝る気だった太一朗であったが、もともと短気な彼だ。すぐ頭に血が昇る。やたらと背の高い女で、中ちゆう日にちの帽子を被かぶっていることも気に入らなかった。怒鳴り返そうとした太一朗は、その女の背後から聞こえてきた声に息を吞のむ。

「……夏か純すみちゃん、そうやってすぐ怒らないの。……すいませんね、この子は短気で……」

「でも優ゆうさん……」

　夏純と呼ばれた女の後ろから、麦わら帽子が見えた。少し前に進んで顔を上げた彼女の顔半分は包帯に覆おおわれていたが、見間違うはずなどない。

「……優ゆう樹き……さん……？」

　返事はなかった。その左目は確かに一いつ瞬しゆんだけ自分を見たが、そのまま伏せられる。そんな優樹を見て、夏か純すみは嫌いやそうに顔をしかめた。

「なに、このちんぴらと優ゆうさん知り合いなの？」

「ち……ちんぴらだと？」

「図体でかくて顔に傷があって態度悪くて、まるっきりちんぴらじゃないの。……駄だ目めよ、優さん、こんなのと関かかわっちゃ……どきなさいよ、ちんぴら」

　いきなり前まえ蹴げりが来た。太た一いち朗ろうはすかさず一歩下がって避よけたが、その隙すきに夏純は少し乱暴に優樹の右腕を摑つかむと強引に前進する。

　それを阻止することは、もちろん太一朗にはできた。だが、結局できなかった。追いすがったところで、いったいどうなるのか。優樹と会話できるわけがないのだ。あの態度を見ればいかに太一朗が鈍くても理解できる。それでもその場は立ち去りがたく、二人の後ろ姿を見ていた。そのままホームに向かうかと思われていた二人だったが、優樹が夏純を見上げて何か話し掛けたかと思うと立ち止まる。

　そして優樹は振り返ると、太一朗の方に向かって歩いてきた。

　本当に自分に向かって歩いてくるのか、太一朗は最初信じられなかった。だが右手で麦わら帽子のつばを摑み、伏ふし目めがちに歩いてきた優樹は太一朗の一メートルほど前で止まった。下を向いているために、顔は見えない。

　しかし、彼女は片かた倉くら優樹だった。

「……優樹……さん……」

「色々と」

　周囲の雑音にまぎれてしまいそうな小さな声であったが、太一朗の耳には届いた。久し振りに聞く優樹の声は、ひどく沈んでいた。

　それでも、それは間違いなく優樹の声だった。

「色々と、あったよ」

　それだけだった。背を向ける時に、

「元気で」

　と聞こえたような気がしたが、それは本当に気のせいだったのかもしれない。優樹はまた夏純の元に戻ると、山手やまのて線のホームへと姿を消した。

　太一朗は、追わなかった。追うことができなかった。何より、優樹自身がそれを望んでいない。その小さな背中を見て、太一朗はそう感じた。

　それでも、太一朗は嬉うれしかった。彼女の方から話し掛けてくれたことが、嬉しかった。たった一言でもよかった。

　どんな形であれ、優樹の心にはまだ自分がいる。それは彼女にとってはつらい記き憶おくでしかないのかもしれないが、それでも太た一いち朗ろうは。

（………………）

　太一朗は渋しぶ谷やに向かう決心を氷解させると、山手やまのて線乗り場から離れて家路についた。




「ねえ、優ゆうさん。あのちんぴら、何？」

「……ちんぴらじゃないよ、山やま崎ざきくんっていってね……友達、だよ」

「ふーん」

　渋谷方面に向かう電車を待ちながら、夏か純すみは隣となりに立つ優ゆう樹きを面白くなさそうに見下ろした。

「あたし嫌きらいよ、あいつ。優さんのこと見る目が嫌いや。友達見る目じゃないわよ」

「……あたしは見てないからわからないよ、どんな目だったの？」

「わかんない、とにかく嫌な目なのよ」

　そう言うと、夏純にしては珍しく苛いら々いらした風に煙草タバコを取り出して咥くわえた。

「喫煙所行く？」

「いいわよ、渋谷くらいまでなら我慢できるから」

「……そう」

　無口ではない夏純が黙だまり込んだ。よほど太一朗のことが気に入らなかったのだろう。大おお田たや虎とら司じとは結構上手うまくやっていたようだが、夏純とは相性が悪いのかもしれない。

　今日は朝から色々とあった。飯いい田だに連絡をとって事件の顚てん末まつを話し、福ふく尾おともう一度会えるよう話をしてもらうように頼んだ。京都府警けい察さつ本部に行って松まつ本もとにだいぶ事実を捩ねじ曲げた話をして胡う散さん臭い目で見られ、終始顔をしかめていた福尾に会いに行った。彼は来くる栖すのことで優樹を責めたりはせず、ただ黙って優樹の話を聞いていた。

「もう二度とあんたが京に来ることのないよう、頼みます。……長生きしんさい」

　別れ際に、福尾はそれだけを淡たん々たんとした口調で言った。

　その後、京都に着いてすぐに別れてしまったフレッドの宿泊先を訪ねてあらためて礼を言った。昨日は日没前から動いたせいか少し疲れているようにも見えた。

「……また東京に行くこともあるからその時話そう」

　とはフレッドの言葉だが、正直に『あまり会いたくない』とは言えなかった優樹である。そして京都の駅ビルで赤あか川がわや大田たちへの土産みやげ物を選び、京都を離れた。清水寺に行き忘れたことを思い出したのは、新幹線の発車後だった。

　たった三日間であったが、本当に色々なことがあった。

　その中でもっとも優樹の心に深く根ざしたのは、佐さ々さ木きと野の中なかの関係だった。彼女と彼は人とアヤカシという間柄にもかかわらず、深い仲にあったらしい。その結末は、ひどく無残なものだった。

　佐々木は、野中を『愛している』と言ったのに、その手にかけて殺した。なぜ彼女がアヤカシを殺せるような力を手に入れたかは結局わからずじまいだ。空うつろ木ぎは何か知っているかもしれないが、会えるかどうかはわからない。

　しかしそれよりも、『愛』というものが『殺意』に変へん貌ぼうするということが優ゆう樹きは恐ろしかった。三月にフレッドに会った時、彼は言ったものだ。

「彼に愛されているな」と。

　その意味が、あの時の優樹にはよくわからなかった。今も理解しているとは到底言いがたい。

　だが一つ、思い至ったことがある。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうが、自分を殺す可能性に、だ。

　そんなことがあるわけがない。優樹はそう思っている。しかし脳のどこかで何かが囁ささやくのだ。

　彼が危険な〝人間〟であることを。

（そんなこと、あるはずないのにね……）

　しかし、もし彼が自分の目に銃口を押し込み、引き金を引いたら。

　死ぬだろう、間違いなく。その光景は、簡単に思い描くことができた。

　なのに、その彼に抵抗する自分がまったく想像できないことの方に優樹は戦せん慄りつを覚えた。

　彼が、自分に本当に殺意をもって向かってきた時、優樹は全力をもって歯向かうことができない気がするのだ。

　死にたくなど、ない。だがそれなのに、自分が死ぬ光景を思い浮かべても生へ執着する自分がそこにはいない。

　恐ろしかった。

　先ほど彼と会った時、その思いが怒ど濤とうのように頭を駆け巡った。それでも優樹は彼に近付いた。ほんの少しだけ言葉を交わした。

　その理由は。

「優ゆうさん、電車来るわよ……体、ほんとに大丈夫なの？　元気なさそうよ。……あたしお金出すから、タクシー乗ろうって言ったのに……」

「ああ、平気。腕が落ちただけなんだから、他ほかの部分は元気だよ。ごめんね、夏か純すみちゃんにばかり荷物持たせて」

「ううん、あたしは力持ちだから。……さ、人間たち蹴け散ちらして乗るわよ」

「駄だ目めだって、順番守らなきゃ……」

　ホームに入ってくる電車を見ながら、優樹は右手で包帯の上から右目を触った。

　きっと、まだ死なないだろう。フレッドの言うように、時間が解決してくれるかもしれない。

　また、彼と向き合う時が来るのかもしれない。

　その時までは、生きよう。

　優樹は、左目だけで前をまっすぐに見つめた。




　赤い右目が、蠢うごめいている。

　ぎちり、ぎちりと蠢いている。
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　あとがき




　一度失ったものを再び取り戻すことは難しい。

　それを再び手にすることができる保証などどこにもないのに。

　追い求める誰だれかは、必ずいる。




　第五巻です。第一巻を出してから、一年が経たちました。当時は『今から一年後も、小説書くことを仕事にして生きていたい』と思っていましたが、多くの方の助力を得て私は今日も元気に生きています。

　読者の方々、これからも応援よろしくお願いします。お世話になっている方々、今年もよろしくお世話してください（うーん、他力本願）。

　今年の抱負。お酒を飲んでも酔わないこと（言ってみただけ、きっと無理）。




　脈絡のないあとがきですいませんでした。今年（だけでなく来年も再来年も十年先もそうだけど、とりあえずは今年）もがんばります。


中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。『ダブルブリッド』で第六回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉を受賞。２０００年２月に一巻目発売、２００１年２月には五巻目発売と、一年で既にシリーズは五巻。この執筆速度を来年も持続させるために必要なものは……なんでしょう？
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イラスト／たけひと

１９７７年生まれ。京都精華大学を退学後、イラストレーターとして活躍中。ゲームと古典ＳＦをこよなく愛す関西人。
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